

  [image: ]



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ささみさん＠がんばらない７


    
      日日日

    


    
      イラスト　左

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]



  
    目次


    



     第一部　グノーシス


     第一話／うさぎにドロップ


     第二話／日常系①神は死んだ


     第三話／幼年期の終わり


     第四話／日常系②神のみぞ知る世界


    



     第二部　ブラック・マリア


     第五話／無名世界


     第六話／日常系③神はダイスをふらない


     第七話／闇からの呼び声


     第八話／日常系④神の祝福あれ


     第九話／コズミック・ホラー


     第十話／世界系、あなたとわたし


     あとがき

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]



  
     第一部　グノーシス


    


     第一話／うさぎにドロップ


    



    　うさちゃん、なう。


    　おなかすいた、なう。


    「さ、鎖さ々さ美みさん！　鎖々美さんーっ!?」


    　なう？


    「正気を取り戻してください、人間の心を失わないで！　だから動物の肉体は脳の容量がちいさいから気をつけないと知性がなくなっちゃうって注意したのに！」


    　うるさい、なう。


    「精神は肉体の奴ど隷れいなのです、動物の肉体に取り憑つけば心まで動物っぽくなります！　って聞こえてますか!?」


    　かがみ、なう。


    　だいすき、なう。


    「えいっ」


    　照れ隠しみたいに頭をブン殴なぐられて、わたしは「はっ」と我われを取り戻した。


    　同時に、わたしのことを心配そうに覗のぞきこんでいるかがみに謝あやまる。


    「ご、ごめん。何か一瞬、自分が誰だかすらわからなくなってた……」


    　あらためて周囲を見る。


    　ここはお馴な染じみ桜こノの花はな咲さく夜や学園。


    　相変わらず何をしているのか不明な「創る会」の部室である。


    　簡素なパイプ椅い子すに腰かけた、お人形さんみたいな黒髪の女の子──。


    　邪や神がみかがみの膝ひざの上に、わたしはのっている。


    　なぜそんなうれしはずかしキャッキャ☆ウフフが可能なのかというと、いま、わたしは人間ではなく、一匹のうさぎさんになっているからである。


    　正確にいうと前回いろいろあって『神々』になったわたしが、かがみの飼っているうさちゃんの肉体を借りているかたちになる。


    「まったく、感謝しなさい」


    　かがみは呆あきれたように。


    「わたしがいなければ、ほんとに動物になっちゃうところでしたよ。危なっかしいのです」


    「ご、ごめんね。わたし、まだ神様になって日が浅いからさ、自分に何ができて何ができないのかわかんないっていうか」


    「ふにゃあ。何かに取り憑ついて動かすことなど、べつに『神々』にとっては難しいことではないんですけどね。あなたは神様になっても駄目駄目なのですね」


    　小憎たらしいことを言っているが、かがみは両手で優しくわたしを抱っこすると。


    「とりあえず、初心者のあなたのために、経験ほうふなわたしが協力してあげるのです。えへん。とりあえずその肉体をあなたに心地よいように『改変』してあげますね」


    　言葉と同時に、わたしの身体からだがとてもよく馴な染じむようになる。


    　五感、身体の動かしかた、すべてがしっくりくる。


    　おぉ、快適。


    「ありがと、かがみ」


    「ふん、感謝するがいいのです。泣いて土下座するがよいのですよ」


    　得意げなかがみ、可愛かわいい。


    「しかし、喋しやべるうさちゃん……ふぁんたじぃなのです」


    　ぎゅむ、と抱きしめられた。


    　そのまま頰ほおずり。


    　わぁ、照れ屋さんのかがみとこんなふうにスキンシップとったことないし、恥ずかしいな。


    　かがみ、あったかい。


    　お胸がひらべったいから、骨が当たってちょっと痛いけど……。


    「ひ、ひらべったくないのです。少しはあるのです」


    「ぺたんこでも、かがみが大好きだよ！」


    「う、うるさいのです。下等生物のくせに、脈絡のないことを言わないでください。えへへ」


    　微ほほ笑えむかがみに、わたしは長いお耳をぴくぴくさせて。


    「って何か最近、かがみが妙に優しい気がする……どうしたの？　何を企たくらんでるの？」


    「ふにゃあ。酷ひどい言いぐさなのです。べ、べつになんでもないのです。でも鎖さ々さ美みさんは一時期ちょっと蝦え怒ど川がわさんとばかり仲良くしてたけど最近は疎遠になってるし今のうちに好感度稼いでおこうとかじゃなくてわたしは鎖々美さんの友達に『なってあげてる』のだからある程度は協力してあげるのは当たり前なのです調子に乗らないでくださいね！」


    　必死だなあ。


    「と、ところで鎖々美さん、今日はいったいどうしたのですか？」


    　今さらな質問をしてくる、かがみ。


    「授業が終わって帰ろうとしたら鞄かばんのなかにうさちゃんがいたうえ、そのなかに鎖々美さんがいるんですからね。久しぶりに声をあげて驚きましたよ」


    「うん」


    　わたしはかがみにマッサージされながら、まじめに。


    「日ひ留る女めちゃんのことがね、気になって──ここんとこ桜こノの花はな咲さく夜や学園を中心にあちこち調査してるの。かがみにも相談しようと思って鞄かばんに忍びこんで、そのまま寝ちゃったみたい」


    「あぁ……」


    　かがみは納得したみたいだ。


    「たしかに、あなたが『神々』に成って、日ひ留る女めさんと交代してからずいぶん経ちますよね。あれは去年の九月のことですから、もう半年にもなるのです」


    　いまは四月、進級してかがみたちは（本来なら、わたしも）三年生になっている。


    　受験生として、将来のことを考えなければいけない学年である。


    「ヴィシュヌさまによると、『ほんのわずかな時間』だったはずなんだけど」


    「う～ん、神様の言うことですからね、『ほんのわずか』が『数千年』かもしれませんよ？」


    「うわ、怖こわいこと言わないでよ」


    「そもそも、わたし──あのヴィシュヌってひと信用ならないんですよね。わたしと鎖さ々さ美みさんの友情を引き裂さこうとしたし……」


    「どうかな、ヴィシュヌさまは玉たま藻もの前まえさんを復活させようとしたとき、自分から霊力をふりしぼって助けてくれたよ。そんな悪い神様には思えないんだけど……」


    　そもそも、こんな状況になったのも、ヴィシュヌさまが『なるべく多くの願いを叶かなえ』ようとした、つまり善意の結果なわけだし。


    「だから、もし何か異変や陰謀があったとしても、それはヴィシュヌさまのせいじゃない気がするんだよね」


    「じゃあ、日留女さんでしょうか？　あるいは蝦え怒ど川がわさん？」


    「情雨じようちゃんはもう悪いことしないと思いたいけど、最近様子がおかしいからなあ──あと、日留女ちゃんについても気になるところがあって」


    　あちこちに、不可解な違和感があるのだ。


    　わたしの気のせいだったらいいけど。


    「まぁ、ともあれ。ギリシア神話、印度インド神話が、この国とわたしたちの日常に深い爪つめ痕あとを残していきました。今度こそ、後手に回らないようにしたいものです」


    　かがみが不安そうにぼやいた、次の瞬間だった。


    「ちょっとコラ邪や神がみ三姉妹ーっ!!」


    　ものすごい大声とともに、扉を蹴け破やぶるようにして蝦怒川情雨ちゃんが現れた。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「何事ですか騒々しい」


    　かがみが露骨に嫌いやそうにつぶやき、同時に何かから守るようにわたしを抱っこする。


    　やん──かがみん、人前だよ……♪


    　情雨じようちゃんは室内を見回してから、「げっ」という顔でかがみに視線を向けて。


    「何よ、つるぎはいないの？　つるぎ先生は……職員室にもいないし、ほんとに教師なの？　まったく、あのひとどこにいるか知らないかしら？　邪や神がみかがみ？」


    「フルネームで呼ばないでください、何か腹が立ちます」


    「あら、じゃあ……かがみ？　これでいい？」


    「下の名前で呼ばれるほど親しい間柄ではないのです、無礼なのですよ」


    「じゃあどうすりゃいいのよ！」


    　情雨ちゃんが切れた。短気すぎる。


    「そう、喧けん嘩かを売ってるのね。面白いじゃない、あなた程度の『神々』が、この蝦え怒ど川がわ情雨に……って、あれ？」


    　情雨ちゃんが、かがみの腕のなかでもさもさしているわたしに目を留とめる。


    「そのうさぎ、もしかして……？」


    「情雨ちゃん！」


    　気づいてくれたのが嬉うれしくて、あと仲悪そうなふたりの雰囲気に耐えられず、努めて明るくわたしはジャンプ。


    　そのまま、情雨ちゃんの胸元にぼいん。


    　慌てて抱きとめられ、見下ろされる。


    　おお、かがみとはちがってたいへん柔らかい（失礼）。


    「あう、ちょっと動かないでっ」


    　恥ずかしそうにわたしをデコピンしてから、情雨ちゃんは呆あきれたように。


    「何よ、鎖さ々さ美みさん。のんきに動物やってんじゃないわよ。ひとがどれだけ心配したと──」


    　え？


    「う、うるさい馬鹿！　ふふん、まぁあんたはあたしの宿敵だし！　そう簡単に消えてなくなったりしないってわかってたけど！」


    　なら、どうして嬉しそうに抱っこしてぎゅうぎゅうしてくれるの。


    「ちょっと、蝦怒川さん。うちのペットに対してすこし馴なれ馴れしいのですよ」


    　かがみが怨おん念ねん混じりの声で言い、わたしを奪いかえそうと手を伸ばす。


    　それを阻止し、情雨ちゃんがわたしを自分の身体からだに押しつけたり。


    　わぁ、左右から女の子に引っぱりだこ。こっちにムニュムニュ、あっちにフワフワ、わたしどうなっちゃうの～？


    「ペットって何よ、これは鎖々美さんでしょ？」


    「身体はうちのペットなので、わたしが飼い主です、汚きたない手で触らないでくれませんか」


    「き、汚くないもん！　ちゃんと手洗いしてるもん！　っていうかそれ肉体だけでしょ、魂たましいっていうか存在の話をしてんのよ！」


    　やめて～、わたしのために争わないで～。


    「まぁいいわ」


    　つんと澄まし顔で、「べ、べつに鎖さ々さ美みさんなんかに興味ないんだから！」みたいにそっぽを向き、でもこちらをチラチラ気にしながら情雨じようちゃん。


    「用件は他ほかにあるのよ、ほんとはつるぎ先生がいればいちばん良かったんだけど。まぁ、あんたで我慢しといてやるわ」


    「無礼なのもここまでくると感心するのですよ、『アラハバキ』」


    　かがみが、その名前を呼んだ。


    　情雨ちゃんの表情が「すうっ」と冷める。


    　先日の印度インド神話が関わった事件で、かがみは自分をつくった『人間の悪い組織』＝情雨ちゃんが所属している悪徳オカルト結社『アラハバキ』という構図を知ったのだ。


    「ふん、その名前をだしたってことは、邪や神がみ三姉妹の次女ではなく、元『アラハバキ』の霊的ロボット『炎帝カグツチ』として喋しやべってるってことね」


    　身構えて、情雨ちゃんは目を細める。


    「あんたのことはパパから聞いてるわ、要注意だってね……。いいわよ、自分を改造した組織に復ふく讐しゆうするのはよくあることよ、喧けん嘩かしたいなら受けてたってやるけど？」


    「わたしを改造したのはあなたではありません、あなたと争うつもりはないのです」


    　かがみは懐ふところからプリクラを取りだして、机に置いた。


    　わたしとかがみがピースサインして写ってるやつだ。


    「わたしに苦痛を与えたのはあなたではない、その事実をはきちがえて八つ当たりをするほど幼くはないつもりです」


    　すっ、と今度は写真だ。


    　わたしとふたりでトランポリンで遊んでたり、ひとつのアイスをふたりで食べてたり、プールで水着姿だったり……。


    「まぁ、あなたが『どうしても』と言うのなら、叩たたきつぶしてやるのですよ」


    　最後に、古風なテープレコーダーを置いた。


    　再生ボタンを押すと『かがみ、大好き』とか『かがみがいちばんの友達だよ』とか『かがみ、ずっと一緒だよ』とかいつ録音してたんだこれというようなわたしの音声が……。


    「さっきからそれは何の真ま似ねよ」


    　情雨ちゃんがこめかみを「ひくひく」言わせて問うた。


    　かがみは白々しく「おっと」と声をあげると。


    「おや、決してそんなつもりはなかったのですが、ポケットのなかにあったものを適当に取りだしたらこんなふうに……。わたしと鎖々美さんの思い出はほんとにあなたとは比べものにならないぐらいたくさんあって、とくに意識しなくてもこうして[image: ]あふれてしまうわけなのです」


    「あぁ、そう……」


    　情雨じようちゃんがかなり苛いら々いらした感じに呻うめいた。


    　みみっちいよ、かがみ……。


    　でも、あらためて写真とかで見るとよくわかるけど、かがみたちと出会ってからもう三年目になるんだよね。


    　高校に入学した、まだ引きこもっていたころは、まさかわたしもこんな立場になってるとは思わなかったよ。神様とか。


    「だ、だから鎖さ々さ美みさんなんてどうでもいいのよ、いま問題にしてるのはこれよこれ！」


    　情雨ちゃんが真っ赤になって、机に「ばん！」と何かを置いた。


    　わたしはかがみの腕のなかで、それを覗のぞきこむ。


    　それは一枚の、カラー出力紙。


    　何かのチラシみたいだ。


    【桜こノの花はな咲さく夜や学園　春期オリエンテーリングのお知らせ


    　開催日　四月十五日ＡＭ五時～ＰＭ五時


    　季節は春！　春といえば邪神！


    　ふんぐるい♪むぐるうなふ♪くとぅるー♪るるいえ♪うがふなぐる♪ふたぐん♪


    　新入生と在校生の交流の一助として、『邪神オリエンテーリング』を開催します♪


    　皆さん、ふるってご参加ください♪】


    　怪しい……。


    　何かチラシにはタコのようなよくわからん形容しがたい謎なぞの生き物が描いてあり、血の染みのようなものまで付着している。


    　文体が楽しげだからこそ、逆に異様である。


    　情雨ちゃんはぷんすかしながら、そのチラシを「ばんばん！」叩たたいた。


    「いったい何なのよこれ、調べたらほんとに行事として学校側の認可もおりてるみたいだけど。あたしは聞いてないわよ、『改変』で無理やりあんたたちがねじこんだんでしょ！」


    　そういえば情雨ちゃんは議事長（委員長）であり、生徒会長としてそういう校内のイベントを取り仕切り、みんなを楽しませてる通称『女王様』なのだった。


    　こういう行事に、自分が嚙かんでないのがすごく不満みたいだ。


    　ちなみに、今さらだけど『改変』っていうのはこの世界のあらゆるものに宿っている自意識のような何か＝神様に命じ、この世界を好きなようにいじくることである。


    『改変』はより上位のものの命令で打ち消せるし、子し細さいを把握することも可能。


    　でも情雨ちゃんの態度から見るかぎり、彼女はその『改変』について手出しできないみたい、彼女より上位か同等の『神々』が関わってる……？


    「こんな真ま似ねができるの、この近所じゃあんたたちしかいないでしょ！　名前もあからさまに『邪神』とかついてるし、だからあんたたちを問いつめにきたのよ！」


    　どうだ、と言わんばかりに立派な胸を張る情雨じようちゃんだが、かがみの反応はうすい。


    「ふにゃあ、わたしはとくに何も聞いてませんけど」


    　溜ため息いきをついて。


    「たぶん姉ねえさんの悪いた戯ずらだと思うのです。姉さん、ここ最近すごく真ま面じ目めだった反動で『こんなのあたしじゃない！』とか言いだして自堕落になってまして。わりと好き放題に『改変』してるのですが、そのひとつでしょうね」


    　いぶかしげに。


    「でも、姉さんのやることにしては手がこんでる気がするのです。姉さん、即物的ですし、こういう準備とか大変そうなこと嫌いなので」


    「じゃあ、他に誰がいるってのよ。あんたでもないんでしょ？　あんたの妹？」


    「たまは、こういうの企たくらむおつむがないのです」


    　酷ひどいことを言ってるが、まぁ、そうだろう。


    「とりあえず、帰ったら姉さんに聞いてみるのです。このチラシ、いただいていいですか？」


    「いいわよ、そこらへんに貼はってあるものだし。ほんとに犯人がつるぎだったら妙な真ま似ねは即刻やめなさいって言っといてね！」


    「あなたに命令される謂いわれはないのですけど」


    「さっきから反抗的ね、でく人形のくせに生意気よ」


    　ばちばち、と火花を散らすふたり。


    　あの、間にいるわたしがつらいので仲良くしてください……。


    　ともあれ、そのときの会話はそれでお終しまい。


    　情雨ちゃんは「忙しい忙しい」と何やらどたばたと走り去り、かがみもわたしを枕にして「ふにゃあ」と眠り始めた。


    　印度インド神話の一件以来、わたしたちは平和だったし、正直──油断していたのだ。


    　今回の出来事の根底にあったのは、いまだ名付けられてない、まったく新しい神話。


    　それは気づかぬうちにわたしたちの日常に這はいよって、すでに引きかえせないほどの深みまで、わたしたちを引きずりこんでいたのに。

  



  
     第二話／日常系①神は死んだ


    



    　たとえば、幽霊なんていない。


    　ＵＦＯはただの見間違いだし、妖よう怪かいなんて空想だし、天使も悪魔も図鑑に載ってないし、当然──神様なんていない。


    　そんな常識がきわめて当たり前に常識である世界で生きる、その他大勢のひとり。


    　どこにでもいる女子高生、ちょっと憂ゆう鬱うつな受験生。


    　趣味は買い物と映画鑑賞。


    　悩みは進路と家庭の問題。


    　わたし、月つく読よみ日ひ留る女め。


    　主人公なんかじゃない。


    



    
      ×　×　×

    


    



    　わたしには、記憶がない。


    　正確にいうと、去年の夏ぐらいから以前のことが、まったく思いだせない。


    　自分の名前はわかるし、両親や兄との関係や、お勉強の内容についてはわかる。


    　でも、わたし自身がこれまで何をしていたかが、さっぱりわからない。


    　まるで『わたし』が去年の夏に、ぽっかり空中から出現したみたいだ。


    　こういうのって、フツー？　思春期によくあること？


    　もちろん、その日も事件なんてなかった。


    　何も異常なことが起きないからこそ、日常という。


    　わたしの毎日は、平凡で、退屈なぐらいだった──。


    　日ひ々び是これ好こう日じつ、こんなに素敵なことはない。


    「ただいま」


    　わたしは自宅の扉を開く。


    　ちなみに、わたしは一戸建てのふつうのおうちで、お兄ちゃんとふたりで暮らしている。


    　両親の住んでいるマンションも近所だけど、何で別居しているのかは思いだせない。


    　何も記憶がないから、『両親』とか『兄』とか言われてもちっとも実感がなく、まるで他人とごっこ遊びしてるみたいだ。


    「お帰りなさい、日留女さ～ん♪」


    　玄関で靴くつを脱いでいると、何事かと思う勢いでお兄ちゃんが登場。


    「ご飯にしますか？　お風ふ呂ろにしますか？　それともお風呂で僕を食べちゃいますかぁぁあああ──ファイナルアンサー!!」


    　何も言ってないのに跳びかかってくると、わたしを抱きしめてぎゅうぎゅう……ちょうど靴を脱ぎ終わったわたしは首をふってそれを振り払い、慌てて立ちあがる。


    「んもう、気安く抱きついてこないでって言ってるでしょ！」


    　じりじりと後退する、うう……。


    　うちのお兄ちゃんは、月つく読よみ神かみ臣おみという。


    　背が高くてスマートで、髪の毛だってさらさらで、けっこう格好いいと思う。


    　でも、なぜか常に顔を隠してる──その理由はわからない。


    　なぜか顔面のみをエプロンで覆おおって『これが僕の裸エプロン！』とどや顔をしている意味もわからない。


    　人類の基本である衣食住のひとつを捨て去ったほぼ全裸のお兄ちゃんは、壁際に逃げたわたしに「ぐるん」と振り向いて狙ねらいをつけると──。


    「今日も学校お疲れさまです！」


    　また跳びかかってきた！


    　いやーっ!?


    「さぁ一休みのためにお兄ちゃんとスキンシップをしましょうそうしましょう！　スキンとは肌のことですから日ひ留る女めさんも服を脱ぎ脱ぎしましょうねハァハァ！　でないと僕は拗すねて家に帰ると必ずお兄ちゃんが死んだふりをしています！」


    「やー、めー、てー、よーっ！」


    　学生鞄かばんでお兄ちゃんの顔面を痛打すると、アホは「ぐふっ!?　すでにお兄ちゃんを乗りこえた……！」と呻うめきながら床にダウン。


    　はぁっ……はぁっ……。


    　わたしは抱きつかれたことで乱れた制服の襟えり元もとを直しながら、お兄ちゃんを睨にらみつける。


    「お兄ちゃん！」


    　その呼称も、なんだか口に馴な染じまないけど。


    「まったく、わたしもう高校三年生なんだよ──いつまでも子供っぽく扱わないでよっ、恥ずかしいなぁっ……」


    「あぁっ、日留女さんが僕をクソ虫を見るような目で見てくださってる……！　悔しいっ、でも感じちゃうっ（ビクンビクン）！」


    　床をくねくねしてるお兄ちゃんを無視して、溜ため息いきをつく。


    　ほんと、何なんだろこのひと──帰宅するたびに貞操が危あやうくなる生活は正直ちょっと勘弁なんだけど？


    　考えていると、転がったせいかエプロンがほどけ、お兄ちゃんの顔が露出してる。


    「…………」


    「な、何？」


    　じっとこちらを見てるので、怖こわくなって問うと、お兄ちゃんは独り言みたいに。


    「やっぱり──日ひ留る女めさんは、むかしの記憶を……。なぜ今さら僕がこの世界に存在をゆるされたのか、これが鎖々美さんの願いだというなら──尊重します。そして、これがあなたの願いでもあるならば、僕はせいいっぱいに、あなたのお兄ちゃんをしますけど」


    　不思議な波紋をおよばせる、言葉を。


    「──あなたは、これでいいんですか？」


    　意味が、わからない……。


    　わたしは階段をあがっていく。


    　その先がわたしの部屋だ。ワンフロアぶち抜いてるのでやたら広い。


    　わたしは無言で自室の扉を開き、きちんと鍵を閉めてから。


    「……はぁっ──」


    　息を漏もらすと、へなへなとその場にへたりこんだ。


    　膝ひざを抱かかえ、ぽつねんと座ったまま。


    　わたしの日常にはいくつも違和感があって、わたしはそれに怯おびえている。


    　気を抜くと、すべてが破は綻たんしそうな──。


    　ううん、何もかもが噓うそで偽にせ物もので、わたしだけがそれに気づいてないような……。


    　でも、こんなの誰に相談すればいいのだろう。


    　お兄ちゃんは論外だ、アホだし。


    　両親には会いにいく口実がないし、やっぱり親だっていう実感がない。


    　学校にも、心を開いて話せる友達なんていない。


    　寄って立つところのない不安に、わたしは潰つぶれてしまいそうだった。


    「そうだ」


    　顔をあげて、立ちあがる。


    　ふらふらと──わたしはいちばん近くで待機状態だったＰＣを目覚めさせる。


    　なぜか、うちの部屋にはいっぱいＰＣがある。


    　画面が表示されると同時に、スカイプが開かれる。


    　ネットには常時接続されてるから、あっという間。


    　わたしはマイクつきのヘッドフォンを装着すると、ネットで知りあってよく喋しやべっている相手に発信した。


    　幸い、彼もログインしているみたい。


    　すぐに反応があった。


    『はァい？』


    　カメラはお互いつけていないので、顔は見えない。


    　でも、このネット特有の距離感が、傷つけあわなくてもいい独特のなまぬるさが、今のわたしには必要だった。


    　わたしは、自分の抱かかえる問題について、誰かに打ち明けなくてはたまらなくなっていた。


    「こんにちは、『首しゆ領りよう』さん」


    　相手のハンドルネームを呼ぶと、彼は奇妙な抑揚で。


    『うふふふ、こんにちはァ──何だか今日は元気がないわね、困ったことでもあったのかしらァ？　……アタシでよければ相談にのるわよォ？』


    　男性だろうに女性口調で語るこの不思議な相手に、わたしは己おのれの抱えた不安について語り始めた……。
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     第三話／幼年期の終わり


    



    　情雨じようちゃんが胡う散さん臭くさい『邪神オリエンテーリング』について問いただしにきた、その日の放課後。


    　基本的に神様には仕事も学校もないので、一生懸命に『善行』を積まなくてもそこそこ日ひ留る女めちゃんも安定してるっぽいし、わたしは比較的最近はがんばらない。


    　わたし面倒くさがりだし、その程度のゆるい生活はそこそこ性にあっていた。


    　しょうじき『邪神オリエンテーリング』については、さほど心配してなかった。


    　まぁ、邪や神がみ三姉妹のやることならさほど深刻なことにはならないよね、という程度には彼女らのことを信頼している。


    　その内容を探るのはかがみに任せて、わたしはうさぎの身体からだから離れて──神様のおもな業務、つまりそのへんをブラブラする誰にでもできる簡単なお仕事をしていた。


    　商店街の片隅、うらぶれた人ひと気けのない区画。


    　そこには、この町で唯一のアニメやコミックの専門店がある。


    『うずめのあな』という名前のそこは、以前『ササミ・ウォッチ・プロジェクト』でわたしとも関わりがあった因縁の場所だ。


    　最近は、その店内に流れているＰＶとかアニメとかを眺めるのがわたしの日課だった。


    　うーむ、我われながら神様になったわりにやってることあんまり変わらないなぁ。


    「あ、この新刊もうでたんだ。読みたいなぁ、誰か買ったひとのあとをついてって読んでるの後ろから覗のぞこうかなぁ」


    　などと独りごちながら、ふわふわ。


    　店内はわりと狭く、ぎゅうぎゅう詰めに漫画本などが配列された平台と書しよ架かが並ぶ。


    　客の入りはまぁ平日の夕方だし、そこそこ、という程度。


    　あちこちにポスターや等身大のイラストが並ぶ、わたし的には居心地のいい店内だ。


    　ちなみに、この『うずめのあな』は『ササミ・ウォッチ・プロジェクト』の最終局面で墜落してきたＵＦＯ（！）に直撃をうけ、半壊したのだが、そういうのの事後処理が得意な『月つく読よみ神社』が『改変』して元通りにしたっぽい。


    　もともと『月読神社』はそういう、『神々』が起こしたろくでもないことを誤ご魔ま化かし、隠いん蔽ぺいし、『人間に都合がいい世界』を構築するのが主な方針だったしね。


    　まぁ、最近は一時的に『最高神のちから』を預かってくれてるお母さんがやや思うところあったのか、そのへん比較的ゆるい感じだけど。


    　もちろん、ギリシアや印度インドの強大な『神々』の起こしたことはいかにお母さんでもどうしようもなかったみたいだし、最近の世界の潮流は隠しきれるものでもないだろう。


    　生き真ま面じ目めなお母さんはそのあたり、必要以上に反省し、己おのれのちからが及ばないばっかりに一般人にも迷惑が及ぶことになって──とか、落ちこんでそうですこし心配。


    「あれ？」


    　好きな漫画がマイナーすぎて誰も買っていかず、そのひとの後をついていっていっしょに読ませてもらおう作戦ができない、と歯がゆい思いをしていると。


    　見覚えのある人物を見つけた。


    　それは、この全包囲死角なしのオタク空間にまったく馴な染じまない、美び貌ぼうの人物だった。


    　邪や神がみ三姉妹の末っ子、たまである。


    　相変わらずこの世に舞い降りた美の化身のごとき、光輝くような姿だ。


    　黄金色の髪と、整いすぎな目鼻立ち、小学生らしからぬプロポーション。


    　とはいえ、彼女のように高位の『神々』は無意識に周囲を『改変』するし、とくに注目されてはいないけど。


    「えへへ～☆」


    　彼女も学校帰りなのか、びっくりするほど似合わないランドセルを背負ったまま、楽しそうに子供向けの漫画本を手にとって。


    「ひーん！」


    　財布を開き、お金が足りなかったのかがっくり肩を落としている。


    　年に数億円を稼ぎだしてるトップアイドルみたいな見た目に反して、たまのお小遣いはたしか三百円とかだしね……。


    　つるぎケチすぎる。


    「うう、学校帰りに駄菓子買っちゃったからもう二十円しかないお。こうなったら……」


    　ちらり、とたまは漫画本を手にしたまま、店の出口のほうに視線を向けた。


    　ま、まさか『神々』のちからを悪用して、誰にも気づかれずこっそり外にでて……？


    「これは題名が『い』で終わるから～、次は『い』で始まる漫画～♪」


    　と思ったら、たまはコミックの題名でしりとりをする、無邪気な遊びを始めてしまった。


    　あちこち歩いて「『い』があった～♪　次は『ま』～♪」とかやってる。


    　だよね──この子に万引きとかの発想はないよね……。


    　お金のかからない遊びをしているたまに、わたしは宙を浮ふ遊ゆうして近づくと。


    「たま」


    「ほわわっ？」


    　びくんと背筋を震ふるわせ、たまはわたしに気づくと「ぱぁっ♪」と満面の笑顔。


    「あ、ママりん！　あのねあのね、次は『ま』だから『ま』をいっしょに探してくれる？」


    「漫画ぐらいわたしんちにいくらでもあるから、人間に戻ったら貸してあげるから……」


    　神様なんだから良い生活してもいいのに、邪や神がみ三姉妹の暮らしはわりと質素である。


    　ちなみに、いちどヴィシュヌさまの『改変』でわたしを忘れていた彼女らだけど、ヴィシュヌとわたしのなかで話しあいがもたれた結果、きちんと思いだしてくれた。


    　日ひ留る女めちゃんの願い──ふつうに暮らしたい、がきちんと叶かなうまでは互いに手出しをしない、という約束のうえで。


    　お母さんとかもそれは同じで（ぼろがでてもいけないから、日留女ちゃんとは別居してるみたい）、当事者のなかではお兄ちゃんと日留女ちゃんのみが、蚊か帳やの外だ。


    「ママりんほんとに神様になっちゃったんだね。たまと同じだね～☆　ここで何してんの？」


    「こっちの台詞せりふだけど、あんたこの店よくくるの？」


    　ふつうに考えれば見た目は絶世の美女が虚こ空くうを見つめて独り言をしている非常に怪しい図だが、例によって『改変』されて以下略。


    「ここ、えろい本とかも置いてあるし、小学生がひとりでくるところじゃないよ？」


    　本屋さんなら小学校のそばにもあるし、ここは邪神三姉妹の自宅からも遠いのだ。


    「えっちなの、つるぎ姉ねえがいっぱい持ってるけど。読んでもよくわからないの、女のひとがはだかで叫んでるだけで……」


    　まぁ、知識ないとたしかに意味不明か、エロ漫画は……。


    「お買い物にきたわけじゃないの」


    　寂しそうに。


    「ここはね、お友達とさよならした場所だから」


    　懐かしそうに、周りを見回して。


    「仲良しだったんだけど、一緒にいられなくなって、さいきんはお手紙書いてもお電話してもつうじなくて……」


    　でも、にっこり笑うと。


    「だから、元気にやってますようにって、ここでお祈りしてるの。ここなら、もしかしたらまた会えるかもって思うし。えへへ、変かな……？」


    　たま……。


    　その健けな気げな言葉に、わたしはなんだかしんみりする。


    　小学生にだってドラマはある。


    　わたしの知らないところで、たまにもいろいろあったのだろう。


    　でも、たまの友達かあ。


    　以前、カエルを相手にゲコゲコ言って仲良くしてたこともあるし、相手が人間かどうかもわかんないのがやや不安だなあ……。


    　誰とでも親しくなっちゃうのが、この子の長所だけど。


    　出会ったぶんだけ別れもある、積み重なればそれは心を蝕むしばむ。


    　この子は、きちんとそれに折りあいをつける方法を学んでいる。


    　たまは、たくさん酷ひどい目にも逢あってきた。


    　独りぼっちでお母さん──月つく読よみ呪じゆ々じゆと戦い、『九く頭ず竜りゆう島』では聖ジョージの剣ドラゴンスレイヤーで貫かれ、ギリシア神話には『最終兵器木馬』の材料にされた。


    　現代の神話を否定し、現役の『神々』を捕食しちからを高める──『次世代神』。


    　その性質と立場＝能力は貴重かつ価値があり、いろんなものに狙ねらわれるのだ。


    　でも、こうして笑っている。


    　屈くつ託たくなく、真まっ直すぐに。


    「たまは良い子だから、願いはきっと叶かなうよ。どんな奇跡だって起こせるよ」


    　わたしは心からそう言った。


    　この子だけは、醜しゆう悪あくな運命に汚けがされることがありませんように。


    『神々』としてひよっこのわたしの、ぜんぶのちからを捧げたっていい、それだけは譲れない祈りだった。


    「わたし、たまのことが大好きだよ。いつまでも、そのままのたまでいてね」


    「えへへ～♪」


    　でも、この世界は常に揺れ動き、たいてい悪意が善意を駆逐する。


    　この子も、いつか過酷な運命に呑のみこまれ、傷つきくたびれることになる。


    　だけど、それができるだけ未来でありますように。


    　できれば、ずっとずっとその日がきませんように。


    「お友達と、また会えるといいいね」


    「うんっ♪」


    　この世界をいつか統治する『次世代神』の笑顔を見ながら、わたしは心から祈った。
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    「だー、かー、らー」


    　邪や神がみ三姉妹の自宅、コープス阿あ波は岐き原はらである。


    　さほど広くないリビングの座ざ椅い子すに埋うずもれるようになって、長女つるぎがイヤそうに。


    「あたしは知らねーっつってんだろ、『邪神オリエンテーリング』なんてよーっ」


    　今日も可愛かわいらしい、いたいけなお顔をむっつりさせて、でもいじってるＰＣ画面には女の子がうねうねした触手に酷い目にあわされてるエロ画像を表示しながら。


    「んな面倒くさそうな行事とか企画しねーよ！　よーやく最近は世界情勢も落ちついてきたし、おっかさんイザナミのせいで面倒なことになってたこの町も元通りになったし。だから安心して一休みしてエロゲしていたいんだよずっと！　もう積つんゲーが溜たまって溜まって……。ちなみにあたしはゲームが難しすぎてＣＧコンプリートできないエロゲはＨＰとかで『心が折れたひとのためのＣＧ全解放パッチ』とかを配布するべきだと思います！」


    　どうでもいいことを熱弁している──こういうつるぎは久しぶりで、ほっとする。


    　最近はどうも思いつめて空回って、らしくない感じだったし。


    　肩からちからをぬいてエロゲやってる彼女のほうが、ずっと魅力的。


    　などと、わたしは部屋の隅っこで『神々』としてふわふわ浮ふ遊ゆうしながら、ひとり胸を（ないけど）なでおろしていた。


    　たまと『うずめのあな』で遭遇したあと、帰宅する彼女を送り届けがてら、三姉妹の様子を見にきたのである。


    　彼女らはわたしを認識してくれるから、会うと自分がここにいるんだぁ、って実感できて安心するしね。


    「お手々～ばしゃばしゃ♪　きれいキレイ～♪　きれいは汚い♪　汚いはきれい～♪♪」


    　などと、たまは洗面所でふんだんに水をまきちらしながら手洗いをしている。


    　帰り道の途中で、公園で遊んでるクラスメイトとかと合流して鬼ごっことかしてたから、やや泥だらけである。


    　ちなみに、そのなかには塾帰りっぽい希のぞ美みちゃんもいて、『地獄ドッジボール』からとくに変わったことはなさそうだったので、これも安心。


    　何やら「佐さ藤とうはいないの？　近ごろあいつ顔見ないけど……？」とか言ってたのが、すこし気になったけど。


    　ともあれ、目下の問題は例の『邪神オリエンテーリング』である。


    「ふにゃあ」


    　洗濯物をてきぱきと畳みながら、エプロン姿も愛らしいお嫁さんにしたい邪や神がみ三姉妹部門ナンバーワン（ささみさん調べ）な次女かがみが、うさんくさそうに姉を眺めて。


    「本当に知らないのですか、姉ねえさん？　このチラシのふざけた文面からいって、姉さんのしわざに間違いないと思っていたのですが？」


    「どういう意味だコラ」


    　ぎろりと妹を睨にらんでから、つるぎは怪け訝げんそうに。


    「いや、でもマジで冗談抜きで知らねーから。つうか教師の仕事すら投げだしてーのに学校行事にまで関わったりしねーよ、だるい」


    　気持ちはわかるけど、ぶっちゃけすぎ。


    「ふにゃあ、ではいったい何者が、どんな意図でこのような……？」


    　真ま面じ目めなかがみは洗濯物を運んで各部屋の箪たん笥すに収納しながら、思案している。


    「実際、蝦え怒ど川がわさんがすぐには気づかなかったうえ、その開催を阻止できなかったようですし、彼女と同等かそれ以上の『神格』の持ち主が首謀者でしょうけど」


    　不安そうに。


    「でも、蝦え怒ど川がわさんは印度インド神話のとき百ひやつ鬼き夜や行こうを取りこみ、強大な存在へと成長しています。彼女と並ぶ『神格』の持ち主なんて、いまのこの国にそうはいませんよ？」
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    「邪や神がみさん～回覧板なのじゃ～♪」


    「はぁい」


    　玄関の向こうから呼びかけられ、かがみは思考を中断してそちらへ向かった。


    　無警戒に扉を開き、玄関前に立つチョコレート色の肌をした大学生ぐらいの女のひとに、ぺこりと会え釈しやくして。


    「ありがとうございます、お手間をかけました」


    「いえいえ～、なのじゃ」


    　両手をあわせ、仏像のようなポーズになると、その女のひとは気さくに。


    「どうも、近ごろ何やら物騒なのでの、お互いに気をつけようぞ。るる～ん♪」


    「はい、ヴィシュヌさんも気をつけて」


    　丁てい寧ねいに応対して、回覧板を受け取ると、かがみはリビングに戻ってきて腕組みした。


    「う～む、そんな強大な『神々』がどこに？　まったく見当がつきません……！」


    「かがみ、かがみ」


    　我慢できずにうずうずして声をかけると、かがみは「ぱぁっ♪」と一瞬だけ満面の笑顔になってから、あわてて仏ぶつ頂ちよう面づらをつくると。


    「い、いたのですか鎖さ々さ美みさん。存在感が薄いから気づかなかったのです。プライバシーというものがあるのですから、気軽に遊びにこないでほしいのです」


    　えへえへと笑みを必死に嚙かみ殺しているかがみを抱きしめてラブラブちゅっちゅしたいが、それはともかく。


    「えっと、それよりも……ねぇ、今のヴィシュヌじゃなかった？」


    「ふにゃ？」


    　かがみは小首を傾かしげ、しばし計算中のコンピュータみたいに微動だにしなかったけど。


    　やがて。


    「……あっ……」


    　間の抜けた声を漏もらすと、勢いよく立ちあがった。


    「ヴィシュヌ!?　印度インドに帰ってなかったのですか!?　こんなに近くにいたなんて……!?」


    「ていうか、気づこうよすぐに。何でふつうにご近所さんらしい挨あい拶さつとかしてんの」


    「か、『改変』されてたのです。そうです、当たり前じゃないですか。素で気づかなかったわけがないのです、ええまったく」


    　あわてて言い訳してるけど、ほんとかな……。


    　最近のかがみ、ぐだぐだだし。


    　かがみは赤面したまま、つとめて真ま面じ目めに。


    「ヴィシュヌがまだ日本にいたとなると、怪しいですね。最有力の犯人候補なのです、きっとこないだ顔面パンチしたのを根に持ってよからぬことを企くわだてているのですよ」


    「顔面といえば、かがみはわたしに顔面キックしたけどね」


    「そのときのわたしはわたしじゃないのです、責任能力はないのです、無罪なのです」


    「え～、すっごく痛かったのにな～。蹴けられたところにお詫わびにキッスしてくれないとゆるさないぞ～♪」


    「キッスしようにも、今のあなたは顔がないのです」


    「あればしてくれるの？」


    「…………」


    　かがみは、正座したまま、かなり長いこと考えこんでから。


    　何かを想像したのか、耳まで紅潮し、うつむいて。


    「だ、だめ……」


    　よわよわしい声で、つぶやいたのだった。


    　あの、そういうナマっぽい反応されると逆に照れるんだけど……。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「ん～」


    　妹が禁断の道にいこうとしているのをスルーして、つるぎが『邪神オリエンテーリング』のチラシを眺めながら。


    「やっぱり、これクトゥルー神話じゃね？」


    「くとぅるー？」


    　変な空気を払ふつ拭しよくしたくて、わたしはそれに食いつく。


    「それって……あぁ、知ってる。最近よく見るよね、アニメとかで」


    「この『ふんぐるい♪むぐるうなふ♪』とか意味不明に見えるけど、クトゥルー神話の呪じゆ文もんだよ。この下手くそなイラストもどうもクトゥルー御おん大たいじゃね？」


    「あの、わたしその神話知らないのですけど」


    　かがみが小首を傾かしげ、髪の毛がさらさらと揺れる。


    「どこの国の神話ですか？」


    「んー、どこの国かって聞かれるとあれだけど、アメリカ？　作者はアメリカ人だし」


    「アメリカっていうと先住民の古代宗教？　サンダーバード崇すう拝はいですか？　それとも開拓時代の巨人ポール・バニヤンのほう？　あるいはキリスト教の一派？」


    「んと、会話が嚙かみあわん。根本的なとこで誤解してると思うんだけど……」


    　つるぎが自分のパソコン画面を示した。


    「ちょうど今やってるエロゲがクトゥルー神話ネタなんだけどさ、ほれ見ろ。うりうり」


    「にゃっ!?　姉ねえさんそういうの見せないでって言ってるでしょう!?」


    　画面のなかには触手が乱舞し──モザイクいっぱい、ぐっちょんぐっちょん。


    「日本でクトゥルーっていったらエロゲなんだよ、あとはＴＲＰＧ。魔導書を美少女にする発想はもっと諸外国でも評価されるべき！」


    　これまででいちばんの熱意をこめて主張しつつ、つるぎはテキトーに語った。


    「クトゥルー神話は日本神話やギリシア神話とは根本的にちがって、どっかの国で信仰されてる宗教とかじゃねーんだ。そういう宗教的な役割をもつ聖書もないし教祖もいない。ひとりのホラー作家が原型を創作して、それを他の作家たちが流用して設定を付加していって、おおまかな内容をかたちづくった……」


    　うまく説明できないのか、口をもぐもぐさせながら。


    「まぁシェアワールド、小説とかの一ジャンルだな。なんかのアニメが流は行やったりするとみんなが同人誌いっぱいつくるだろ、あれをもっと何十年もかけて大量にやった感じ」


    「ふにゃあ」


    　ふつうの神話、宗教に慣れ親しんでいるからこそ、かがみには理解できないのか。


    「つまり、作り話ですよね？」


    「そう馬鹿にしたもんじゃねーぞ、卵が先か鶏にわとりが先かみたいな話になるけど。ふつうの宗教だってキリストやブッダやゾロアスターが創作した物語じゃねーって誰に断言できるよ、あたしたち『神々』がそんな人間たちの物語にあわせてかたちづくられたんじゃねーって、そんな証しよう拠こはねーんだぜ？」


    　自我をもっているように見える、世界の構成要素。


    　それらを感知し、神話という輪りん郭かくをつくって、この世界にかたちづくったのが──人間の想像力ではないと、誰にも確証はもてないのだ。


    「クトゥルー神話の創始者たるラヴクラフトが、この世界にたしかに存在している未知の何かを感知し、それを物語に生かしただけかもしれない。感受性の強い人間が、この世界の根本に触れて、キャラクター化してそれを語ったのかもしれない」


    　つるぎは注意深く、そんな意見を口にする。


    「少なくともクトゥルー神話は長く語り継がれて、今やそんじょそこらの宗教よりも信者を集めてる。それだけリアリティがある、つまり真理に迫ってるってことじゃねーの？」


    　経験を積んだ、元『最高神』として。


    「おとぎばなし、ことわざ、もちろん神話……古くから語りつがれてきたもの、広く世界に波及していくものには、真理が含まれている。人類の、世界の、この宇宙のな」


    　肩をすくめて。


    「ま、とはいえ、あたしはクトゥルー御大やニャル子さんに会ったことねーし、実際にラヴクラフトが想像したとおりの『神々』がいるとは思わないけど」


    　いま、すごく危険な地雷を踏んだ気がしたので、わたしは聞かなかったことにして。


    「じゃあ、もしかしてこの『邪神オリエンテーリング』の『邪神』って、『やがみ』じゃなくてふつうに『じゃしん』って読むのかな？」


    　クトゥルー神話の神様は『邪神』と呼ばれる──わりと危険というか、かんたんに人類を滅ぼせる存在として描かれる。


    「そういえば」


    　かがみが不思議そうに。


    「わたしたち、何で邪や神がみなんていかがわしい名字なんでしょうか？　『邪神』が誤読されたせいで蝦え怒ど川がわさんにいらん疑いをかけられた気がするのですけど……」


    「邪神ってのは、何も邪悪な神様って意味じゃない」


    　つるぎが何やら照れくさそうに。


    「いろんな理由から正当には信仰されてない、大多数の人間の信仰を得られない、神様のはぐれもんって感じだ。あたしは、神様の抜けがらで、ふつうに『神』って名乗れるほどたいしたもんじゃねーから、こんな名字にしてみた」


    　すこし、儚はかなげに。


    「おまえらにまでそんな事情を背負わせたみたいになって、そこは申し訳ねーけど」


    「そんな……」


    　かがみが「ふるふる」首をふって。


    「わたしは、邪神かがみになれて幸せでした。姉ねえさんの妹になれて……。ひとりぼっちのロボットから、家族になれたのです。そのことを、申し訳なくなんて思わないでほしいのです」


    「そう言ってもらえたら、あたしも救われるよ」


    　つるぎは、ときどき見せるひどくおとなっぽい表情で、ちいさく笑った。


    「ま、なんにせよ警戒はしとくべきだろーな。クトゥルー神話は、ギリシアや印度インドとはまたちがった存在だし。何が起きるのか正直わかんねーから」


    「わーいわーい☆」


    　リビングの扉を開いて、着替えてきたのだろう、パジャマ姿のたまが登場。


    「何の話してるの？　たまも混ぜて！」


    　無邪気だ……。


    　たまが後ろからつるぎに抱きついてぎゅうぎゅう……。


    　体格差があるので「むぎゅう」と潰つぶされそうになりながら、つるぎは苦笑い。


    「おまえには関係ねーよ、高校の行事の話だし」


    「え～、つるぎ姉ねえ、いつもそうやってたまを仲間はずれにするんだもん」


    　不満そうにくちびるを尖とがらせて、たまは、つるぎが手にしたチラシに視線を向けた。


    「これって……」


    「何か知ってんのか、たま？」


    　意外そうに目を丸くするつるぎに、たまは満面の笑顔。


    「えへへ～☆」


    　そして、信じられないことを言うのだ。


    「可愛かわいいでしょ、この絵！　たまが描いたんだお？」


    「……どういうことだ？」


    　つるぎが眉まゆをひそめ、かがみも顔をあげる。


    　姉ふたりに注目されるなか、たまは、あっけらかんと。


    「えっとね、この『邪神オリエンテーリング』はね──たまが考えたいべんとなんだお？」


    　…………。


    「「「えええええええええええええ!?」」」


    　意外すぎる真犯人に、わたしたちの驚きの叫びがハモった。

  



  
     第四話／日常系②神のみぞ知る世界


    



    　室内に自作ＰＣがごろごろある時点でわかるけど。


    　どうも、以前の（記憶を失うまでの）わたしはインターネットにどっぷりだったようで。


    『ヒュドラＳＮＳ』とかいうのも含めていくつものポータル・サイトや掲示板、ブログやら何やらのアドレスを『お気に入り』に登録していた。


    　自分の記憶の欠落を自覚していないころから、わたしは心の奥底で不安を抱かかえていたのか、そういった『かつてのわたし』の痕こん跡せきを丁てい寧ねいに辿たどっていた。


    　それは、生きていくために必ずしも必要な行為、というわけじゃない。


    　過去を掘り進んでいくより、未来に踏みだすべきだろう。


    　生活に不満はないし、そこそこ幸せだ。


    　あえて地雷が埋まっているかもしれない、過去の地層に手を触れることなんてない。


    　あまりにも、優しすぎるわたしの世界。


    　でも、そこに違和感を見つけてしまったから、もう、引きかえせない。


    　何もかもが噓うそっぱちに見えて、我慢できなくて──わたしはもう、何も知らなかったころのわたしに戻れない。


    『トゥルーマン・ショー』という映画がある。


    　その映画の主人公トゥルーマンは、当たり前の日常を送っているつもりで、でもその生活のすべては二十四時間テレビ番組として報道されている。


    　妻も、友人も、何もかもがその番組を盛り上げるための俳優で、仕事も周りの環境もそのために用意された舞台装置。


    　それに気づくまで、トゥルーマンは幸せだった。


    　でも自分の人生のすべてが偽にせ物ものであると知った瞬間から、トゥルーマンは番組の外へ飛びだすために死にものぐるいでがんばった。


    　映画の結末は語るまい。


    　どれだけ幸せでも、それが本物じゃないなら、価値なんてない。


    　人間性を馬鹿にされてる。


    　もちろん、わたしにはまだ確信があるわけじゃない。


    　トゥルーマンみたいに、目の前に『噓っぱちである』証拠が落下してきたわけじゃない。


    　でも、インターネットの検索履歴に。


    　本棚に差しこまれた本のなかに。


    　周りのひとたちの、会話のなかに。


    　違和感を見つけてしまったから──もう、これまでの『わたし』ではいられない。


    　すべて、思春期特有の妄想、よくある不安感なのかもしれないけど。


    　真実を求めて旅立ったトゥルーマンのように。


    　わたしは、わたし自身を確かめたい。


    　その先に、どんな悪意が待っていたとしても。


    



    
      ×　×　×

    


    



    　奇妙な『邪神オリエンテーリング』が開催される、その一週間前だった。


    　わたしは、ある決断をしていた。


    　天あめ沼のぬ矛ぼこ町からいくらか離れた、駅前。


    　賑にぎわっていて、往来にはたくさんの人々が行き交っている。休日なのだ。


    　わたしは、待ちあわせによく利用される石像の前にぽつんと立つ。


    　若い女の子とみただけで寄ってくるナンパやら美容室への客引きを突っぱねながら、腕時計を確認。


    　もうすぐだ。


    　もうすぐ、何かが変わる。


    「…………」


    　胸元に手を添えて、じっと俯うつむいたまま。


    　わたしは、かるく結ゆわえた髪を、指先でなぞる。


    　髪をおろしていると、何だか『わたし』って感じじゃない。


    　わたしは、自分の欠落した過去を埋めようとしていた。


    　そのことを相談した、ネットの掲示板で知りあったひと──。


    『首領』さんと、これから会うつもりだ。


    　どうも彼は以前のわたしについて、何か知っているらしい。


    　お兄ちゃんとかは何を聞いてもとんちんかんな返事しかしないから、昔のわたしを知っている、というだけでも話を聞く価値があった。


    　もちろん、顔も素性も定かではない、ネットで知りあった相手と実際に会う危険性については理解してる、と思う。


    　でも、四の五の言ってられない。


    　わたしは切実なのだった。


    　どきどきしながら、ポケットのなかの携帯電話を指先でなぞる。


    　いちおう、一一〇番を入力した状態だ。


    　あとはボタンを押せば警察につながる、何があってもだいじょうぶ。


    　待ちあわせは人通りの多い明るい場所にしたし、どっかのお店とかにつれこまれないよう、このまま外で話すつもりだ。


    「えっと……あ、メールだ」


    　着信し、携帯電話を取りだす。


    「えっ、もう到着してるの？」


    　メールによると、『首領』さんはもうこの場所にいるらしい。


    　服装は、うそ、着ぐるみ？　そんなのいた？


    　周りを見回すと、何ですぐに気づかなかったのだろう、目の前で「ひらひら」と手をふる怪しい着ぐるみがいた。


    　名状しがたいチョウチンアンコウのような顔の着ぐるみだった。


    　不思議なことに、通行人はそんな不審すぎる着ぐるみを無視し、その正面を素通り。


    　話しかけたくないなぁ、と思ったものの、背に腹はかえられない。


    　わたしは意を決して、着ぐるみに歩み寄った。


    「あの、『首領』さんですか？　『ササミサン』です」


    　それは、最初からパソコンに登録されていた、わたしのハンドルネームだった。


    　何でこんな名前なのかはわからない。


    「あの……」


    　どうしたもんかと思いながら相手の反応をうかがっていると、不意に、着ぐるみの頭部がごろりと落ちた。


    「……!?」


    　そして、爆発する。


    「ひぃあ!?」


    　思わずのけぞってびびると、同時に背後から肩に「ぽんっ」と手が置かれる。


    「ひゃわわわわっ!?」


    　動揺して振り向くと、そこに──。


    「はァい」


    　奇妙な人物が立っていた。


    「驚いた？　驚いた？」


    　悪いた戯ずら小僧みたいに、表情を輝かせている。


    　見た目は、思ったよりも身体からだがおおきくて怖そうな、変な表現だけど海外のアクション俳優みたいな男性だった。


    　美形といっていい。


    　彫りの深い、何だか濃ゆい顔立ち。


    　髪の毛は真っ白で、大胆に露出した胸元も服の下の腕も足も筋肉ではちきれそう。


    　彼は腰を抜かして転びそうだったわたしの腰を支え、茶目っ気たっぷりに片目を瞑つむった。


    「アタシが『首領』でェす」


    「えっ、ひっ、あのっ、着ぐるみっ……いないっ!?」


    　後ろを向くと、首が転がって爆発したあの奇妙な着ぐるみは姿を消している。


    「ごめんね、すてきな出会いを演出してサプライズを用意しようと思ったんだけど。考えすぎてよくわからないことになっちゃった♪」


    　女性的に腰を揺らし、口元に手を添えてオホホホと笑っている。


    　おおう、スカイプでだけでなく実際もオネエ口調なんだ……。


    「そんなに怖こわがらなくてもいいのよ、日ひ留る女めちゃん」


    　こちらの両目を覗のぞきこみ、まるで口説いてるみたいに熱をこめて。


    　ハンドルネームではなく、こちらの本名を言い当てた。


    　絶句してると、彼は無造作にこちらの手を握ってくる。


    　そして何かを確かめるように、しばし動かない。


    　何だろう、猛烈におぞましい。


    　服をすべてひっぺがされて、内臓の奥まで観察されてるみたいな……。


    「うん、だいたい把握したわ」


    　首領さんは満足げに笑うと、さっと手を離した。


    　何だろう、一瞬──昔にも、同じことをされたような。


    　脳裏に浮かんだイメージは、雪景色……。


    　居い丈たけ高だかにこちらを見つめる、目の前の首領さんと同じ髪の色をした、女の子……。


    「あらためて、ご挨あい拶さつを」


    　両手を広げ、大歓迎♪というように開けっぴろげに。


    「アタシが、首領よ。既婚者で子供はひとり。趣味は世界征服……よろしく♪」


    　何かやばいひとと関わってしまった気がする……。


    



    
      ×　×　×

    


    



    【愛する希のぞ美みへ


    



    『まずはお友達から』ってことで始めたこの交換日記とかいうやつだが、何を書いていいかわかんねーぞ。


    　俺の希美への愛は百万言を尽くしても語り尽くせないからな……。俺の愛はこの世で唯ゆい一いつ、おまえだけに向けられてるんだぜ……。と書いたら横で見ていたママが拗すねたので、超かわいい、超超愛してる！


    　まー、ともかく。


    　日記というからには今日あった出来事を書きゃいいんだろ、よくわかんねーけど。


    　ちなみに、この交換日記帳はママがどっかから拾ってきたあかしっくれこーどがどうとかいう特別製だから、書き終わったら自動的に相手に送信される。


    　おまえも日記を書いたら適当にそのへんに置いといてくれ、俺のもとまで届くから。たとえどれだけ離れていても、あらゆる分子が有する分子間引力のように俺とおまえの愛は痛い痛いママ痛い。ふふふ、乗用車を投げつけてきたりとかママのお茶目さん。大好き！


    　ともかく、ひとつ謝っとくことがある。


    　前回『地獄ドッジボール』に負けた俺たちは『根の国』に帰るって約束したけど、わりーわりー、まだ天あめ沼のぬ矛ぼこ町にいたりする。


    　俺もよー、いちおう『根の国』の王様だしよー、自分の領地ほっぽりだしたままってのはアレなんだけど、ママが何かやり残したことがあるっていうからさ。


    　せっかく格好つけておさらばしたのにそのへんで鉢合わせしたら気が抜けるから、おまえのそばには近づかないようにしてっけどよ。


    　まー、どうせ『根の国』に帰っても暇ひまだしな。あそこ時間が止まってるようなもんだから、退屈なんだよ。仏教が伝来してからは閻えん魔まさんとかが死者の管理とかはやってくれてるし。


    　俺も娘があのクソ野郎んとこに嫁に行ってからはやる気なくてほとんど仕事してなかったし、やることないんだわ実際（あれ？　子供がいること言ったっけ？　別にいいよな、愛さえあれば子供の有無ぐらい！）。


    　珍しくママが何か目的をもって行動してるし、俺も応援したいわけ。


    　ま、やることやったら帰るからさ。


    　とはいえ、ママはずっと『根の国』に引きこもってたわけだし、俺もべつにこっちに詳しいわけじゃねーからよー、どこに何があるかさっぱりでよー。


    　とりあえず町をうろついてるけど勝手がわかんなくて、正直けっこう困ってる。ったくよー、あのクソ野郎、こんなゴチャゴチャした世界にしやがってよー。


    　姉貴とかに案内を頼んでもいいんだけど、俺が顔出すと嫌いやがるからなあ。しばらくギリシアとか印度インドとかの関係でどたばたしてようやく一休みできたとこみたいだし、またゴタゴタに巻きこんでも悪いしな。


    　ま、どうにでもなるだろ。


    　おおまかに言えば、俺の現状はそんな感じ。


    　ばくぜんとママの目的に添って行動しつつ、とりあえず今日は、ママの見た目けっこう目立つから（『改変』するから怪しまれたりはしねーけど、いちいち周りの視線をごまかすの面倒くせーし）服とか買ってあげたりした。


    　ちっちゃいくせに『わたしはお母さんだから』とか言っておとなっぽい服を無理して着ようとして、ぶかぶかで裾すそを引きずって転んだりして、愛いとしすぎる……。


    　もちろん俺様は『ママはどんな服でも似合ってるよ』って言ってあげて、そしたらママは『親をからかうんじゃないのだわ』とか照れちゃってもうママ可愛かわいいよママ……】


    



    
      ×　×　×

    


    



    「これでよし、っと」


    　会心の出来だ、という表情でその青年は笑った。


    　尖とがった八重歯がのぞき、妙に愛あい嬌きようがある。


    　美青年といっていいが、真紅の髪が浮き世離れしているし、八重歯が妙に尖とがっている。


    「ったく、字なんか久しぶりに書いたぜ。こういう、ちまちました作業は嫌いなんだけどよ」


    　そのまま彼──日本最強の武神である『英雄神スサノヲ』は、わりと達筆な文章が書かれた日記帳の横に筆ペンを転がした。


    「仕方ねーか、『お友達から』だもんな。でも、今どき交換日記とかなくない？　希のぞ美みのやつ、たまにびっくりするほど古風だよなー」


    　どこの町でも見かける、全国にチェーン展開している喫茶店である。


    　窓際だが、照明が抑えられた店内は書きものをするには難なん儀ぎするほど暗い。


    　いつもならたくさんの客で賑にぎわっている店だろうに、今はなぜか死んだように静かで、まるで閉店後みたいだ。


    　おどろおどろしいクラシック音楽が流れるなか、スサノヲは視線を下に向ける。


    「ママはどう思う？」


    　ママと呼ばれたのは、日本最凶の祟たたり神であり死神、伊弉冉尊いざなみのみことである。


    　見た目は、可愛らしい女の子だ。


    　ちっちゃくて、スサノヲの膝ひざの上にちょこんと腰かけ、すっぽり腕のなかに収まっている。


    　屍し体たいのように顔色が悪く、皮膚は継つぎ接はぎで、目元には濃い隈くまが浮いている。


    　頭にいくつものナイフが刺さっており、王冠みたいだ。


    　服装は何を勘違いしたのか（むしろ、どこで買ったのか）体操服＋ブルマで、平凡な喫茶店の風景から浮いている。


    　ちなみに、買い物はスサノヲとイザナミを奉った神社の賽さい銭せんから得たお金でした。


    　ふたりをまつる神社は全国にいっぱいある。


    　これでも日本神話の頂点に位置する存在たちだ、ものすごい資産となっている。


    「…………」


    　イザナミが顔をあげて、キスするみたいに息子にごにょごにょと耳打ちした。


    「え？　『スサノヲちゃん、字がうまいのね』って？　あったりまえだよママの子だもん！　ってか、この店には他に誰もいねーし、遠慮せずにおおきな声をだしてもいーんだぜ？」


    　得意げに、幼児みたいに無邪気にスサノヲは胸を張る。


    「おっ、飯だ」


    　同時に店員が大量のステーキののった皿を運んでくる。


    　それらが置かれ、広いテーブルが埋まった。


    「ありがとよ人間！　この俺様がほめてやるぜ！」


    　偉そうに言うスサノヲに『改変』された店員は優雅に一礼し、去っていく。


    「さぁて肉だ肉肉、うんまそー☆　やっぱりよー、肉だよなー。俺様、海の神様だからって人間ども魚ばっかり供えやがってよー、俺様は肉食系男子だっつーの」


    　元気よくフォークを子供握りしたスサノヲの膝ひざの上で、イザナミが物珍しそうにステーキをつんつんして。


    「屍し体たい……牛の屍体……」


    　うふふふ、と嬉うれしそうだった。


    「スサノヲちゃん、お行儀」


    　そして紙ナプキンでスサノヲの顔を拭ぬぐう。


    「お、サンキュ。ママもたくさん食べろよー、で昔みたいにおっきくなれよー。ったくよー、姉貴もそうだけど、気がついたら消えてなくなっちまいそうだぞー？」


    　食べさせあったり満足いくまでうまうましてから、スサノヲは思いだしたように。


    「そういや、ママ。日記書いてて思いだしたけど『やり残したことがある』っつーのは何なわけ？　まー、俺としてはママとふたりでのんびりしててもいいんだけどよー」


    「こっちの世界は明るくて嫌いなのだわ、だから早く終わらせて帰りたいのだけど」


    　かなりの小声で、囁ささやくようにイザナミは語る。


    「あたし、あの希のぞ美みって子に怒られて、このままじゃだめだって思ったの。あたしはずっと立ち止まって、思考停止して、泣き暮らしてるだけだった。でも、それじゃ何も変わらない」


    　きゅ、と胸の前で手を絡めて、真しん摯しに。


    「知りたい。あの子の強さがどこからくるのか、それはあたしに足りないものだから」


    　不器用に、たどたどしく。


    「限られた、生命。宿命づけられた、死。ほんのちょっとの人生を、それでも懸命に生き抜き希望と幸福を得る彼らのように、わたしもなりたい」


    　遠い目をして、哀しそうに。


    「そのときこそ、かつて……あたしを置いて光輝く世界に去った、ダーリンの気持ちもわかる気がするのだわ」


    「んー、いつまでもよー、クソ親父にこだわんなくてもいいと思うけどよー」


    　奥歯に何か挟まったように、もぐもぐとスサノヲはぼやく。


    「あいつ姉貴にこの世界のこと任せてからは隠居しちまったし、そのくせママを迎えに行きもしないヘタレ野郎だしよー。俺、嫌いだな」


    「親を悪く言わないの」


    　イザナミは、むしろ叱しかるように。


    「彼には、彼の言い分がある。立場もあった。あたしも、あのころはまともじゃなかったし。不幸な事故みたいなものだった。でもその傷跡を、痛みを見ないふりしてきた」


    　俯うつむいて、けれど瞳ひとみにたしかな決意をこめて。


    「我が身を生いけ贄にえにしたクシナダヒメのように、正々堂々とあたしに向きあった希のぞ美みさんのように、あたしももう逃げない。立ち向かう。問題から目を逸そらしているだけでは、痛みはないけれど、それこそ死んでいるようなものだから」


    「ママ、偉い！　そして可愛かわいい！　大好きだよ！」


    　スサノヲがぎゅうっとちからいっぱい母を抱き寄せる。イザナミはその怪力に「むきゅう」となりながら、でも嬉うれしそうに、奔ほん放ぽうな息子のあったかさを感じている。


    「まずは、事後処理をしなければ。この世界と入り交じった『根の国』は切り離したけれど、いちど死と生が混こん沌とんとしたこの世界は穢けがれてしまった……」


    　哀かなしそうに。


    「その穢れを利用して、悪巧みをしているものがいる」


    「まー、誰かがろくでもない悪事を働いて大騒ぎなんてことになったら、また他国につけいられる隙すきができちまうしな。何度もそんなことが起きたら、姉貴が過労死しちまうよ」


    「アマテラスちゃん、がんばり屋さんだから」


    　心配そうにつぶやくと、やわらかく微ほほ笑えんで。


    「あたしが、陰かげながらでも支える。そしたら、あの子やダーリンの負担も、減るかな……」


    「ママったら健けな気げ！　俺様も協力するぜマジでマジで！」


    　ちっちゃい母親のつむじのあたりに全力で頰ほおずりしつつ、ほっぺたをプニプニプニプニ……するスサノヲである。


    「まずは──」


    　慣れているのか、されるがままになりながら。


    　日本最凶の祟たたり神は、断言する。


    「誰もが逃れてはいけないこの世界の基本ルールを無視し、黄よ泉みがえったものたちの魂を回収する。それが、死神としてのあたしの責務」


    　ひとつずつ、その名前を口にする。


    「まずは、月つく読よみ呪じゆ々じゆ。他国の因縁もあるからどうしたものか悩んでいるけど、玉たま藻もの前まえもそう。でも、あたしが最も優先して対処するべきなのは──」


    　その瞳ひとみに、敵意が宿る。


    「地獄、『根の国』、冥界タルタロス、ニライカナイ……世界中の死後の国を渡り歩き、封じられた禁きん忌きの秘宝を盗み、罪を重ねつづけるあの男──」


    　びくん、と言葉の途中で、イザナミが顔をあげる。


    「ん？　どったの？　のどが詰まった？　飲み物頼む？」


    　のんきなスサノヲを無視し、イザナミが窓の外に視線を向ける。


    　そこは何台もの車が往来する大通り。


    　その真ん中を、我がもの顔で疾走するバイクがあった。


    　乗っているのは、体格のいいどこか超然とした男──首領さん。


    　彼に抱きつき、とろんとした目つきで二人乗りしているのは、わたしだ。


    「見つけた」


    　目を見開き、驚いたように。


    「足跡がこの町で途絶えていると思ったら、まだここに留とどまっていたのね」


    「ん？　どいつ？　ってあのバイク、後ろに乗ってるの『地獄ドッジボール』のときの──」


    「そっちじゃない、白髪のほう」


    　ゆったり訂正すると、イザナミは複雑な表情を浮かべて。


    「『アラハバキ』……」


    「その名前、よく聞くけど何なん？　俺、知らねーんだけど？」


    「忌いみ名。真名は別にある、忘れられた──この国の唯一神。『足の長い神』『ナガスネヒコ』『ダイダラボッチ』──あたしの推測が正しければ、あたしとダーリンがつくったこの国の未来を脅おびやかす、とても危険な……」


    　語っているうちにも、バイクは悠々と喫茶店の前を通過し、遠ざかろうとしている。


    　イザナミは立ちあがると、息子を丁てい寧ねいに横にどけて、座席に仁王立ち。


    「肉体を殺す。殺して魂を回収する」


    　その頭部に突き刺さったナイフを無造作に引き抜く。


    　血が[image: ]あふれ、可愛かわいらしいイザナミのかんばせに妙に赤黒い色が伝っていく。


    「『始祖神』にして『死の神』イザナミが命じる」


    　ナイフに『神々』としてのちからをこめて、端的に──この世界にありふれた、最上級の否定の言葉をつぶやいた。


    「死ね」


    　ひょい、と手にしたナイフを投げる。


    　死を司つかさどるイザナミの武器だ、ロンギヌス、グングニル、チャクラム……正邪を区別せず、あらゆる『神々』も聖人も殺害する無慈悲な刃が、真っ直すぐに放たれる。


    　それらは、以前『月つく読よみ神社』の本拠地に神剣アメノムラクモを瞬間移動させたかがみがしたように、距離を無視し、首領さんの全身に突き刺さる──はずだった。


    　けれど、奇妙なことに。


    　一瞬、喫茶店のほうを見た首領さんが片目を瞑つむると、全身に闇やみがまとわりつく。


    　その闇に阻はばまれるように、ナイフが宙で停止した。


    　否いな、停止ではない。


    　首領さんのバイクはけっこうな速度で移動している。


    　けれど闇に接着したように、ナイフは首領さんのほうへ進みながらも一定の距離を隔てて、それ以上近づかない。


    　その異常な現象に、スサノヲが目を見開いた。


    「防がれた!?」


    「防げない。死は平等な宿命。けれど、その宿命を先延ばしにされた。永遠に、あいつのもとまで死が辿たどりつかない」


    「ど、どういうこと？」


    「わからない」


    　イザナミも戸惑っているようで、血まみれになった顔をしかめてから。


    「たぶん、どこか異国の『神々』の能力。わたしの、日本神話の論理でははかれない」


    　そんな会話を交わしているうちに、首領さんのバイクはそのまま直進し、どこかへ遠ざかって行ってしまった。


    　視界から彼らが消えるのを見届け、イザナミが可愛かわいらしい眉まゆをひそめる。


    「逃げられた」


    「ふぅん、やるじゃねーか」


    　血まみれの母の顔を紙ナプキンで拭ふいてあげながら、スサノヲはむしろ楽しそうに。


    「そうだよな、獲物は強ければ強いほどいい。簡単に倒せたんじゃ面白くない。いしししっ──あいつが、俺たちの敵？」


    「敵にすらならないかと思ってたけど、そう簡単じゃないみたいだわ」


    　イザナミはふわりと着席し、髪先を指でいじって。


    「もし、あいつが『アラハバキ』なら、ただの敵。殺せばいいだけ。でも、もしも『アラハバキ』すら利用している名状しがたき存在なら、何をしでかすか予想もできない」


    　溜ため息いきをついて。


    「しばらく、様子を見るのだわ」


    　いつの間にか、その頭部は再びナイフが刺さっている。


    　イザナミはその能力により一日に千の『死』を生産できる。いま首領さんに放ったのはそのほんのいちぶだ。


    「でも、いつか必ず仕留める。この世のルールを乱すものは、あたしイザナミの名にかけて──必ず、皆殺しにする」


    　ほの暗い笑みを浮かべ、決意をこめて。


    「死からは、誰も逃のがれられない」


    



    
      ×　×　×

    


    



    　もちろん。


    　わたしはそんな超常現象が起きたことも認識できず、知識すらなく、そのときは何がなんだかわからなかった。


    　意識すら曖あい昧まいで、ぼうっと首領さんの背中にしがみつき、ノーヘルだったから顔に勢いよく当たる風をただ感じていた。


    　このとき起きた出来事についてわたしが理解するのは、ちょっと後のことになる。


    「ふう、危ない危ない」


    　これまたヘルメットをかぶっておらず（危険なので真ま似ねしないでください）白髪をなびかせている首領さんが、独りごちた。


    「生きた心地がしないとはこのことね。そう何度も死にたくないし、勘弁してほしいわァ」


    　その声に「はっ」と目覚めたようになって、わたしは、顔をあげる。


    　そして自分がさっきの待ち合わせ場所──駅前から、いつの間にやら移動してるのに気づいて、ぎょっとする。


    　えぇっと……？


    　何がどうなって、わたしはバイクに……？


    「おっと」


    　首領さんが楽しそうに、こちらを一いち瞥べつして。


    「しっかり摑つかまってなさい、振り落とされたら大おお怪け我がしちゃうわよォ？」


    「え？　で、でも何でバイクっ──ふあっ!?」


    　身み悶もだえしたら、車体のバランスが崩れてマジで落下しそうになる。


    　慌てて、首領さんの逞たくましい背中にしがみついた。


    「ど、どこにつれてくつもりですか？　わっ、わたし帰ります！　降ろしてください！」


    「怯おびえなくてもいいわよォ？　失礼しちゃう、危ない場所につれてったりしないからァ」


    　鼻歌まじりに、首領さんは飄ひよう々ひようと。


    「見せたいものがあるの」


    　その言葉に、わたしは逆らえない。


    「あなたの正体も、あなたが知りたい真実も何もかも、それを見ればわかるわよォ？」


    「…………」


    　わたしは、ぐっと息を呑のむ。


    　とんでもなく異様な状況だけど、それは抗あらがいがたい誘いだった。


    　そうだ、もう引き返さないと決めたんだ──納得するまでは。


    「わたしの、正体？」


    　言葉を繰りかえすと、首領さんは微ほほ笑えむ。


    「そうよ、月つく読よみ日ひ留る女めちゃん。あなたは自分自身に違和感を覚えてるでしょ？　失われた記憶、不自然な周囲の環境、そして本能。すべてが、あなたを不安にさせている」


    　こちらの内心を覗のぞきこみ、強引にかき乱すような声だった。


    「その不安を解消するためには、『ふつうの女の子』である自分とさよならをしなくちゃいけない。あなたに、その覚悟があるならねェ？」


    　まるで悪魔が、取引を持ちかけるように。


    「アタシが死後の世界で得た忘れられた『旧神』、『這はいよる混こん沌とんアバオ・アクー』には、あなたの望みを叶かなえる能力がある」


    　また、よくわからない単語がでてくる。


    「『アバオ・アクー』っていうのはジャイナ教──印度インド神話の怪物というか、神様でね。頂点まで登れば神仏に成れるという塔に出現するの」


    　聞いてないのに、説明をしてくれる。


    「塔を登るものを、『アバオ・アクー』はいつまでも追いかけてくる──捕まったら、死ぬ。でもね、塔の天てつ辺ぺんにさえ辿たどりつければそのひとは神仏に成るから、『アバオ・アクー』を蹴け散ちらせる。階段を登ることが、そのまま修行になってるわけね」


    　よく、わかんない。


    「いわば『アバオ・アクー』は宗教体験の神格化──アタシを認識し交流を始めたその瞬間から、あなたの魂はその能力によって、進化の階かい梯ていを駆けあがっていく」


    　けれど、怖いぐらいにこちらの胸に滑りこんでくる、麻薬みたいに。


    「あなたは『ふつうの女の子』から孵ふ化かし、徐々に研とぎ澄まされ、『神々』に近づいていく。どう？　さいきん周りへの違和感が生まれ、それがどんどん強まってるでしょ？」


    　楽しそうに。


    「ヴィシュヌに『改変』され、月読鎖さ々さ美みが維持しつづけるあなたの『平穏な生活』は、とても強固。でもあなたが『神々』に近づいていけばいくほど、それを看かん破ぱしやすくなる」


    　あるいは、邪悪に。


    「アタシは、その後押しをするだけ。いずれ、あなたはすべての違和感の正体を知り、己おのれ自身を取り戻す。アタシは、そのあなたに用がある」


    　わたしは、谷底へ向かって落ちていくような不安感をおぼえる。


    　でも、そこに飛びこもうと決めたのはわたしだった。


    「かつてこの国の太陽だった『最高神』と、同一だった──けれど蔑ないがしろにされてきた可か哀わい想そうなオオヒルメムチ。あなたは今こそその価値を正当に評価される」


    　わたしを、奇妙な、けれど胸の奥が重たくなるような名前で呼ぶと。


    「あなたは、来るべき素晴らしい新世界を産みだす、闇の聖母ブラツク・マリアになるのよ」


    



    
      ×　×　×

    


    



    　バイクは、やがて停止する。


    　何だか頭が痛くてがんがんして、酔っぱらったみたいになっていたわたしは、ようやく解放されてほっと一息ついた。


    　胸を撫なでおろし、見上げると、そこに豪華なホテルがあった。


    　ビジネスホテルとかじゃない、映画のなかのような、華美で立派な建物だ。


    　てっぺんが見えないぐらいに巨大で、色とりどりの花や噴水で飾られ、えぇっと、異世界ファンタジーって感じだ。


    　モノノベホテル、とある。


    「仏教伝来を阻止できず、宗教的な争いに敗北し、この国に異国の神話を流入させて失脚した物もの部のべ氏。純粋な神話にこだわる彼らはあらゆる『神々』を統合しひとつにできる『アラハバキ』の、熱心な協力者よ」


    　説明されたが、よくわからない。


    　学校の授業で聞いたような単語があった気がしたけど、冗談か何かだよね？


    「あの、ホテルって。困ります、そのう、変なことはしないって……」


    「あらやだ」


    　口元に手を添えて、血の気を失ったわたしを楽しそうに見る首領さんである。


    「お子ちゃまに手をだすほど困ってないわよ、そういう生物的な欲求にはとんとご無ぶ沙さ汰ただし。ここ、あたしの自宅なのよ。ゆっくり話がしやすいってだけ」


    　見せたいものもここにあるしね、とエントランスへ歩いて行ってしまう。


    「…………」


    　わたしは、しばし困って立ち尽くしたけど。


    　首領さんはわたしを待たずにどんどん行ってしまうし、バイクで移動したのでここがどこだかもわからない──ついていくしかない。


    　あぁ、流されてるなぁ……。


    　お兄ちゃん、ごめんなさい。日ひ留る女めは悪い子になっちゃうかもしれません──。


    　初めて喫きつ煙えんしたような背徳感のなか、わたしは恐る恐る、ホテルに足を踏みいれる。


    　静せい謐ひつな雰囲気。


    　内装も絢けん爛らん豪ごう華かの一言で、足下は靴くつをつけるのをためらうような厚手の絨じゆう毯たんだし、行き交うひとたちも何やら高価そうなスーツやらドレス姿だ。


    　普段着のわたし、かなり場違いだ……。


    　どきどきしながら周りを見回していると、首領さんがさっさとフロントに歩み寄り、カウンターの奥に立ってる身なりのいい従業員のひとに話しかける。


    「ただいまァん、あらやだマサカドくん──今日もセクシーね♪」


    　胸元につんって指を添えてくる気持ちの悪いオネエのひとに、マサカドと呼ばれたホテルマンさんは一瞬だけイヤそうな顔をしてから。


    「お帰りなさいませ、首領」


    　渋い声で応えた。


    　見たところ体格がいいだけで普通のひとだけど、何だろう、すこし違和感がある。


    　頭のおおきさと身体からだのおおきさが一致してないというか、やたら、バランスが悪い。


    　スーツの下の身体も凸でこ凹ぼこしていて、変な表現だけど、何だかデッサンがおかしい感じだ。


    　両手の指すべてに指輪を嵌はめていて、火の点ついてない煙草たばこを口にくわえてる。


    「あまり勝手に行動されては困ります。大事な御身、ご自重くださいませ。……まぁ、あなたの性格は死んでも直らないと、理解しましたけど」


    　お小言を口にして、マサカドさんは──わたしを、じっと注視する。


    「……そちらは？」


    　その瞬間、身体の奥まで丹念に舌を這はわされたような、おぞましさを覚えた。


    　べつにマサカドさんとやらが生理的に気持ち悪い、とかではない。


    　やや粗野っぽいが、むしろ好感のもてる魅力的な人物だ。


    　でも、何だか巨大な怪物の口のなかにいれられたみたいな……。


    「やん、怖がらせちゃだめよ。『ふつうの女の子』なんだから。まだ、ね……」


    　片目を瞑つむり、首領さんは軽い調子で。


    「アタシの客よ、身元は保証するわ。大事な話があるから、部屋には誰も通さないで」


    「御ぎよ意いに」


    　やや不満そうだったが、こちらを取るに足らない相手と判断したか、マサカドさんは興味をなくしたようにそっぽを向いた。


    　そしてルームキーを首領さんに手渡すと、深々と一礼する。


    「このマサカドが在るかぎり、なんぴとたりとも首領の部屋には通しませぬ」


    「頼もしいわね、関東の守護者さんは。……さ、日ひ留る女めちゃんこっちよォ？」


    　ぴらぴら手をふってエレベーターまで移動する首領さんだった。


    　わたしはヘビに睨にらまれたカエル状態から元に戻って、そちらへ向かう。


    　何だか従業員のひともまともじゃないし、やばい場所に入りこんでしまったかも。


    　警戒だけは怠らないように、自分に言い聞かせながら、そのまま最上階へ。


    　何とびっくり、五十八階だった（そんな階、初めて見た）。


    　空気すら薄くなったような気がしつつ、エレベーターからおりて廊下へ。


    　廊下は短く、奥にひとつの扉があるだけだ。


    　もしかして、この階はすべてが一室になっているのだろうか。


    　いわゆる、ロイヤルスイート的な……？


    　魔法にかけられて舞踏会に迷いこんだシンデレラ気分のまま「どうぞ」と扉を開いて手招きしている首領さんにつづいて、入室。


    　瞬間だった。


    「逃げるなぁあああ！」


    　ものすごい大声が響いた。


    　びっくりして見ると、これまた広すぎて球技大会でも開催できそうな部屋の奥。


    　ちいさな扉が開いて、はだかの女の子が飛びだしてきた。


    　一糸もまとわぬ、全裸だ。


    　その肌にはしずくが伝い、艶なまめかしい。


    　わたしと同年代だろうけど、身体からだの凹おう凸とつには一週間は落ちこみそうなぐらい差がある。


    　長い髪の毛は首領さんと同じ、純白。


    　片手にバスタオルを持って、振り回している。


    　その視線の先、彼女が走り回って追いかけているのは、動物だった。


    　一瞬、セントバーナード的な大型犬に思えた。


    　でも、ちがう──犬じゃない、キツネだ。


    　特徴的な、あぶらあげ色の毛皮。


    　きれいな光沢のある、ふわふわモフモフの、なぜか九つもある尻しつ尾ぽ。


    「きゅいぃいいい！」


    　その妙にデカいキツネちゃんは牙きばを剝むき、金属を引っかくような悲鳴をあげて、家具を跳ね飛ばしてどたんばたんと逃げまどう。


    「今日という今日は！」


    　そんな可か哀わい想そうなキツネちゃんの背中に覆おおいかぶさるようにダイブして、押さえつけると、はだかの女の子は顔を真っ赤にして怒鳴った。


    「身体を洗ってやるからね！　嫌いやがらないでよ、逃げるなぁああ！　清潔にしなさいよ！　ダニとかノミとかついて困るのはママなんだからね！　お風呂で洗いっことか母娘っぽいし……！」


    「やぁああ、ですのーっ！」


    　キツネちゃんの口から、甲かん高だかくも可愛かわいらしい、女の子の声っぽいのが響いた。


    　人間の言葉を喋った。


    「お風呂はヤですのよ匂いが落ちるしなかなか水気が乾かなくて気持ち悪いし！　シャンプー嫌い！　汚れとかは『改変』できれいにするからいいでしょーっ!?」


    「そういう問題じゃないでしょ！　エチケットの問題でしょ！　せめてブラッシングしてあげるから動くなぁあああ！」


    　喋しやべってる、よね……。


    　目をごしごし擦こすったが、現実は変わらない。


    「ちょっと、何の騒ぎよォ？」


    　さしもの首領さんも、何だか呆あきれたような態度。


    「あ、パパ」


    　女の子が顔をあげて、照れくさそうにもじもじした。


    　その隙すきをついて、キツネちゃんが素早く女の子の腕のなかから飛びだすと、首領さんに駆け寄って背後に隠れた。


    「旦だん那なさま！　お帰りなさいまし！　助けてくださいですの、『おじょうさま』がぁあ！」


    　匂いをつけるみたいにすりすりと擦すり寄って、どうぶつの愛情表現をしてから──ふと、わたしに気づいて。


    　キツネちゃんは妙にコミカルに「がーん！」という反応をすると、がくがくと震ふるえる。


    「え……？　だ、旦那さま、その女の子は……？」


    　わたしを注視し、愕がく然ぜんとして。


    「な、何てこと……旦那さまが、女連れで……？　しかもそんな子供──浮気、寝取られ、おまけにロリコン……！　あぁあ、ひどい。でも、そんなひどくて駄目な旦那さまが──あたくし、あたくしぃい……ハァハァ」


    　なぜか快楽にもだえるように、床に横たわってびくんびくん痙けい攣れんするキツネちゃん。


    　何だこのどうぶつ……。


    「って、あれ？　鎖さ々さ美みさん？」


    　白髪の女の子が、振り回していたバスタオルを自分の身体からだに巻きつけて肌を隠しつつ。


    　ささみさん？


    　その言葉に、何だろう、のどの奥がいがいがする。


    「ううん」


    　腕組みし、忌いまわしそうに、女の子が目を細める。


    「日ひ留る女めってやつね、見た目は同じだけど──雰囲気がちがうわ。あの娘はもっと、可愛かわいい……ちがう、残念な感じよ」


    「あの、蝦え怒ど川がわさん……だよね？」


    　見覚えがあって、わたしはその名を呼ぶ。


    　蝦怒川情雨じようさん。


    　うちの学校の有名人で、うちのクラス──三年心組の議事長（委員長）だ。


    　べつに友達でもなんでもないし、むしろ話したことないけど、ときどき、すごい目つきでこっち見てるんで気になってた。


    　首領さんと、どういう関係だろ……。


    　パパ、って呼んでたけど……。


    　蝦え怒ど川がわさんは濡ぬれたままの髪の毛を鬱うつ陶とうしそうにかきあげて、首領さんを睨にらむ。


    「パパ、何でこんな娘こうちにつれてきたのよ」


    　不安そうに。


    「こいつに迂う闊かつに手をだしたら、鎖さ々さ美みさんにどんな影響があるか……その、べつに心配なわけじゃないけどっ」


    　何やらツンデレしてる。無意味に可愛かわいい。


    　首領さんは娘の疑問に応えずに、足下でぴくぴくしてるキツネちゃんを見た。


    「おこん、悪いけどいわさくの剣とねさくの剣を用意してくれるゥ？」


    「は、ひ？」


    　キツネちゃんは慌てて起きあがると、戸惑うように。


    「あ、はい。『九く頭ず竜りゆう島』のときに持ちだして、ほとんど損耗もしてないので保管してありますが。……何に使いますの？　『炎帝カグツチ』を討ち取りますの？」


    「ううん、今回はただの触媒として利用するだけ。神剣なら何でもいいの。『炎帝カグツチ』に邪魔されたら厄介だから、チャンスがあれば狙ねらってもいいけどね」


    　首領さんが言うと、キツネちゃんは頷うなずき、興味深そうにこちらを見る。


    「しかし、授業参観のときは遠目に見ただけですけど──ほんとに、似てますのね」


    「気に食わないわ、そいつ」


    　身体からだを拭ふいてから、パジャマに袖そでを通しつつ、蝦怒川さんがぼやいた。


    「ま、あなたのなかの『アラハバキ』には因縁が深いしね。仇かたきといってもいい相手だし」


    　首領さんがまた謎なぞなことを言い、蠱こ惑わく的に微ほほ笑えむ。


    「でも、古来よりこの国では敵をも取りこんだ勢力こそが勝利してきた。源平合戦しかり。関ヶ原の合戦しかり。それこそ神武の東征から、天てん孫そん降こう臨りんだってね」


    　ぞっとするような、邪悪さを含む目つきで。


    「常に敗北しつづけてきたアタシたちだけど、今度こそ、勝利する側へとまわるのよォ。この子は、その鍵になるの」


    　こちらに手招きをして、奈な落らくの底に誘うように。


    「さ、見せてあげる、真実を。その見返りとして、あなたには、あなたにしかできないことをやってもらうわよ──可哀かわい想そうな、忘れられた『最高神』オオヒルメムチ」


    　また楽しそうに、その不思議な名前を呼んだ。
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     第二部　ブラック・マリア


    


     第五話／無名世界


    



    



    　名状しがたき緊張感を抱かかえたまま、日常はすぎていく。


    　そして、あっさりと『邪神オリエンテーリング』の開催日となってしまった。


    　わたしや邪や神がみ三姉妹も手をこまぬいて傍観していたわけではないのだが、その主催者らしきたまが何を聞いてもまるで答えず、かたくなに「当日をお楽しみに！　かみんぐすーん！　ぐすんぐすん！」と繰りかえすだけで、どうしようもなかった。


    　まぁ、たまだし──悪巧みのようなものではあるまい、という信頼があった。


    　むしろ、たまが珍しく自発的に何かを企画したのを、姉ふたりは喜んでいた。


    　基本的に、悪意のかけらもない子だしね……。


    　とはいえ頓とん珍ちん漢かんな『改変』が行われて世界が大混乱、となる可能性もあったし、わたしは注意深く成り行きを見守るつもりである。


    　わたしにはこの町の平和を、ひいては日ひ留る女めちゃんの日常を維持する義理があるしね。


    　それがヴィシュヌとの契約だし、わたしの起こしたお兄ちゃんの復活という奇跡の対価。


    「じゃあ、行ってくるのですよ」


    　邪や神がみ三姉妹んち──コープス阿あ波は岐き原はらのリビング。


    　その隅っこに置かれたケージに、制服姿のかがみがしゃがみこむ。


    　ケージのなかには白くてふわふわのうさちゃん、このうちのペットである『肉にく腫しゆ』（通称『肉ちゃん』）がいて、つぶらなお目々で飼い主を見上げている。


    「ふにゃあ」


    　その愛くるしさに骨抜きになりながら、かがみは指先をそっとケージに差しこみ、肉ちゃんのほっぺをふにふに。


    「良い子にしてるのですよ」


    　すごく幸せそうだった。


    「ごはんは餌えさ箱ばこにいれておきますから。おトイレはちゃんと決められた場所でするのですよ。鍵はかけませんが、外は車とかが危ないですから、なるべく室内で遊ぶように」


    「わかってるよ」


    　うさぎが、人間の言葉でつぶやいた。


    　肉ちゃんは低級な動物霊とはいえ『神々』だし、会話ぐらいできる。


    「ふん、あんたこそ気をつけなよ。なんか怪しい行事が行われるんでしょ、……べ、べつに心配してるんじゃないから、あんたがいないと餌をくれるひとがいなくなるんだからね！」


    「わかってるのです～、えへへ～♪」


    　だらしない笑顔で、かがみは好き♪好き☆というように肉ちゃんをなでなで。


    「お気遣いありがとうございます。では、遅刻してはいけないので登校しますね、何かあったら連絡するのですよ」


    「わかってるってば」


    　いちど立ちあがり、玄関へ向かってから。


    　かがみ、また戻ってきて。


    「うさぎは寂しいと死んじゃうという話はほんとですか？　死にそうになったら呼ぶのですよ、瞬間移動して駆けつけますからね？」


    「迷信だってそれは……、うさぎはむしろ縄張り意識が強い個人主義者なんだよ」


    「無理してませんよね？　むしろ、いっしょに学校に行きますか？」


    「大丈夫だってば！　んもう、遅刻するよ！　行った行った！」


    　耳を立ててうさぎらしからぬ怖こわい顔をすると、かがみは玄関へ向かっていった。


    「まったく」


    　呆あきれたように飼い主を見送ってから、肉ちゃんはあらぬ方向を見上げて。


    「で、あんたは今日は何の用？」


    　そこに、わたしが浮遊している。


    　ふだんのわたしは世界観にとろけてるので認識しにくいはずなのだけど（かがみも気づかなかったみたいだし）草食動物らしい警戒心か、わたしに浅からぬ因縁があるせいか、肉ちゃんはこっちに気づいてたみたい。


    「意外だな。案外かがみと仲良くやってるみたいだね、『肉にく腫しゆ』」


    「ふん。あんたとよりは、よっぽどね」


    　肉ちゃんは憎たらしげに鼻を鳴らした。


    　この『肉腫』はもともと、わたしの肉体の『神々』だった。


    　わたしが意識を失ったときなどに、外敵から身を守るためにつくられた疑似人格。


    　わたしはよく覚えてないんだけど、何やら悪いことをやらかそうとして、その罰としてうさちゃんの姿にされたっぽい。


    「しょっちゅう頼んでごめんなんだけど、また身体からだを借りていいかな？」


    「え～……」


    　わたしの言葉に、肉ちゃんは妙に人間的にイヤそうな表情をした。


    「あんまり気軽に頼みごととかしないでよ、あんたとわたしは友達でもなんでもない」


    「そこを何とか、頼むよ」


    「受肉しちゃえばいいじゃん。身体を乗っ取られるのって気持ち悪いんだけど」


    「わたしとまったく同じ見た目の日ひ留る女めちゃんがいるし、『わたし』以外の見た目になるのにはまだ抵抗感があるんだよ。それって『月つく読よみ鎖さ々さ美み』である自分を放棄したみたいで──その点、肉ちゃんならわたしと同一人物っぽいせいか、すごく馴な染じむの」


    「ふん。わたしの欲しかったものを勝手に他人に譲り渡して、それでわたしに頼みごとって、厚こう顔がん無む恥ちもここまでくれば特技だね！」


    「むしがいいのはわかってるよ、でも肉ちゃんは以前、わたしの身体からだを勝手に使って酷ひどいことしたよね？　お兄ちゃんにろくでもないこと吹きこんだり……」


    「う～、それを言われると弱いけど」


    　すこしは負い目もあるのか、肉ちゃんは根負けしたように。


    「わかったよ、押し問答も面倒だし。どうせ昼間はやることなくて暇ひまだし。でも、これはわたしの身体なんだから無茶はしないでよ？　マジで『神々』としては最下級の、小動物並みのちからしかないんだからね？」


    「わかってる、気をつけるよ。……じゃあ、合体☆」


    　わたしが滑りこむと、肉ちゃんは「んひゃっ!?」とくすぐったそうな声をあげる。


    「よしっ、と。だいぶ慣れてきたかも、こういうの」


    「……わたしは眠ってるから、何かあったら起こして」


    「うん、ありがと」


    　ひとつの身体にふたつの意識があると、肉体の制御権があやふやになる。


    「よし、じゃ出発」


    　肉ちゃんの意識が消えるのを待ち、おおきく伸びをして、わたしはケージの外にでた。


    　かるく『改変』して玄関をすりぬけ、外へ。


    　住宅街だから車通りは少ない、小動物でもさほど危険はない。


    　とはいえ、油断は禁物。


    　周囲を見回し、よし、と学校のほうを向いて……。


    「うさちゃん、ゲットです☆」


    　不意に後ろから抱きかかえられた。
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    　ぎゃーっ!?


    　びっくりして見上げると、こちらをしっかり胸元に抱き寄せた、桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服を着た女の子と目があった。


    　初めて見る顔である。


    　美少女といっていい。


    　でも、ＣＧで合成されたような、どこか不自然な雰囲気だ。


    　光輝くような笑顔と、放電しているみたいな瞳ひとみ。


    　特徴的な、稲妻マークがついたヘッドフォンをつけている。


    　謎なぞの少女は星くずをいっぱい散らし、片目を瞑つむって。


    「安心してください鎖さ々さ美みさんっ、わたしです、わたしわたし！」


    　詐さ欺ぎ師しみたいな言い分だが、マジで見覚えない子なんだけど……。


    「あなた、えっと……誰？」


    　わたしのことを鎖々美さんと呼んだ。


    　そのことだけで、じゅうぶん警戒に値する。


    　今のこの世界では、わたしの立場はそっくり日ひ留る女めちゃんに奪われている。


    　月つく読よみ鎖々美、という人間のことを覚えているものは、そう多くない。


    　関係者とも思えない、見覚えがなさすぎる。


    　ヴィシュヌの『改変』を自力で突破した、というなら、『最高神』クラスの『神格』の持ち主ってことだけど。


    「フフフ」


    　謎の少女は怪しげに笑うと、無意味に横ピース☆して。


    「そっか、初めましてでしたっけ。すっかり顔見知りのような気がしていました」


    　わたしを嬉うれしそうに抱っこしたまま、名乗る。


    「わたし、布ふ津つ野の弥み火か。『謎の後輩キャラ』ですよ？」


    　初対面の相手にこう言うのも何だけど、すごくうさんくさいです。


    「わたし、ロボットみたいなもんですから──プログラムどおりにしか動けないんですよね。命令に逆らえないっていうかぁ、でもその命令を曲解することはできるんです。わたしの当面の役割は霊的に優れた人々や『神々』をあの場所へ誘うこと……」


    　意味のわからんことを。


    「その命令を曲解し、現状を打破してくれそうなひとたちを集めてます」


    　えへんと胸を張って。


    「鎖々美さん、あなたにはこれまで困難な『怪異』を突破してきた実績とちからがある──期待してるんです、とっても☆　お願いします、どうか──この世界を守ってください。わたしには、祈ることしかできません」


    「えぇっと」


    　何言ってるのかよくわからない。


    「ごめんなさい、わたし説明苦手ですので。常識にうといっていうかぁ。百聞は一見にしかず、直接見たほうが早いですよね──ってことで、れっつらどん☆です！」


    　そして走りだす。


    　何だか知らないけど、せっかちな女の子だった。
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    「じゃんっぷ☆」


    　わたしを抱きかかえたまま、弥み火かちゃんは無意味に跳躍。


    　激しい上下動に「あわわ」とわたしが目を回しそうになっていると……。


    　景色が切り替わっていた。


    　あれ？　とわたしは周囲を見回し、いつの間にか自分たちが見覚えのある桜こノの花はな咲さく夜や学園の校庭にいることに気づいた。


    　この時期にしか見られない、学校名にもなってる立派な桜の群れ。


    　舞い散る花びら……。


    　登校中の生徒たちの制服も桜色だから、一面がピンクぴんくしてる。


    　踏み固められた校庭に着地し、弥火ちゃんは体操選手のように背筋を伸ばして得意げ。


    「到着ですっ」


    　えぇっと、いまごく当たり前のように瞬間移動した気がするんだけど……。


    「フフフ、『電光石火の布ふ津つ野の弥火』ですから☆」


    　また可愛かわいく横ピース☆してくれるが、意味がわからん。


    　まぁ、この世界に偏在する『神々』は距離を無視できるし、つるぎやたまが瞬間移動するのを見たことはあるけど。


    　やっぱり、この子──普通じゃないよね、『神々』？


    「んっと、もっかいジャンプ☆」


    　思案してるうちに、弥火ちゃんは元気よく真上へ跳躍。


    　わたしが驚いてるうちに、また景色が切り替わっていた。


    　学校の、屋上である。


    　さっきよりも太陽が近い。


    　わたしの暮らす天あめ沼のぬ矛ぼこ町が俯ふ瞰かんできて、眺めがよかった。


    　うさぎの身体からだに生えたふわふわ毛皮に、涼しい風が心地よい。


    　でも同時に、わたしは身体にぞわぞわとした悪寒をおぼえる。


    　身体が無理やりに書き換えられそうな、強引で一方的な、逆らいがたいちから。


    　おなかが痛くなりそうな、違和感。


    　覚えがある、これは『九く頭ず竜りゆう島』に進は入いったときと同じ──わたしの知ってる常識の通用しない、限定的な小世界、いわゆる『異界』特有の肌触りだ。


    　その気味の悪い雰囲気は徐々に濃度を増しつつ、学校のすべてに広がっていく……。


    　見た目は同じまま、異質なものにつくりかえられていく……。


    『改変』だ。


    「な、何これ。何が起きてるの？」


    「フフフ」


    　動揺してるわたしを、弥み火かちゃんは楽しそうにぎゅって抱き直してから。


    「もちろん、今日行われるイベント──『邪神オリエンテーリング』の準備に決まってるじゃないですか☆」


    「あなた、何をどこまで知ってるの？　何者なの？」


    「わたしは、うーん……観察者？　ちがうな、傍観者？　しっくりきませんね、そうだ、検察官です☆」


    　自信満々に言われたけど、より正体不明になったっていうか……。


    「安心してください、今のところ鎖さ々さ美みさんと敵対するつもりはありませんので♪」


    『今のところ』ってことは、いつか敵対するつもりなのか。


    「フフフ、うがちすぎですって──それよりも、ここは少し危険なので隠れましょ？」


    　むぎゅっとわたしをペタンコな胸元に抱いて、弥火ちゃんは貯水漕の陰かげに隠れた。


    　同時に、その周囲の空間が『改変』され、彼女の存在感が希薄になっていく。


    　密着してるはずのわたしが、ふとそこに弥火ちゃんがいることを忘れてしまいそうなほど、完かん璧ぺきな気配の消しかただった。


    「こういうの、得意なんです♪　女の子だもん！」


    　またも横ピース☆


    　ノリだけで喋しやべってないか、この娘こ……。


    「でも、何で隠れる必要が？」


    「しっ」


    　疑問を口にしたわたしの顔を自分の胸元に押しつけて、弥火ちゃんは真ま面じ目めな顔。


    　その視線の先。


    　屋上の扉が開いて、怪しげな集団が姿を見せる。


    　ごく普通の学び舎やにふさわしからぬ、おとなたち。


    　巫み女こさんや宮ぐう司じの格好をしているものが多く、見覚えがある顔もいくつか……。


    「もしかして、『月つく読よみ神社』のひとたち？」


    　わたしにとっても因縁浅からぬ連中である。


    　最近は互いに不干渉だけど、仲良しこよしというわけでもない。


    「あ、お母さんもいる」


    　どやどやと集まった十数人の集団、その真ん中に、お母さん──月読呪じゆ々じゆもいた。


    　ちなみに、お母さんたちは先日のヴィシュヌとの対決の現場にいたし、わたしの置かれた状況も伝えられている。


    　とはいえ、お母さんがわたしや日ひ留る女めちゃんに対してどういうスタンスなのかは不明だ。


    　最近はおとなしいし、わたしにある程度の理解は示してくれるけど──立場や状況が変わればまたむかしの怖こわいお母さんに逆戻り、という可能性もありえる。


    　いったい学校で何してんだろ……。


    「フフフ」


    　わたしを抱っこしたまま、弥み火かちゃんが楽しそうに。


    「どうします、聞き耳たてて情報収集しましょうか？　でも、クトゥルー神話では知識を得ることはそのまま破滅へのカウントダウンでもあるんですけどね☆」


    　またその言葉だ。


    「今回はやたらクトゥルー神話って聞くけど。やっぱり単なる創作物でしょ……、実際、この現実にどういう影響があるのかな？」


    　ギリシアや印度インドの神話はあくまでわたしの知っている日本神話の延長線上か、あるいはその論理を応用すれば理解できるものだった。


    　でも、今回はどうにも勝手がちがう、正体が見えない。


    　何が起きるかわからない……。


    「そう馬鹿にしたものじゃありませんよ、人間が何かに夢中になって、好きになるってことは──それだけで立派な崇すう拝はい、信仰です。ネットとかでもすごいひとを見るとみんな『神だ』とか『神、キター！』とか言うでしょ？　信仰の本質ってそういうものだと思うんです」


    　歌うように。


    「人間はこの惑星で唯一、運命を変更できる動物。人間が強く望めば、この世界は変容する。そんな人間たちの多くが敬愛するクトゥルー神話は、もう本物の神話と見分けがつかない」


    　可愛かわいらしい童顔に似合わない、難しげなことを語る。


    「むしろ、科学文明が夜の闇やみを照らし、天候を予報し、神は死んだと叫ばれる現代。一般的な神話の価値は下落してる。ひとりの作家がつくりあげた創作物に比べて、神話がどれだけの影響力をもつでしょう？」


    　すべてを俯ふ瞰かんするような不思議な女の子は、興味深そうに。


    「神は神として生まれるんじゃない、神に成るんです。人々の信仰を勝ち取り、望まれることで。さぁて、あの子は過酷な『神々』の生存競争が繰り広げられるこの現代で、きちんと神として認められますかね……？」


    　弥火ちゃんの視線の先、『月つく読よみ神社』の人々の真ん中に。


    　いつの間にか、邪や神がみ三姉妹の三女──たまが立っていた。
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    「たま……？」


    　いや、今回の『邪神オリエンテーリング』はたまが企画したイベントだというし、いても変ではないけど。


    　こんなところで『月つく読よみ神社』のひとたちと、いったい何を……？


    「あの子、学校はどうしたんだろ？」


    　どうでもいいことを気にしてしまう、ふつうに平日だし……。


    　たまは学校大好きだし、サボったりしない性格だと思うけど。


    「さぁて」


    　弥み火かちゃんは意味ありげに、含み笑いをして。


    「わたしの聞いた話によると、今日は小学校は創立記念日でお休みです☆　だからこそ、たまちゃんはこの日をイベントの開催日に選んだのでは？」


    　むう、納得できる理由ではある。


    　たまがなんでこんなイベントを企くわだてたかはわからないけど、学校をサボってまで必死に何かを求めて、という感じではない。


    　見たところ、あっけらかんとして楽しそうだ。


    　でも、奇妙なぐらいに彼女たちの会話が聞こえてこない。


    　たま、声でかいし、わたし『改変』して聴力をあげようとしてるんだけど。


    　なんか、うまく『改変』できないような。


    「ここは『異界』ですしね、ルール上、『改変』はできないんですよ。わたしもさっきは瞬間移動できましたけど、『異界』に入っちゃった今はもう無理ですね☆」


    　訳知り顔の弥火ちゃん、本人が『説明が苦手』と言っていたとおり、彼女と会話していても謎なぞは深まるばかりというか……。


    　状況が、さっぱり理解できない。


    　ルールって何？　ここはどういう性質の『異界』なの？


    「フフフ」


    　楽しそうに、弥火ちゃんはわたしを抱き寄せると。


    「この『異界』では、ゲームマスターであるたまちゃん以外は『改変』ができません。でも、ルールに従えばいろんなことができるんですよ？」


    　そのまま、彼女はわたしを頭の上に乗っけて、あいた両手を祈りのかたちにあわせた。


    「この『異界』は基本的にＴＲＰＧですから、当然、これが重要になってきます☆」


    　その両手を開くと、そこには不思議なものが出現していた。


    　きらきらと輝く、宝石のような光沢のある──。


    　サイコロダイスである。


    　すごろくとかに使うやつだ。


    　数字が刻まれている……、でもわたしが知ってるいわゆる六面体（立方体）ではない。


    　数字が多い、たぶん、00～99までだ。


    「一〇〇面ダイスです、この『異界』では主にこのダイスを使います。望んだとき、いつでも出現させることができます」


    　わたしも試しに念じてみたら、ごろりと、ダイスがでてきた。


    『改変』はできないけど、このダイスを出したり引っこめたりはできる、と。


    「鎖さ々さ美みさんの能力値は──見たところ低めですね」


    　彼女が見ている先には、『ヒュドラＳＮＳ』とかのときと同じように、いつの間にか宙に画面が表示されている。


    　いわゆる、ゲームでいうところの──ステータス画面なんだろうか。


    【月つく読よみ鎖々美／女性／小動物


    　体力／７　正気度／42


    　能力値／『人情』５％　　『学識』５％


    　　　　　『感じる』18％　『調べる』７％


    　　　　　『殴る蹴る』５％　『武器攻撃』０％


    　　　　　『投げる』０％　　『回避』80％


    　　　　　『治療』０％　　　『心理』０％】


    　とか、わけのわからないパーセンテージが並んでた。


    　何だこれ……。


    「でもまぁ、ご安心ください。わたしがダイスを振りますから。わたし、あらゆる能力値が高めのチートキャラですし、期待してくれていいですよ☆」


    　次から次へと用語がでてきてわかんないんだけど……。


    「やってるうちに慣れますよ♪」


    　弥み火かちゃんは片目を瞑つむり、うずうずと両手でダイスをもてあそんでいる。


    「この『異界』ではある事件が起きてます。わたしたちはそれを調査し、水面下で動いてる破滅的な陰謀を阻止するのが目的です。そういうゲームです」


    　楽しそうに。


    「たまちゃんたちの会話が聞こえないのは、そこに事件の真相に迫る内容が含まれてるから。それを聞き、真実の一端に触れるためには、ダイスロールに成功する必要があるんです☆」


    　ダイスロール＝サイコロをふること。


    　ほんとにＴＲＰＧみたいだなぁ。


    　ちなみにＴＲＰＧっていうのは名前のとおり会話しながら役割を演じるテーブルトーク・ロールプレイングゲーム。


    　何人かで集まってやる、テーブルゲームである。


    　ゲームマスターと呼ばれるひとが用意した物語シナリオにあわせて、他のひとたちは登場人物キヤラクターをひとりずつ担当して演じ、会話しながらお話を進めていく。


    　即興劇みたいなものだ。


    　たとえば『魔王を退治する大冒険』という物語シナリオなら、勇者とか、戦士とか、魔法使いとか、そういう登場人物になって冒険する──つもりになって、お喋しやべりする。


    　そして、何か出来事が起きるたびにダイスをふる。


    　その結果によって展開は変化し、同じ物語シナリオでも毎回ちがう結末になったりする。


    　物語シナリオを管理し、進行させるゲームマスターの立場をコンピュータに置き換えたものが、わたしたちのよく知るＴＶゲーム──ＲＰＧってわけ。


    『邪神オリエンテーリング』は、ＴＲＰＧっぽいイベントらしい。


    「この『異界』にいるものたちは人間も『神々』もすべて、いちど『霊力』をすべて回収され、たまちゃんに吸収されます。『改変』ができないのはそのせいです。わたしたちは全員、何のちからもない一般人並みになってます」


    　たぶん、わたしがうさぎなのに会話できるのは、『異界』に踏みこむ前に己おのれを『改変』し、それを可能にしたから──。


    　でも、『異界』に入ってしまった今はもう、新しい『改変』はできない、と。


    「たまちゃんはその集めた『霊力』で『異界』を構築し維持し、ひとつのルールを設定することでわたしたちに再分配してます。それが、このダイスです」


    　手にした一〇〇面ダイスを見せてくれる、弥み火かちゃん。


    「このダイスの出目によっては、わたしたちは奇跡みたいなことだってできる。逆もあります、出目が酷ひどいとわりと悲惨なことになりますし、情報も得られません」


    　何となく、この『異界』についてわかってきた。


    　ぜんぶダイスの出目しだい、つまり運しだいってことか……。


    　出目が悪ければ、進行中らしい事件とやらに翻ほん弄ろうされるしかない、と。


    「神はダイスをふらない。この『異界』のゲームキーパー＝唯一神のようなたまちゃん以外は、平等なわけです。そんな『異界』です。神も人間もうさちゃんも、差別されず同じ機会チヤンスを与えられる。あとは行動と、集めた情報に基づいて知恵をふりしぼることで、あらゆる出来事を乗り越えていく」


    　そんな『異界』です、と弥火ちゃんは断言した。


    「不正のできない、誰もが平等な世界。たまちゃんが望むのは、そんな世界なんでしょう」


    　たまは、神様や人間どころか、宇宙人やカエルとまで平等に友情を育はぐくんじゃう子だ。


    　ある意味、とっても彼女らしい『異界』である。


    『神々』のちからでずるができない、という意味では、わりと過酷だけど。


    　本来は、それが当たり前だ。


    『改変』なんてのは、ずるだ──裏技でしかないのだ。


    　誰もが等しく機会を与えられる、厳しくも平等な世界。


    　たまの描く世界は、きれいで尊とうとい。


    「では、『感じる』ロールをしますね☆」


    　弥み火かちゃんが意味のわからんことを言いだした。


    「この『異界』では、わたしたちはいくつかの能力を使用できます。ぜんぶで十種類のそれを活用することで、事件の真相に迫るわけですね」


    　今度は自分のステータス画面を表示して。


    「『感じる』ロールの成功率は、わたし九〇％ありますから☆　まず成功すると思います──感じやすい女の子なんです、フフフ☆」


    　なぜか得意げだ。


    「『感じる』って能力は、何となく直感で真相に気づいたり、五感で情報を集めるときに用います。今回の場合は、たまちゃんたちの会話が聞こえたかどうか、判定する感じでしょう」


    　一〇〇面ダイスを見せながら、丁てい寧ねいに説明してくれる。


    「このダイスをふって、ステータス画面に記載された能力値の％以下の出目なら、成功です。わたしの場合は、90以下の出目ならいいわけですね☆」


    　うん、何となくわかってきた。


    「失敗してもペナルティはないの？」


    「今回の場合はないと思います☆　ただ、やり直しはできませんので、失敗したら二度とこの場で情報収集はできません。それに、先ほども言いましたがクトゥルー神話において情報を得ることはそれだけ禁断の知識に近づく、ということ──正気を失うような恐るべき事実を知ってしまう可能性もあります、それでもいいですか？」


    「そう言われると二の足を踏みたくなるけど、たまとお母さんが何話してるか気になるし。実際にダイスロールってのがどういうものか知りたいし、やってみてくれる？」


    「弥火ちゃんにお任せです☆」


    　また無意味に横ピース☆して、弥火ちゃんが「えいっ」と一〇〇面ダイスを投げた。


    「フフフ、賽さいは投げられた──ですっ☆」


    　楽しそうだなぁ、この子。


    　むしろ感心して見ていると、一〇〇面ダイスは床を転がり、出目を見せた。


    「わぁ、47……成功ですね☆」


    　成功率九割だし、失敗するほうが難しいと思うけど。


    「むっ、不穏な気配がしたのである」


    　唐突に、はっきりとお母さんの声が聞こえてきた。


    　何やら不審げに周りを見回し、警戒している。


    『感じる』ロールに成功して、彼らの会話を『感じる』ことができた、というわけか。


    「うん、どっかで誰かが『感じる』ロールをしたみたいだお」


    　たまも何かを感知したのか、勾まが玉たまの髪飾りで結ゆわえた金髪をゆらゆら。


    「たまはゲームマスターだから、誰かがダイスをふるとぜんぶそれがわかるの」


    「本格的に始まったらあちこちでダイスがふられると思うし、それらをすべて感知していては頭が痛くなりそうであるが」


    　お母さんは心配そうにしながら。


    「それに、まだ『邪神オリエンテーリング』は始まってない。それぞれの教室でルールの説明が行われている段階のはずである、いったい誰が『感じる』ロールを？」


    「知りたいなら、こっちからも調べればいいお？　ちなみに、たまに何かを聞くのはルール違反だお？　ゲームマスターは中立じゃなきゃだから」


    「ぬ。では『感じる』ロールをしてみるのである、ころころ……」


    　お母さんも一〇〇面ダイスを出現させて転がしたけど、出目が悪かったのか、渋い顔。


    「……失敗である」


    「じゃあ、残念でした♪」


    　たまは悪いた戯ずらを成功させた子供みたいな顔で、ちらりとこっちを見た。


    　ゲームマスター＝この『異界』の『唯一神』のようなたまは、わたしたちがここにいることも、『感じる』ロールをしたことも感知してるみたい。


    　それをお母さんに教えないところから見ても、中立というのはほんとっぽいけど。


    「でも、ありがとね」


    　たまは中断した演劇を再会するみたいに、態度を切り替えてお母さんに話しかける。


    　わたしたちが『感じる』ロールに成功したぶんの情報を、あえて口にするみたいに。


    「たま、おばちゃんに酷ひどいことしたのに」


    「おばちゃん……」


    　お母さんがその呼称に、地味に傷ついたような顔をした。


    　そういえば、たまは以前わたしが『月つく読よみ神社』に誘ゆう拐かいされたとき、助けにきてくれて、お母さんと戦ったんだ。


    　お母さんを『根の国』に叩たたき落としたりして、たしかに、仲良しこよしの関係じゃないはずだけど。


    「よい」


    　お母さんは屈託なく、ひたすら真ま面じ目めに。


    「酷いことをしたのは我われらも同じ──『最高神』アマテラスがあなたという『次世代神』を創造し、世代交代を選んだ事実を、わしらは尊重せねばならぬ」


    　己おのれの肉体に『最高神』を幽閉し、その権益に縋すがってきた『月読神社』にとって、アマテラス＝つるぎの望んだ『次世代神』であるたまへの全権委譲は、地面がなくなるぐらいの恐ろしいことだろうに。


    「いずれ、わしは娘から預かっている『最高神のちから』をあなたに譲る。あなたにその価値があるかどうか、不ふ遜そんながら見定めさせてもらおう──と思っているのである」


    「たま、がんばるけど……」


    　不安そうに、幼い『次世代神』は身をよじった。


    「おばちゃんの期待に応えられるかどうか、わからないよ。こういうの、初めてだし。ちゃんとできるかなぁ……」


    「胸を張っているがよい、我われらが神」


    　お母さんは、むしろ励ますように。


    「世界情勢を見よ。ゼウス、オーディン、アンリ・マンユ、その他もろもろ──互いに争いあい、潰つぶしあい奪いあう他国の『神々』に比べ、誰もが平等に暮らせる世界を望むあなたの何と慈じ悲ひ深く心優しいことか」


    　それは、お母さんの素直な賞賛だった。


    「無論、優しさだけではこの過酷な現代を生きのびられぬ。あなたの覚悟、実力──見せていただこう、アマテラスの子よ。我らがいずれ仕えるかもしれぬ新時代の申し子よ」


    「う、うん」


    　ガチなお母さんにやや怯ひるみながらも、こくこく頷うなずくたまだった。


    　それを、慈いつくしむように眺めてから。


    　お母さんは、俯うつむいて。


    「それに、あなたが今回やろうとしていることは、わしらにとっても都合がいい。娘に預かった『最高神のちから』は、行方不明だしな──」


    　その言葉に、わたしは驚きとともに納得していた。


    　そういえば、『最高神のちから』をもつはずのお母さんなのに、ここ最近はちっともこの世界の頂点、という感じがしない。


    『現代のトロイア戦争』のときは最後まで何もできなかったみたいだし、こないだの印度インド神話のときはむしろ弱っていて、ぼろぼろだった。


    　それは考えてみればおかしいことなのだ。


    「『現代のトロイア戦争』のとき、『神々』はいちどニュートラルな状態に戻った。そのとき、わしの身体からだから『最高神のちから』も分断されたのであろう」


    　そうだ、かがみが『アマテラスのいちぶ』『炎帝カグツチ』『神器ヤタノカガミ』に分割されたみたいに、『お母さん』と『最高神のちから』も分かたれたのだろう。


    　でも──だとしたら、その『最高神のちから』はどこへ？


    「信頼されて預けられたのに、『最高神のちから』を失ったとあれば、娘にあわせる顔がないのである……」


    　しょんぼりする、お母さん。


    　そんな──わたしは、勝手にお母さんに重荷を背負わせて、すでに命を終えたお母さんを無理に働かせてるようなものなのに……。


    「だいじょうぶ、たまも一緒に捜してあげるから。そのための、『邪神オリエンテーリング』だもんっ♪」


    　たまが、元気よく宣言した。


    　どういうこと……？


    　気になったけど、それ以上はその話題につっこむことなくて。


    　たまはどこからともなく、奇妙な覆面を取りだした。


    　かなり両目が離れ、鱗うろこにびっしりと覆おおわれた、怪しげな魚っぽい覆面である。


    「一緒にがんばろ？　そのためにまず、たまが用意したこの『インスマウス面』をかぶってもらうお？」


    『月つく読よみ神社』のみんなに、ひとつずつ、その変ちくりんな覆面を配るたまだった。


    　お母さんが当惑して。


    「か、神よ。え？　この覆面、かぶるであるか？」


    「ニコッ☆（きらきら輝く笑顔）」


    「…………」


    　たまの無む垢くな雰囲気に負けて、まじめなお母さんは渋々と、覆面をかぶった。


    　見るだけで何か笑える、魚類っぽい巫み女こさんが誕生した瞬間だった。


    「わぁ、か～わいい♪」


    　たまが嬉うれしそうに。


    「じゃあ、これからは『月読神社』のみんなは邪神を崇拝する謎の教団だからね？　掛け声は『いあ！　いあ！』だお♪」


    「神よ……マジであるか……？」


    「せーのっ、いあ！　いあ！」


    「いあいあ……」


    「声がちいさいお！　もっと元気よく～♪」


    「いあ！　いあ！」


    　半泣きで声をそろえる『月読神社』の面々だった、うわぁ……。


    　そこで、声がぶつりと途切れた。


    　まだ彼らは何か喋しやべってるようなんだけど、こっちまで聞こえてこない。


    「『感じる』能力の効果が終わったみたいですね☆」


    　弥み火かちゃんが残念そうに。


    「これ以上、ここで情報を得ることは無理っぽいです」


    　同時に、『異界』のすべてがいちどおおきく震える。


    　全身がけばだつような、緊張感。


    　さらに校舎のなかから、楽しそうな生徒たちの声が聞こえ始める。


    「『邪神オリエンテーリング』が本格的に始まったみたいですね──さぁ、わたしたちはどうしましょう？」


    　弥み火かちゃんに聞かれたけど、えぇっと、どうしようか。


    「ＴＲＰＧには、漠然としたシナリオはあるけど、基本的に出たとこ勝負です。みんなで、いちから物語をつくっていくものです。まさに、神のみぞ知るってやつです☆」

  



  
     第六話／日常系③神はダイスをふらない


    



    　その日から、わたしと首領さんの交流は始まった。


    　日常生活を送りながら、放課後はモノノベホテルに向かう。


    　そんな毎日だ。


    　とくに何をしているわけでもないのだけど。


    　首領さんと会って、雑談をしながらお茶をして──そんな放課後ティータイムで。


    「『這はいよる混こん沌とんアバオ・アクー』をもつアタシに関わりつづけるだけで、あなたのなかの『神格』は高まっていく」とか首領さんは言ってたけど、意味がわからないし。


    　ときどき、古くさくて重たい剣を磨いたり、振りまわしたりさせられるけど。


    　それも戦いかたを教えるというより、わたしを剣に馴な染じませるというか、剣をわたしに馴染ませるというか……。


    　意識が曖あい昧まいになるときがあった。


    　気がついたら眠っていて、首領さんちのソファに横になってる。


    　そんなことが何度もあった。


    　かなり不安だったけど、いやらしい真ま似ねはされてないと思う──たぶん。


    　そばに、娘だっていう蝦え怒ど川がわさんもいたし。


    　彼女はなぜか常に同室していて、わたしのことを観察するように見ていた。


    　同時に、わたしはいろんな知識を得ていた。


    　それは最初から身体からだのなかにあったのだろうけど、蓋ふたをされたみたいに触れられなかった──でも、徐々に進化の階かい梯ていをあがっている（？）というわたしは、ひとつひとつ、その禁じられた情報にアクセスできるようになっていった。


    　欠落した過去について。


    　わたしが奪ってしまったものについて。


    　月つく読よみ鎖さ々さ美みという、ひとりの女の子について。


    



    
      ×　×　×

    


    



    　そんな生活がつづいて。


    　やがて、『邪神オリエンテーリング』当日となった。


    　首領さんが語るには、そこで起きるある『事件』が、わたしの記憶を『完成』させるらしい──よく意味がわからないけど。


    　わたしは、とりあえずイベントに参加すればそれでいいらしい。


    　釈然としないけど──流されてるなぁ。


    「だいじょうぶですか、日ひ留る女めさん？　顔色悪いですよ？」


    　登校中だ。


    　わたしは自分用の自転車を買ってもらったので、それを漕こいでいる。


    　横合いから、強盗のような目出し帽で顔を隠したお兄ちゃんの心配そうな視線。


    　気の抜ける見た目だからあれだけど、それだけで、わたしは安心できた。


    　かけがえのない、この日常──。


    　失いたくない。


    　でも同時に、罪悪感もあった。


    「ねぇ、今もどっかで見てるの？」


    　宙を見あげて、独りごちた。


    



    
      ×　×　×

    


    



    「『邪神オリエンテーリング』は──」


    　邪や神がみつるぎ先生が──黒板の前、教壇に手をついて。


    「オリエンテーリングという名前のとおり、うちの学校の敷地内を散策する行事だ」


    　桜こノの花はな咲さく夜や学園。


    　わたしの所属する、三年心組の教室である。


    　担当教師は一年生のころからずっと、わたしのお兄ちゃん、月つく読よみ神かみ臣おみ。


    　副担任がこの、あらためて見ると異様にちっちゃいつるぎ先生である。


    　かつかつかつっ、とチョークで意外と可愛かわいらしい丸文字をつらねているつるぎ先生は、授業の補佐と、こういった行事の管理を主に担当していたりする。


    　黒板に、校舎のざっとした地図を描いて。


    「校庭とか、校舎のあちこちに、魔導書が隠されてる」


    　こういうのだ、とサンプルらしい羊皮紙っぽいのをひらひら──魔導書？


    「この魔導書を集めて、これからおまえら全員に配るバインダーフアイルに綴とじていくこと。そんなに量はないし、かさばらないはずだ」


    　ひとりずつ配られたバインダーとやらは、たしかに文庫本ぐらいのおおきさで、持ち運びに難なん渋じゆうすることはなさそうだ。


    「魔導書なんて名前だが、書いてある内容はただの文章だから安心しろ」


    　いししししっ、とつるぎ先生は悪いた戯ずら小僧のように笑って。


    「魔導書には、これからこの学校で起きる『事件』についての『真実』が書かれている」


    　えぇっと……。


    「魔導書をすべて集めれば、その『事件』についてのすべてを理解することができる」


    　つるぎ先生は片目をつむって。


    「あたしも、公平にその『事件』の内容は知らされていない。あたしもオリエンテーリングに参加すっからな」


    　楽しそうなのは、行事の運営なんて面倒くさいことはせず、遊び回れるからか。


    　じゃあ、だとしたら──このイベントはいったい誰が管理するんだろ？


    「オリエンテーリングは桜こノの花はな咲さく夜や学園の敷地内で行われる。つっても広いからな、ばくぜんと探索する場所の目星はつけてある」


    　地図が描かれた黒板を指示棒で指し、つるぎ先生は得意げに。


    「校内はまず、おおきく三つのエリアにわけられる。『教室棟』『特別棟とプールと体育館』『部室棟と校庭』──」


    　それぞれ白、赤、黄のチョークで塗りわけている。


    「それぞれのエリアに三つずつ、合計で九枚の魔導書が隠されている。探すべき場所はそれぞれヒントが提示されてるから、無駄に歩き回る必要はねーぞ」


    　この学校の敷地はばかに広いから、迂う闊かつに行動すると冗談じゃなく遭難する。


    「ちなみに、魔導書をすべて集める必要はない。このオリエンテーリングの勝利条件は、『事件』を阻止すること」


    　可愛かわいらしい顔をがんばって怖こわそうなものにして、つるぎ先生。


    「集めた魔導書に記述された情報から、おまえらは各々で『真相』を推理しろ。そして『事件』を阻止できれば、勝ち。負ければ──っと、書いてねーな」


    　つるぎ先生はチョークでカラフルになった指先で、メモ用紙を取りだして。


    「えーっと、ご褒ほう美びもあるぞ。見事、『真相』を明かし『事件』を阻止できたものには、来るべき新世界の住民となる資格が与えられる──って、何だこりゃ？」


    　手の甲で頰ほおを拭ぬぐって、ぷにぷにの肌にチョークの色をのせちゃいながら。


    「あぁ、ひとつ気をつけろ。あたしたち、『真相』を求めるものたち──探索者は妨害を受ける可能性がある。罠わなや、邪魔してくる敵だな」


    　けっこう異常なことを言ってる気がするけど、なぜだか周りを見ても、教室の誰もその発言を変だと思ってない感じ。


    「だから、なるべく協力しあったほうがいいぞ。目星をつけたとはいえ、うちの学校は広いからな、移動するだけでたいへんだ。手分けしてそれぞれのエリアを探索してあとで集合して情報交換～とかがいいかもな」


    　とか言われても、わたし、友達いないしなあ。


    　知りあいだし、協力できるかな、と蝦え怒ど川がわさんを見たけど──相変わらず嫌われてるらしく、わかりやすく「つーん」とそっぽを向かれた。


    「でてくる敵と戦ってもいいけど、基本的に勝てないらしい」


    　当たり前のように、非常識なことを。


    「クトゥルー神話において、人類はかんたんに滅ぼされる脆ぜい弱じやくな存在でしかない。そんな神やその眷けん属ぞくからは、あたしたちは逃げまどうしかない」


    　脅おどかすふうでもなく、真しん摯しに。


    「だから、知恵と勇気をふりしぼって、恐ろしい存在たちを回避しながら『真相』に辿たどりつく、って感じになるだろーな──いししししっ、ホラー小説だなぁ」


    　何が面白いのか、笑いながら。


    「まぁ、だいたいはそんな感じだ。質問はねーか？　詳しい説明とかは配ったプリントに書いといたから、読んどいてくれ」


    　面倒くさくなったのか、切りあげて、つるぎ先生はにんまり笑った。


    「じゃあ、チャイムが鳴ったら始まりだから、それまでは各自──周りのやつと話すなりあたしに質問しにくるなりして時間つぶしとけ。始まったら好きに教室からでて、魔導書を求めて走り回ればいい」


    　太陽光線みたいに真っ直すぐな、ときどき見せる笑顔で。


    「まぁ、何はともあれ楽しめよ。物語は、おまえらがつくるんだ」


    



    
      ×　×　×

    


    



    　もちろん、これは後から聞いた話である。


    



    「るる～ん♪」


    　奇妙な笑い声（？）を響かせながら、ヴィシュヌは桜こノの花はな咲さく夜や高校のすぐそば──。


    　マンションの屋上、落下防止用の柵に腰かけている。


    　相変わらず大学生ぐらいの見た目で、それは鎖さ々さ美みさんが常に『徳』を供給してくれて、ちからが豊富にあるおかげだ。


    　いま『異界』へと変へん貌ぼうした桜ノ花咲夜学園を外から見据え、思案げに。


    「いかに吾われが全知全能とはいえ、外からでは『異界』の内実を窺うかがい知ることはできぬか──だが内部に踏みこめば取りこまれ、利用されるやもしれぬしの」


    　観察者は、観察することでその世界観に関わってしまう──シュレーディンガーの猫だ。


    　それを待ち受けて、悪意ある何者かがこちらのちからを奪おうとする可能性もある。


    　ギリシア神話が起こした『現代のトロイア戦争』で、太陽神アポロンに支配されてしまった邪や神がみつるぎのように。


    　弱じやく肉にく強きよう食しよくの原始の神話、印度インド神話に慣れ親しんだヴィシュヌにとって、常識だが。


    「日本神話は、世界でも例を見ないほど優しい神話──戦争の記述はほとんどなく、それすら相撲とかで決着をつけておる。悪意のあるものなどおらぬ。いても異国のもの、ならば吾われが排はい斥せきするのもお節介ではあるまいよ。と思っておったのだがの……」


    　頰ほおに手を当て、溜ため息いき混じりに。


    「日ひ留る女めと鎖さ々さ美みの願いは叶かなえた。もう祖国に帰ってもよいのじゃがの──何かが引っかかる。とはいえ、この権現アバターでは能力が限定される」


    　己おのれの現状を口にだし、余計なことはするまいよ、と戒いましめながら。


    「そも、願うものがいなければ吾は何もできぬ──あまり他国の事情に首を突っこんでは、またこの国の可愛かわいらしい太陽神に叱しかられてしまうかもしれんしの」


    　先日の出来事を思いだし、むしろ楽しそうに「るるる～ん♪」と笑うと。


    　囀さえずりの声を響かせながら、一匹の小鳥が肩にとまった。


    「吾のガルーダよ、『異界』のなかを調べてきてくれよったか」


    　それはヴィシュヌの下僕にして親友であり、かつて悪徳オカルト結社『アラハバキ』に所属していた『翼将ガルーダ』の変化した姿である。


    　この忠実にして強大な『神々』は『改変』の影響を受けにくい。


    　ゆえに、『異界』に染まることも恐れずに侵入し、調査ができる。


    　その報告に耳を傾けて。


    「ふむ、『アラハバキ』が動いておるか──あの組織は衰退したと思っておったがのう、息を吹きかえしたか、あるいは蠟ろう燭そくの最後の煌きらめきかえ……」


    　そこまで語ってから、申し訳なさそうに。


    「すまぬの。吾の命令が優先されるとはいえ、もしかすると──おぬしはかつての仲間たちと刃やいばを交えねばならぬかもしれぬ。吾の我わが侭ままに付きあったせいで、の」


    　ちちち、とガルーダは微動だにせず、優しく鳴いた。


    「まぁ、ただのゲーム──お遊びで終わればいちばんじゃがの……」


    　そこまで語ってから、気配を感じて「む？」と後ろを振り向く。


    　視界に広がるのは、血で染めたような、不気味な深紅のウエディングドレス──。


    「これはこれは、珍しい客じゃの」


    　ヴィシュヌはにんまりと笑った。


    　嬉うれしくて堪たまらない、というように。


    「──おぬしは吾に何を願う？」
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     第七話／闇からの呼び声


    



    　瞬間だった。


    　わたしたちの正面に怪しい輝きが[image: ]あふれ、それは見る間に収縮して──。


    　ひらひらと舞う、一枚の古ぼけた紙切れになった。


    　怪奇現象だが、こういうのには慣れている。


    「きゃっち☆」


    　弥み火かちゃんも動じずに、それを空中で摑つかみとった。


    　そのまま、どこからともなく取りだしたバインダーフアイル（表紙にはおどろおどろしい文字で『ネ


    クロノミコン』とか書かれている）に、その羊皮紙みたいなのを綴とじこんだ。


    「安心してください、鎖さ々さ美みさんのぶんもちゃんと持っててあげますからね☆」


    　横ピース☆をした弥火ちゃんは、もう一冊『ネクロノミコン』を取りだし、そちらにも同様に羊皮紙をファイルしてくれる。


    　彼女の説明によると、この羊皮紙＝魔導書を集め、学校で起きている『事件』とやらを阻止するのがわたしたちの目的になるっぽい。


    　人間の皮でできたような不気味な『ネクロノミコン』は湿気を吸っているのか、涙を流しているようだった。


    　気持ち悪いが、そのなかに収まった魔導書に目をとおすことが、この不可思議な現状を動かす唯一の手段なのだろう。


    　弥火ちゃんに抱っこされたまま、わたしは羊皮紙の内容を読む。


    【『氾はん卵らんの邪神シュブ＝ニグラス』の魔導書①／校内には邪神崇すう拝はいをする謎なぞの教団が徘はい徊かいし、我々＝探索者の妨害をしたり、襲おそってきたりする。彼らの目的は不明。その正体も不明】


    　と書いてある。


    　弥火ちゃんの説明が事実なら、『事件』を解き明かすヒントのはずなのだけど。


    「ん～、一種類の魔導書につき三段階の『真実』が明かされていくって話ですし。一枚目じゃあ、取っかかり程度の情報しかありませんね」


    　無邪気な雰囲気のまま、弥火ちゃん。


    「わたしたちは、この邪神崇拝の教団の正体が『月つく読よみ神社』のひとたちであること、彼らが邪や神がみたまと協力して何かをしていること──なども知ってますね。こういった情報や自分の知識、推理を組みあわせて『真相』を解明するって感じです☆」


    「むむむ」


    　ＲＰＧというより謎なぞ解きアドベンチャーな感じなのか、頭使うタイプのゲームはそんなに得意じゃないんだけど……。


    「ここではもう情報収集はできませんし、移動しますか？　あのひとたちに見つかったらやばい気がしますし──邪神崇すう拝はいの教団って、クトゥルー神話では見つかったら生いけ贄にえとかにされちゃうやばい連中ですよ？」


    　お母さんたちだし、そこまで危ない真ま似ねはしないと信じたいけど。


    「あ、ちょっと待って～」


    　不意に、たまがこちらに視線を向けて──艶えん然ぜんと笑った。


    「『不用意に邪神崇拝の教団のそばで情報収集をしてしまった君たちは、彼らに気配を勘づかれてしまうかもしれない。一〇〇面ダイスをロールせよ。30以下の出目なら君たちは発見されてしまう』──だって」


    　何かのメモを読むように、そんなことを言いはじめた。


    　えっと相手はお母さんたちだし、このゲームを支配してるのはたまだし、危なそうなことは回避できたらいいんだけど……。


    「だめだお」


    　こっちの心を読んだように、たまが「むうっ」とくちびるを尖とがらせた。


    「公平にしなきゃいけないの、そういうルールだもん。だからママりんたちも言うこと聞いて、たまのお願い──ぱちんっ☆　ぱちんっ☆」


    　やたらウインクされた。無駄にセクシーだ。


    　まぁ、わたしたちだけ特別扱いっていうのもずるいか──たまの目指すのは、神も人間も平等に暮らせる世界。


    　ならば、それを尊重しよう。


    「仕方ないですね」


    　弥み火かちゃんも同じ気分なのか、肩をすくめて。


    「30以下ならまぁ、確率三分の一ですし、運がよければだいじょうぶかな？」


    　弥火ちゃんがダイスを取りだして、ぽいっ。


    「ころころ──成功ですっ☆」


    　ばっちりピースサインをしてくれる。


    　頼りになるなぁ。


    「待って～」


    　たまが申し訳なさそうに。


    「ごめんね、これは全員がダイスロールをしなきゃだめなの。そこの弥火ってひとが気づかれなくても、ママりんが発見されたらどっちも見つかる──みたいな」


    　え～……。


    「ちなみにぃ──制限時間以内にダイスをふらない場合、強制的に失敗だお？」


    　逃げ場を奪われたので、えぇい、覚悟を決めるしかないか……。


    「じゃあ、もう。仕方ないな──」


    　わたしはダイスを出現させ、それを弥み火かちゃんに頭にのせてもらうと（やたら楽しそうだった）「えいっ」と気合をいれてふった。ころころ……。


    　出目は、12。


    　うそっ、失敗!?


    「『残念、ロールに失敗してしまった君たちは邪神崇すう拝はいの教団に発見されてしまった！』」


    　たまがメモ書きを読みあげるように。


    　横で弥火ちゃんが「げっ、わたしも？」という顔をしてた。ごめんね。


    「『君たちは邪神崇拝の教団を見てしまったため、口封じのために襲おそわれてしまう！』」


    「み、見てない！　何も見てないよ～！」


    　必死で叫んだが、やばげな覆面をかぶった『月つく読よみ神社』のみんなが──唐突に壁が取り払われたみたいに、こちらに気づいてぎょっとした。


    　たまが知らせたのだろう、ダイスロールに失敗したわたしたちの存在を彼らに伝えることが、彼女の『唯一神ゲームマスター』としての役目だ。


    「ぬ。そこに誰かいるな」


    　お母さんが覆面のせいで前が見えにくいのか、ふらふらとしながら（可愛かわいい）こっちに視線を向ける。


    　わたしは必死に。


    「お、お母さん！　わたしわたし！　わたしだよ～!?」


    「ぬ？　うさちゃんの知り合いなどおらぬぞ──あと『わたし、わたし！』と名乗らずに主張する電話とかは詐さ欺ぎだから気をつけるようにと、留る座ざに言われてるのである」


    「こういうときだけきちんとしてる!?」


    「その喋しやべりかたは──」


    　霊視をしたのか、お母さんはこちらの正体に気づいたようだった。


    「ささみか、畜生道にまでおちるとは我わが娘ながら嘆なげかわしい」


    「その話はいいから、とりあえず襲わないで！」


    「すまんが、神が定めた条理ルールである──わしの一存で曲げるわけにはいかぬ。特別扱いはできん。勝手に自分の人生を放り投げるような愚かな真ま似ねをしたおまえに、すこしお灸きゆうを据すえてやらねばならんしな」


    　うう、それを言われるとつらい……。


    　でも、わたしは日ひ留る女めちゃんに人生を譲ったことを、愚かなことだとは思わない。


    　常に「これでよかったのかな？」という疑問はつきまとうけど、わたしが我慢して他の全員が幸せになるなら、それで──。


    「母が産みだしたその命、粗末に扱う馬鹿娘よ──とくと悔やむがよい」


    　久しぶりに恐ろしい雰囲気になったお母さんが、地面に指を置いた。


    　同時に、鮮血のような色が屋上の床を這はい回り、ひとつの魔法陣を形成する。


    　基本的に神式の呪じゆ術じゆつを用いるお母さんには珍しい、西洋魔術風の召しよう喚かん陣じんだった。


    　この『異界』のなかだけで使える、特別なちからなのかもしれない。


    「ルールに従い、『妖よう怪かい』を召喚する。この『異界』では何と呼ぶのだろうな、『クリーチャー』か？　『邪神の眷けん属ぞく』であるか？」


    　慣れない感じに印を刻み、お母さんが片手をあげる。


    　同時に魔法陣の中心に亀裂が走り、その奥から名状しがたい何かが這いだしてくる。


    　それは、わたしがこれまで見たことのない──日本神話はもとより、世界各国の神話の類型にけして収まらない、奇妙な存在だった。


    　擬音で表現するなら、でろん、だ。


    　あえて似ているものをあげるとしたら、クラゲだろうか。


    　あとは、ＲＰＧの雑魚キャラとしてよく登場する、スライムとか──。


    　でも、それは見あげるほどに巨大で、威圧感があった。


    　大型トラックほどの体長をした、不定形の、人肉色をした不気味な化け物である。


    　身体からだの各所に、コウモリのような羽根や、長い爪つめの生えた腕、眼球が無数にあった。


    　そいつは異様に人間らしい仕草で身をよじると、不意に。


    　──テケリ・リ！　テケリ・リ！


    　としか表現できない、耳を劈つんざくような爆音で吼ほえた。


    「おぉ、ショゴス」


    　弥み火かちゃんが感心したように。


    「ショゴスっていうのはクトゥルー神話に登場する怪物で、重労働をこなすために『古いにしえのもの』っていう神様っぽいのに創造された奴隷なんです。でも後に反乱し、進化し──なんと、人類のご先祖さまになったって設定なんですよ☆」


    　無駄に詳しいなぁ……。


    「『勉強が得意な優等生、でもちょっとドジ』な布ふ津つ野の弥火ですから☆」


    　その、ときどき口にする二つ名みたいなのは何なの？　キャラ設定？


    　とにかく、相手はいかにもやばそうだ──この『異界』のなかでは『改変』もできないから、護法少女に変身して戦闘、という選択肢はない。


    　に、逃げなきゃ……。


    「あ、待って。うんとね」


    　たまが一目散に去ろうとするわたしたちを慌てて制して、ほんわか。


    「えっとぉ──この場合はっと、ふんふん～♪　あっ、わかった『この世の常識では理解できない恐ろしい怪物を目撃してしまった君たちは、「正気度」ロールをせよ』だって♪」


    　説明書を読みながら、初心者ががんばってる感じだなぁ。


    　だいじょうぶか、ゲームマスター。


    　ていうか。


    「べつに、ごめん──とくに怖こわくはないんだけど、そいつ」


    　長い耳をぴくぴくさえて、わたしは言ってみた。


    　最初はちょっとびっくりしたけど、『妖よう怪かい』とかはわりと見慣れてるしなぁ。


    「だぁめ」


    　たまが申し訳なさそうに首をふるふる。


    「ママりんたちは、設定としては『ふつうの高校生』なの。だから、こういう怪物は見たことないの──ぱっちん☆　ぱっちん☆」


    　ウインクうぜえ。


    　とまれ、『唯一神』に言われたなら仕方ない──わたしたちは『正気度』ロール。


    　これは、現在の『正気度』（わたしの場合は42）以下の出目がでれば成功。


    　この『正気度』がゼロになったら、わたしたちは文字どおり正気を失い錯さく乱らんし──恐怖に支配されてしまう、のだろう。


    『正気度』ロールに失敗すれば、直面した恐怖体験にもとづくだけの数値、『正気度』が減少するみたい。


    　つまり、恐怖に触れるごとに『正気度』は目減りし、ロールに成功しにくくなる。


    　幸い、まだ初期値だったおかげか、わたしたちは危あやうげなく成功。


    　その間にも、ショゴスはこっちに近づいてくる。


    　屋上は広いが、相手がでかすぎる──呑のん気きにしてたら踏みつぶされちゃうな。


    　でも、出口はショゴスを挟んだ向こう側だ。


    　逃げるにせよ何にせよ、あいつを避けてはとおれない。


    「と思ったら大間違い！　『おお番くるわせの布ふ津つ野の弥み火か』ですから☆」


    　弥火ちゃんがおもむろにわたしの可愛かわいらしいおなかを「むぎゅう」と片手で摑つかむと、たまのほうを見て宣言した。


    「『投げる』ロールをしてもいいですか？」


    「ん？　ん～、ＯＫだお？」


    　たまが言うと、弥火ちゃんは力強く頷うなずいて「ころころ……成功です☆」と笑った。


    　あの待って、いま『投げる』って言っ──きゃああああっ!?


    　弥火ちゃんがプロ野球選手みたいなきれいな動作で、わたしをぶん投げた。


    　動物虐ぎやく待たい！


    　わたしは放物線を描いてショゴスの真上を通過──その全身の眼球がこっちを一斉に見てくるのがわかって、びびる。


    　まさか弥み火かちゃん、わたしをこのグロいのに食わせてるうちに、自分だけ逃げ──。


    「同時に、『殴なぐる蹴ける』ロールをします！」


    「いいよ～♪」


    　弥火ちゃんの緊迫した声に、たまの呑のん気きな声が重なる。


    　同時に弥火ちゃんは「ころころ……これも成功☆」と相変わらずの出目のよさでダイスロールに成功し、迅じん雷らいのような速度で走って……。


    「弥火ちゃんキック☆」


    　いかづちのように、躊ちゆう躇ちよなくショゴスを蹴りつけた。


    　もちろん、相手は巨体で弥火ちゃんは小柄だ──ダメージどころか、揺るぎもしない。


    　ショゴスが小生意気な女の子に気づいて、怒ったのか全身をぶくぶくと沸ふつ騰とうさせる。


    　その全身の眼球が弥火ちゃんを捉え、じりじりと迫っていく。


    　狙いを弥火ちゃんに変更した──。


    「今のうちです、鎖さ々さ美みさん！」


    　弥火ちゃんが横ピース☆して宣言した。


    「ここは、わたしに任せて先に行ってください！」


    　いや、あんたが無理やりここにつれてきたんじゃないか──と思ったけど、それを言うほど空気が読めなくはないので。


    「で、でも弥火ちゃん！」


    「フフフ、ちょっとは格好つけさせてください。ここが、わたしの見せ場なんですから。わたしの役割プログラムは、この『異界』にあなたをつれてきた時点で完了しちゃいましたし──まぁ、ショゴスから助けるのはちょっとしたサービス、ってか罪つみ滅ほろぼし？」


    　相変わらず、意味のわからんことを言いながら。


    「では、楽しんでくださいね──鎖々美さん。まだ誰も目撃したことのない、新しい神話を。……この世界を、頼みます☆」


    　にっこり笑うその姿を、どこかで見たことがある気がしたけど。


    　思いだせないうちに、わたしは投げられた勢いのまま「ぼてんっ」と床に激突し、そのまま開きっぱなしの屋上の出入り口を通過して階段を転げ落ちていった……。
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    　ごろん、ごろん、と転がって。


    　階段の上──屋上を見あげたけど、そこで行われているだろう弥火ちゃんＶＳショゴスの戦闘音すら聞こえてこない。


    　しんと静まりかえった廊下で、しばし仰向けになってから、ゆっくり身を起こした。


    　うさぎの視点で見る学校は、すべての縮尺が巨大になった異世界のようで──すこし、落ちつかない。


    　すぐそばには、弥み火かちゃんがついでに投げてくれたのか、もしくは自動的についてくるのか、『ネクロノミコン』とかいう例のバインダーが転がっていた。


    　なかには、先ほど得た魔導書と、生徒たちにはあらかじめ配られているらしいプリントなどが、きちんと収まっていた。


    　そのひとつ、地図を見るかぎり──屋上は魔導書を捜索するためのエリアから外れてる。


    　出入り禁止になっているのか、階段にのぼろうとしても見えない圧力にふわりと包まれ、押し戻されて、近づくこともできない。


    　だから、さっきの屋上での一件は、かなり突発的イレギユラーな事態だったのだろう。


    　弥火ちゃんとの出会いも含めて、それが吉とでるか凶とでるかも判断できない。


    　しかし、あらためて──あの布ふ津つ野の弥火という女の子は、何者だったんだろう？


    　初対面とは思えない気安さだったし、見覚えがある気はするんだけど、記憶にない。


    　そもそも交友関係が狭いわたしだ、顔見知りが少ないんだから、会ったことがあるなら覚えてないわけがないんだけど。


    「うう」


    　とりあえず投げられ床にぶつかり階段を転げ落ちた痛みはリアルで、わたしはしばし身動きできずに悶もだえた。


    　貧弱な身体からだだけど、借りものだし、文句も言えない。


    　むしろ怪け我がをさせちゃって、肉ちゃんごめんなさいだ。


    　いろんなひとに迷惑をかけている。


    　守られて、救われている。


    　わたしは、それなのに──ひとつでも、みんなに何かを返せただろうか。


    　振りまわして、傷つけて、困らせているだけなんじゃないか。


    　あぁ、だめだ。


    　さっきまでは弥火ちゃんがいっしょにいてくれたから、ドタバタしちゃって考える余裕もなかったけど、ひとりで取り残されてしまうと──嫌な思考ばかりが渦巻いてくる。


    　死んじゃいたいな、とまでは思わない。


    　それは、わたしを助けてくれたひとたちへの裏切りだ。


    　がんばりたくないけど、すべてを放棄したいわけじゃない。


    　でも、悔しいよ。


    　無力な自分が、歯がゆいよ……。


    「よいしょ」


    　ふわりと、背後から抱きあげられた。


    　まったく気配がなかったので「うひゃ!?」とわたしは驚き、顔をあげる。


    「おっす」


    　そこに、可愛かわいらしい──無邪気な笑顔のつるぎがいた。


    　見慣れた、白衣＋普段着と、つっかけの、教師としてのつるぎ。


    　髪の毛は頭のうえでまとめられ、小脇に『ネクロノミコン』を抱かかえている。


    「つるぎ」


    　何だかその笑顔に安心してしまって、わたしは泣きそうになった。


    　つるぎは「いししししっ」と声をあげて笑うと。


    「まぁた難しい顔してやがんな、悩め迷えよ青少年──とはいうけど、おまえはちっと考えこみすぎだな。あたしが若いころなんて、もちっとテキトーだったぞ」


    　いや、いまもテキトーだろと言いそうになったけど──そう見えるだけで、彼女はいつも一生懸命な、根っこのところでは真ま面じ目めなひとだってわかってる。


    　悩んで、傷ついて、それでも笑顔。


    「ん？　この先には進めねーのか、ってかおまえどこから入ってきたわけ？」


    　ぺたりと、屋上へつづく階段へと手を触れて、しばし動かしてから──つるぎは不思議そうに小首を傾かしげた。


    　わたしはそんな彼女に、弥み火かちゃんとの出会いからここまであったことを、語った。


    　ひとりで抱えこむのはつらかった。


    　頼って、甘えてしまいたかった、そんな自分が情けない。


    「わたし、どうすればいいのかな──わかんなくなっちゃって」


    　うまく喋しやべれない。


    「これで良かったのかなって、いつも考えちゃうんだ。ちゃんと前に進めてるのか、他に正解があったんじゃないかって。だって、いつも何してもおかしなことになるよ、みんなが不幸になってくだけだよ。わたし、恥ずかしいよ」


    　気がつけば弱音を吐いていた。


    　いつも、何かをするまでに延々と悩んで、そのうちに時間切れになる。


    　勇気をだして踏みだしたら、見当ちがいで。


    　わたしは、傍はたから見るとずいぶん焦じれったくて、苛いら々いらするだろう。


    　日ひ留る女めちゃんに立場を譲ったときだってそうだ。


    　わたしは綺き麗れい事ごとの正論で、彼女のためにって、すべてを手渡した。


    　でも、ほんとは安易な道を選んだだけだ。


    　誰も傷つかない、幸せになれる、そんなヴィシュヌさまの言葉を信じて──失うのが自分だけならそれがいいって、周りのみんなにあわせただけだ。


    　みんなに嫌われたくなかっただけだ。


    　我わが侭ままに生きるのが、怖こわかった。それで独りぼっちになるのが嫌いやだった、みんなに見放されるのが──それなら、わたしは『わたし』を蔑ないがしろにしてもよかった。


    「むに～ん」


    　つるぎは何を思ったのか、わたしのおなかを引っぱった。


    　楽しそうに笑って、つるぎは仕方ないなぁというふうに。


    「おまえさぁ、何度も言ってるけどよ──あんま、独りで何でもかんでも抱かかえこむんじゃねーよ。そんなん、潰つぶれちまうよ」


    　母親が赤ん坊をあやすように、わたしを抱いたまま。


    「あたしも、むかしそうだったよ。何もできなくて、重い責任だけがあって、失敗ばかりで、弱音ばかりだったよ」


    　かつて、この国の太陽だった彼女は。


    「神様だってそうなんだ、人間なんてもっとたいへんだ。だから、おまえはちっとも情けなく思う必要なんてねーんだぜ？」


    　優しい声音で、勇気づけてくれる。


    「がんばれ、でも無理だけはすんなよ──何千年もかけて、あたしが得たのはその言葉だけ。でも、それだけでけっこう世界はふつうに廻るもんだ。おまえは怠けてない、口ほどがんばってないわけじゃない、焦あせることはない。おまえ、よくやってるよ」


    　つるぎはわたしを正面に持ちあげて、目と目をあわせる。


    「つか、何か悩んでんなら、頼れよ。いつも言ってんだろ──そのための、邪神三姉妹あたしたちだ。ひとりの人間には重すぎる宿命を、ちょっとでも一緒に背負ってやるための……。相談してくれないのが、いちばん寂しいよ」


    　つるぎ……。


    「なぁんか、ずいぶん前にも似たようなこと言ったよな？」


    　そのまま、わたしを頭のうえにのせてくれて、「むふん」と腕組みすると。


    　そうだ、わたしが『肉にく腫しゆ』の企くわだてでお兄ちゃんと引き離され、引きこもっていた部屋から飛びだして、でも動けなくなったとき。


    　彼女が、気がつけばそばに立っていたのだ。


    　そして、わたしを励まし、導き、思ってもいなかった破は天てん荒こうな──神様らしい方法で、わたしを救ってくれたのだ。


    「なぁんか最近は異国の『神々』とかよー、『アラハバキ』とかよー、とんでもない連中がゴタゴタを起こすから、あたしらも手が回ってないところがある。負けつづけ、失敗しつづけだ、だから謝るのはあたしたちなんだよ」


    　すこし申し訳なさそうに、つるぎは苦笑い。


    「でもな、うじうじすんのは性にあわない──考えるのは、楽ちんだ。誰にでもできる。でも、それで世界は変わらない。だから、あたしは行動する。いつだって。全員が自分にできることを少しずつでも進めれば、道は切り開けるもんだよ」


    　歌うように。


    「いつか、全員が幸せに、何不自由なく暮らせる世界がくる。まだ、世界は未完成だけど。だからこそ、全員ががんばらないでもいい未来のために、今、全員ががんばるんだ。それが人生だ。失敗ばかりでもいいよ、正解しかないなんてつまんねーよ、生きてないってことだよ」


    　つるぎの体温が伝わってきて、わたしの心まで染み入ってくる。


    　彼女はいつだって、あったかい。


    「あたしは、何千年も回り道してようやくそう思えるようになった。おまえ、まだ十八歳だろ。人生を一日に喩たとえれば、まだ朝陽が昇ったところなんだよ。顔洗って、朝飯食って、人生を始めようぜ」
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    　つるぎと合流したわたしは、俄が然ぜん、心に余裕ができた。


    　とはいえ巻きこまれただけだし、何やらきな臭い空気も感じるし、あまり積極的にこの『邪神オリエンテーリング』に関わりたいわけじゃない。


    　でも、弥み火かちゃんはわたしをこの『異界』につれてくることが自分の役割です、的なことを言っていたし。


    　何やらまた、わたしを利用して妙な企くわだてをしている誰かがいるかもしれず、放っておいてほしいけど──身に降りかかる火の粉は払わなくちゃいけない。


    　つるぎとしては、たまが生まれて初めて自分で企画したこのイベントを、授業参観のように嬉うれしくも心配しながら見守ってるみたいだけど。


    「しかしまー、この学校も広いよなー」


    　教師のくせに校内についてあまり知らないのか、いちいち『ネクロノミコン』から地図を取りだして、つるぎが唸うなる。


    「迷子になっちまいそうだよ」


    　まぁ実際、桜こノの花はな咲さく夜や学園の敷地は広い。


    　ちょっとした大学ぐらいはあるんじゃないか──基本的にモダンで華やかな雰囲気の景色が並ぶ、古めかしいけど趣おもむきのある学校だ。


    　制服が可愛かわいいし校舎もお洒しや落れで、でも偏差値は低めだから気軽に入りやすい、わたしのような勉強にちょっと自信ないけどイイ感じの青春送りたいものには最適っぽい。


    　とはいえ少子化のあおりをくらってるし、公立に比べてやっぱり学費はお高た価かいので、生徒数はそんなに多くない。


    　広い校舎を持て余すように、合計で九クラスしかない。


    　その十倍は入りそうなぐらい、教室は多いんだけどね。


    　だからいつも──がらん、としていて、すこし物寂しい学校だ。


    　とはいえ今は行事に参加している生徒たちがどたばたと走り回り、すこし賑にぎやかだ。


    　きれいなピンク色の制服が乱れ舞うさまは、桜吹雪みたい。


    　わたしたちが歩いているのは『教室棟』エリアで──一階～三階にそれぞれの学年ごとにわかれた教室、それに付属する職員室、あとは倉庫などがある。


    　屋上はふだんから立ち入り禁止で、一階には食堂がある。


    　シンプルな構造だから把握しやすいけど、特別な施設もそんなになく、どこから探索していいものかちょっと悩む。


    「あれ……？」


    　どうしたもんかと思っていると、わたしは違和感をおぼえた。


    　ようやくこの『異界』にも慣れてきたらしく、感覚器が働くようになってきたのだ。


    　というか、もっと早く気づけよという話だが。


    「暗い……？」


    　廊下に灯りはついているが、何だか全体的にどよんとしている。


    　窓の外を見て驚いた──真っ暗だ。


    　星と、月が輝いている。


    　虫の音なども響いていて、これはもう、夜だ。


    　まだ早朝で、むしろこれからどんどん明るくなっていくはずなのだけど──闇やみはゆっくりと深みを増し、空気も冷えていく。


    『改変』されている生徒たちはこれに気づいていないらしく、楽しそうにお喋しやべりしながら通過していくけど、わたしとつるぎは驚いて立ちどまり──窓の外を注視した。


    　ちなみに、この『異界』ではわたしたちは一般人扱いだけど、記憶、心のみは無意識的に防護できているらしく、他の生徒たちのように『異界』に違和感をおぼえないわけではない。


    　心は、人体における『異界』といってもいい。


    　そこは、神妙にして不可侵な、わたしたちの最後の砦とりでだ。


    　霊能力を発揮して身体からだの外に影響を与える、つまり『改変』はできないけど──わたしたちは『わたしたち』のままだ。


    「夜？　あれ、変だな？」


    　わたしが耳をぴくぴくさせながら言うと、つるぎが「あっ」と思いだしたように。


    「そういや、何かそれについてはあたし知ってるかも──えぇっと、あんまやる気ないからあたし、『邪神オリエンテーリング』始まってからはテキトーにぶらついてたんだけど」


    　持っていた『ネクロノミコン』を開くと、そこにはわたしの得たものとは色違いの魔導書がファイルされていた。


    「トイレに行ったらたまたま見つけてなぁ──一瞬『青い紙、赤い紙』かと思ったよ」


    　爆笑してるけど、ごめん、世代がちがうジエネレーシヨンギヤツプから面白さがわかんない。


    「まだ一枚だけだから、たいした情報は書いてないけど」


    　そこには、【『魔海の邪神クトゥルー』の魔導書①】と書かれている。


    「クトゥルー……」


    「ややこしいが、『クトゥルー神話』にはいわゆる『クトゥルー御おん大たい』とか『おおいなるクトゥルー』と呼ばれる『邪神』がいるんだよ。ちなみに、今回はクトゥルー神話だっつうから、あたしも調べられるだけ調べたんだけど」


    　何だったけな、と思いだすように。


    「『魔海の邪神クトゥルー』は代表的なクトゥルー神話の『神々』──旧支配者グレート・オールド・ワンの一柱で、ムー大陸とかで信仰されてたらしい。見た目は巨大なタコというか何というか……今は何か熟睡中らしいが、星せい辰しんが正しくなれば目覚めて地球の支配者になっちゃうらしい。星辰ってのはよくわかんねーけど、時代とか時期とか、そんぐらいの意味」


    「何か、日本神話とかギリシア神話とかと見比べると、神様っぽくないというか……」


    「まぁ、基本的にクトゥルー神話の『神々』は宇宙怪獣というか、外の宇宙から地球にやってきた侵略者というか、化け物クリーチヤーって感じだからな。あまりにも強大すぎて、神と呼ぶしかなかった的な。ゴジラ的な」


    　つるぎが真ま面じ目めな表情で、語る。


    「理解できない、超越的なものを畏おそれる。それは本来の、原始的な信仰のかたちだ。太陽や、大地や、大自然を──人智のおよばぬ偉大ななにがしかを、人々は神と呼んだ」


    　ときどき見せる、浮き世離れした雰囲気で。


    「困ったときの神頼みってのもそうだな。運命っていう人間にはどうにもできないもんを、神聖視し──祈ることで、変更しようとする。それは運命の擬人化みたいなもんだ」


    　話が逸それたな、とあらためて彼女は魔導書を見据える。


    　そこには、こんな『情報』が記されていた。


    【学園内の時間が逆行している？】


    「逆行？」


    　うまく理解できずに、わたしが首を傾かしげると、つるぎは腰に手を当てて。


    「要するに、時間の流れかたが逆向きになってるんだろうな。窓の外を見るかぎり──朝から夜へ、夜から昼へ、昼から朝へ……。時計の針も逆向きに動いてるみたいだし」


    　時計、持ってないからわかんないけど。


    　どうぶつは、こういうとき不便だ。


    「ふつうに逆行してるんじゃないな、ゆっくり時間の流れる速度もあがってる気がする。早朝から夜、に変化するにしても早すぎる。十分ぐらいで、三時間は逆行してる気がする。このままいくと、世にも珍しい昼が明けるなんて事態が見られるかもだぞ」


    　太陽が逆から昇ってくる──有史以来、人類が見たことない景色だろう。


    　つるぎは目を細め、じっと月の動きなんかを観察して。


    「たぶん、この『異界』のなかだけだな、時間の逆行が発生してるのは。さすがに全世界を同時に『改変』すんのは大変だし──この『異界』のなかだけなら、やりようはある。浦島太郎の竜宮城も『異界』だが、時間の流れがおかしかったのはその内部だけだったろ？」


    「でも、そんなことが可能なの？」


    「可能不可能でいうと、たぶん可能だぞ──時間は空間や心と同じぐらい扱うのが難しいもんで、科学が解明できないまさに神の領域だが、逆に言えば神ならできる」


    　マジで規格外の、『神々』という存在と関わっていることを自覚し、ぞっとする。


    　ちっぽけな人間が、彼らの行うことについて何ができるだろう。


    　まぁ、今のわたしはそういえば神様ではあるのだけど、下っ端だしなぁ。


    「歴史を『改変』する能力をもつあの玉たま藻もの前まえだっけ──あいつの能力だって言うなれば時間に干渉するちからだ。ありえないことじゃねーんだよ。時間を弄いじくっても労力のわりに何が起きるかわかんねーし、危険だし疲れるから、誰もやらないってだけで」


    「なら、いったい誰が、何のためにこんなこと？」


    「さぁなぁ、この魔導書をもっと集めれば詳しく書いてあるんだろうけど。……気になるし、このエリアをもっと探索してもっと集めるか？　たぶん、より詳細な情報が載ってるはず」


    「そうだね」


    　弥み火かちゃんが気になるけど、屋上に踏みこむことができない今、どうしようもない。


    　それよりは、この学校で起きている『事件』すべてを把握し、邪悪なことが行われているなら阻止したほうが建設的だ。


    　思いながら、つるぎと一緒に歩いていると。


    「うん？」


    　廊下の最果てに、見慣れぬ扉があった。


    　ここは、わたしの記憶がたしかなら階段があるだけで、行き止まりのはずだったけど。


    　何やら桜こノの花はな咲さく夜や学園の景色から浮いている、洞どう窟くつの入り口みたいな、ごつごつとした岩穴があいている。


    　いかにも怪しい。


    　穴は曰いわく形容しがたい、虹色の石でできた扉で塞ふさがっていて──鼻がつんとする、柑かん橘きつ系の匂いが漂っている。


    「何あれ？　あんなところに扉なんてあったっけ？」


    「いや、記憶にねーけど」


    　つるぎとふたり、扉の前でいぶかしむ。


    　見ているうちにも、ゆらゆらと輪りん郭かくが歪ゆがみ──目を瞑つむっている間に消えてしまいそうな、不可思議な曖あい昧まいさがあった。夢で見るもののような……。


    「どうも、おかしな場所に繫つながってるみたいだな。この周囲だけ時間の流れがおかしい。一定時間しか出現しない、時空間のなかにできたホットスポット的なものらしい」


    　いや、よくわからん。


    「時間の流れがおかしい現状、この扉はいつ消えてもおかしくないな──どうする？　入ってみるか？　いかにも何かありそうだけど」


    「ってことは、わたしたちがなかに入ってるうちに扉が消えて、外にでられなくなったりするかもしれないってこと？」


    「可能性はあるな。でもまぁ、またこの扉が出現する時間になったらこっちとの繫がりもできるから、それを待てばいいと思うぞ。青信号みたいなもんだ」


    　その喩たとえもよくわかんないけど、うーん……。


    　悩んでいるが、つるぎは足踏みするのが嫌いなのか、うずうずと。


    「クトゥルー神話において、好奇心は身を滅ぼす。でも、興味をもって怪しいものに積極的に関わっていかないと、真実に辿たどりつけずに翻ほん弄ろうされるだけだ。ここで引きかえすのも決断だと思うけど、勇気をもってやばいもんにも手をつっこまないと『真相』に辿りつけねーぞ？」


    「念のため、危険がないか調べてからにしようよ。えっと──」


    　こういう調査に使えそうなのは『感じる』『調べる』だけど、わたし能力値がすごく低いんだよなぁ……。


    「つるぎの能力値はどうなってる？」


    「おぉ、そういやＴＲＰＧみたいな感じだっけか今回は──あたしゲームはデジタル派だからこういうのちっと楽しいぞ、これか？」


    　表示されたステータス画面を見て、わたしは素直な感想を述べる。


    「おぉ、頭良さそう」


    「何か教師はこういう感じらしいぞ、月つく読よみのも見せてもらったけど似たような感じでな」


    「っていうか、お兄ちゃんはどうしたの？」


    「何か朝から調子が悪いみたいで、保健室行くって言ってた。今回は行事だから、授業担当の月読はぶっちゃけやることねーし、まぁいいかと思って……」


    　お兄ちゃん、どうしたんだろ。


    　いつも無駄に元気というか、殺しても死なないようなひとなのに。


    　日ひ留る女めちゃんのおかげで復活したのはいいものの、どっかに不調があるのかな……。


    　あとで保健室に様子を見にいこう。


    　そう心に留めてから、わたしはステータス画面の説明書きを読む。


    「『調べる』は『感じる』とちがって直感的なものじゃなくて、学術的な手段、顕微鏡とか資料とかから何かを調べるってことだって。科学的な知識を利用したり──なんか、つるぎ『調べる』の能力値すごく高くない？」


    「学校のせんせいだからな！」


    　えっへんと得意げだけど、おままごとをしているお子ちゃまにしか見えない。


    「つるぎが教師らしいことしたの見たことないけど──」


    「いいんだよ、そういう設定なんだから。『感じる』の二倍はあるし、こっちで試してみるぞ。『調べる』ロール、ころころ……」


    　サイコロを取りだし、おもむろに振ってみたつるぎだったけど。


    「げっ、失敗」


    　出目は92。


    　成功率は九〇％だったのに、まさか失敗するとは……。


    「やっぱり、つるぎは教師じゃないんだよ。教師だとしても教師という名の変態だよ」


    「おまえ覚えてろよ。くっそ、何か悔しい。おまえもやってみろよ」


    「わたしは成功しないと思うなぁ。じゃあ、せめて少しでも能力値の高い『感じる』ロールで。……ころころ。うあ、やっぱり失敗」


    　高いとはいっても、成功率一八％だし。


    　わたしのこの能力値の低さは何だろう──どうぶつだから？


    「つまり、この扉については正体不明のまま、ってことか」


    　同じ対象には能力を二度と使えない。


    　まったく情報を得られなかったわけだけど、わたしは気合をいれて。


    「こうなったら仕方ないよ。覚悟を決めて入ってみよう、ここが怪しいのは事実だし」


    「そだな、とはいえ──今回にかぎってはあんまり頼んなよ、あたしも一般人並みの性能になってるから、今のつるぎちゃんは可愛かわいくてエッチなちびっこ先生でしかないからな」


    　言いながら、おりゃあ、と気合をいれて──つるぎが呆あつ気けなく扉を開いた。
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    　扉の向こうは、奇妙な景色だった。


    　酩めい酊てい感かんのあと──風景が切り替わり、わたしたちはだだっ広い場所に放りだされた。


    「おお……」


    　わたしを頭に乗っけたままのつるぎが、感心したように。


    「いかにもダンジョン突入って感じなんだけど」


    　どこかの大陸の大平原みたいだ。


    　見渡すかぎり、草原──地平線が見える。


    　ここ、室内じゃなかったっけ……。


    　気持ちのいい風が吹いていて、どこかの平和な国にバカンスにきた気分だけど。


    　わかる、ここは通常の空間ではない。


    　空を見あげると、そこには不自然に滞空した浮島がいくつもあって、その間を異形のものたちや見たことないかたちの船舶が往来している。


    　ここの住民は空で暮らし、地上は置き去りにされてるみたいだ。


    　見ると足下の草花も、そこに飛び交うちいさな虫も、なぜか生えているいくつものキノコも見たことない種類で、物珍しい。


    　おとぎばなしって感じだ──あるいは異世界ファンタジーだろうか。


    「あ、あれ？」


    　わたしは不意に気づいて、慌てる。


    「つるぎ、たいへん！」


    「どした？」


    　そう応えるつるぎの足下から、ゆっくりと、彼女の身体からだが色彩を欠いていく。


    　否いな、透明になって、向こうの景色が透すけて見える感じに。


    　本人は気づいてないようで、まるで幽霊みたいに半透明なまま──。


    「透けてる、透けてる!!」


    「へ？　今日は透けてるぱんつじゃなかったと思うけど──」


    　事実を指摘したら、つるぎは呑のん気きに服の裾すそをめくりあげて自分の股こ間かんを確認。


    「って、おぉ──身体のぜんぶが透けてんのか、な～んだ」


    　けっこうヤバそうな事態なのに、つるぎは危機感がなかった。


    　見ると、彼女にゆっくりと色彩が戻り、しっかりと地を踏みしめる。


    「どうも、ここは精神世界らしいな──意識を強くもってないと、薄くなって消えちまうらしい。おまえも気をつけろよ」


    「う、うん」


    　修業時代に幽ゆう体たい離り脱だつとかは経験したことある、あれと似たようなものだろうか。


    　心だけの存在になるのは、神様をやり始めて慣れてはいるし。


    　だから、つるぎもとくに慌ててないのだろうけど──ふつうの人間はどうしたらいいかわからないだろう、こんなの。


    「しかし、何もないとこだな」


    　つるぎが失礼な観光客みたいなことを言いはじめた。


    「ここのひとたちは何して時間潰つぶしてんだ？」


    「あっちの浮いてる島のところには、町とかあるのかもね」


    「う～ん、そこまでしっかり構築されてない気がすんぞ、この世界。あのへんの浮島も背景素材っぽいというか──ほんとうにあるのか？」


    　背後をちらりと見て、そこにいまだ厳いかめしい扉があるのを確認すると。


    「とりあえず、脱出不可能ってわけでもなさそうだな。見たところ平和そうだし、少しこのへんを調べて──」


    「つ、つるぎ！　あれ！」


    　わたしは全身の毛皮を逆立たせ、ある方向を長耳で示した。


    　そこに、巨大な山がある。


    　威圧感と、霊的な荘そう厳ごんさを感じる、見たことないような山脈である。


    　中央でふたつに不自然に裂け、その周囲では蝙こう蝠もりのようなものが飛び回っている。


    　ラスボスの居城って感じ。


    　その山には、全体が視認できないほどでかい誰かの顔面が刻印されていた。


    　歴代アメリカ大統領の顔面が彫りこまれた、ラシュモア山みたいに。


    　霊峰、という感じだ。


    　けれど、わたしたちのよく知る宗教体系とは根本的に成り立ちが異なるような、見るものを不安にさせる──。


    「おそらく、これはいわゆる『夢の国ドリームランド』ってやつだろうな、クトゥルー神話に登場する夢の世界で──まぁ、語ご弊へいを恐れずにいえば異世界ファンタジーの世界みたいなもんだ。特別な手順を踏めば、行き来できるらしい。正気を失うけど」


    　つるぎがまた文献知識だろう、自分でもよくわかってないふうの説明をする。


    　ここが夢の世界なら、わたしたちが精神だけの存在のように希き薄はくなのもわかる。


    　室内なのに、こんなに広いのも──。


    　わたしたちは、正気では辿たどりつけないクトゥルー神話の領域にいる。


    　ごくり、とわたしは生なま唾つばを呑のんで。


    「つ、つるぎ」


    　とりあえず。


    「写メって写メって、あの山とか！　すごく珍しいし！　あとでわたしのＰＣに転送して！　ブログにうｐしたい！」


    「おまえって、ときどき空気読まないよな」


    　つるぎが感慨深そうに頷うなずいた。


    「だいたい、ブログって何だよ。おまえいま神様だろうが、自宅のＰＣに触れねーだろ？」


    「あ～、そうだった」


    　わたしは真ま面じ目めに悔しがる。


    「くっそ、せっかく近ごろアクセス件数増えてたのになぁ──何やってんだわたし、神様なんてやってる場合じゃないじゃん！」


    「おまえの焦あせるポイントがわからん、あたしが代わりに更新しといてやろうか？」


    「つるぎに任せるとエロ画像だらけの十八禁サイトになりそうだからやだ」


    　などと、平和に会話している場合ではなかった。


    「あれ？」


    　つるぎの身体からだが、ゆっくり遠ざかっていく。


    「つ、つるぎ？　どこ行くの？」


    　地上も、そこで揺れる草花も。


    「へ？」


    　つるぎが驚いて自分の頭をまさぐり、そこにわたしが乗っていないのに気づいて顔をあげ──ぎょっとした。


    「鎖さ々さ美み、ちがう──あたしがどこか行ってんじゃない、おまえが浮いてるんだ！」


    　その言葉のとおりだった。


    　わたしは何者かに身体を鷲わし摑づかみにされ、上空高くに運ばれている最中だった。


    　ぐんぐん、つるぎの姿が遠ざかっていく。彼女の輪りん郭かくがちいさくなっていく……。


    　苦労して顔をあげると、そこに理解しがたい怪物がいた。


    　漫画とか絵画に描かれる悪魔に似ている。


    　油っぽい、ぬるぬるとした闇やみ色いろの肌。


    　その質感はゴムに似ていて、生き物らしからぬ。


    　輪郭は人間に似ているが、服は着ておらず、のっぺらぼう──頭部には肉色の角がつきだし、背中からは蝙こう蝠もりの翼が生えている。


    　それは無言で（だいたい、声をだせる口はないのだが）わたしを握りしめ、どこかへ誘ゆう拐かいしようとしていた──方向からいって、あの顔面が彫りこまれた巨大な山へか。


    「ちょっ、きゃっ……きゃあああああ!?」


    　遅まきながら自分の置かれている状況に気づいて、わたしは絶叫するしかない。


    「はなして、はなして!!」


    　必死に主張したのだけど、文字どおり手も足もでない。


    　耳をぺたんと折りたたみ、ぶるぶる震ふるえるしかない──あぁ、草食動物って無力。


    「鎖々美、っくそ！」


    　つるぎが地上でぽよんぽよん跳ねて、血の気を失うと。


    「いま助けるぞ！　むむむ……！」


    　何やら念じて、神様的な奇跡を起こそうとしたらしいが。


    　今の彼女は『異界』の性質により一般人並みだ。


    　つるぎの気合とは裏腹に、しかし何も起こらなかった。


    「悪い、やっぱ無理っぽい。……てへ☆ペロ♪」


    「可愛かわいければ何でもゆるされると思うなよぉ、この役立たず！」


    　怒鳴っていると、こっちに注意を奪われていたつるぎの背後から、わたしを運んでいるものと同じ化け物が猛烈に迫った。


    　注意を呼びかける暇ひますらなく、つるぎは肩のあたりを「がっしり」摑つかまれ、あっという間に空へと運ばれる。


    「んお!?　何すんだコラ！　幼女誘ゆう拐かいいけないこと！」


    　ばたばたと暴れているが、その身体能力はほとんどただの子供だ。


    　怪物は意にも介さずに、わたしを運ぶどうやら仲間らしいものと合流──知性を感じない、猛もう禽きんの群れのようだ。


    「きゃ～!?　やだ～!!」


    　頼みのつるぎも捕獲されたことでパニックになってしまう。


    　でも、そんなわたしにつるぎが呼びかけてくる。


    「あんま動くな、鎖さ々さ美み！　もうだいぶ高度がある！　落ちたらぺちゃんこだぞ！」


    　恐ろしい話だった。


    　怖こわ々ごわと真下を見たら──もう、全身が凍りつくほどの高さだ。


    　あの、雲が足下にあるんだけど……。


    　わたしはますます錯さく乱らんし、失神しそうになる。


    「どどど、どうするの!?　わたしたち、どうなっちゃうの～!?」


    「落ちつけ鎖々美、逆に考えるんだ！　今の状態だと真下から可愛らしいつるぎちゃんのパンチラが覗のぞき放題、そう考えるんだ！」


    「そんなん命と引き換えにできるか！　いや～、死にたくないよ～！」


    　騒いでいると、例の巨大な山の真上に達したところで──ぽいっ、と高速道路に空き缶を捨てるマナーの悪い運転手さながらに、わたしたちは放り投げられた。


    「へっ？」


    　あまりの事態に、悲鳴もあげられない。


    　重力に従い、真っ逆さまに落ちる落ちる落ちる──これ、死んだ。


    　一瞬、真ま面じ目めにそう思ったけれど。


    　あっという間に、地上。


    　ぼよん、と不可解な感触とともに、わたしたちは地面に激突しておせんべいになることなく、無事に着陸した。


    　衝撃はゼロではなく、ぐらんぐらんと視界が揺れているが。


    「し、し、死ぬかと思った……」


    　わたしは震ふるえながら、妙にぶにょんぶにょんの地面に寝そべり、腰が抜けてぐったり。


    　つるぎは横で、わりと余裕（むかし太陽だったせいか、高いところは平気みたい）。


    「よしよし、怖こわかったな」


    　わたしを抱きあげると、優しく囁ささやいてくれる。


    「安心しろ、あたしが一緒にいる。命にかえても、おまえだけは守ってみせる。いや、ちがうな、う～ん、あたしの秘蔵のエロ本にかえてもだ」


    　かっこよく言い直そうとしたみたいだけど、台無しすぎる。


    　アホな会話をしていると、不意に気づいた。


    　わたしは長い耳を揺らし、あらぬ方向を睨にらみつける。


    　どうやら、一般人並みになっているつるぎより、わたしのほうが感覚器が鋭いのか。


    　少しは役に立たなくちゃ。


    「つるぎ、何かいる！」


    　ここは山の合間、深い亀裂の底──谷のいちばん深い部分らしい。


    　床は敷きつめられた、ぶよぶよとした、暗いので素材はわからないが妙に生温かい何か。


    　あまり心地よくはない、というかキモい。


    　正面、岩が不気味に組みあわされ、いちだん高くなった位置に、不自然な人工物。


    　王者が腰かける、まさに玉座だ。


    　そこに座った誰かが、こちらをじっと観察している──気がする。


    　闇が充満し、太陽の光も届かず、よくわからない。


    「そこにいるのは誰だ!?」


    　つるぎが勇ましく、懐ふところから朱塗りの刀袋を取りだして構えた。


    「草くさ薙なぎの剣は破邪の性質をもつ──『異界』の影響力を弾いてここまで持ってこれた。とはいえ、いつもより出力は落ちるけどな」


    　言い添えたが、彼女のその態度はどうやら何者かの癪しやくに障さわったらしい。


    　闇やみが、蠢うごめいた。


    　否いな、それは奇妙に蠕ぜん動どうした地面から屹きつ立りつした、無数の──触手だった。


    　蛸たこや烏い賊かのような、けれどそれにしても妙にでかい──人間の腕ほどのものから、丸太ほどのものまである。


    　先端に棘とげ々とげがびっしりと生えたもの、繊せん毛もうに覆おおわれたもの、無数のそれが縒よりあわさったもの、得体のしれぬ粘液で濡ぬれたもの……。


    　それらの触手に絡みつかれ、闇の奥ではわたしたちより先にこの悪夢じみた世界に迷いこんだのだろう生徒たちが、屍し体たいのように吊つりさげられて陳列されている……。


    「触手プレイ、キター！」


    　つるぎが頭の悪いことを叫んだ。


    「これだよ、これがなくちゃなクトゥルー神話は！　さぁこい！　待ってました！」


    　何でそんなに嬉うれしそうなの？　馬鹿なの？　死ぬの？


    「やん、リアル触手なんて初めて見た──思ったより、その、太くて、こ、怖こわいよう……きゃ～☆　お兄ちゃんのえっちな触手でつるぎにいけない遊びを教えてぇええん♪♪♪」


    　真っ赤になって身み悶もだえてるが、そんな場合かこれ。


    　ともあれ不ふ真ま面じ目めなのは口調だけのようで、つるぎは近づく触手を草くさ薙なぎの剣で払う。


    　だが剣の切れ味が落ちてるのか、あるいは触手の強度が高すぎるのか──切り裂さくことも難しいようで、せいぜい払いのける程度だ。


    　ゆっくりと触手は周囲に密度を増し、まるで密林ジヤングルに迷いこんだみたいだ。


    　うじゅるうじゅると蠢うごめくその姿は、生理的嫌悪感を催させる。


    「触手を相手にしてても仕方ねーな、ゲームとかでもこういうのは本体を倒せばぜんぶ消えるはず──怪しいのは、あそこか」


    　闇やみに覆おおわれた玉座を睨にらみつけ、つるぎはぺたんこな胸元に手をつっこみ、服のなかをごそごそとまさぐって。


    「じゃ～ん♪　つるぎちゃんの秘密道具☆懐～中～電～灯～！」


    　懐中電灯だった。


    　地味だなあ……。


    　とはいえ、便利なものを持っている。


    　ていうか、ときどき疑問に思うけどつるぎの服って四次元ポケット的な何かなの？　妙にいろいろ入ってるよね──『懐』中電灯って名前だからってわざわざ懐ふところにいれなくても。


    「何が役に立つかわかんねーし、教師は生徒とちがって所持金ってのがあってな。いろいろアイテム揃そろえられたんだよ、手錠とか、蠟ろう燭そくとムチとか……」


    　それをどの局面で使えばいいの。というか何で売ってるの。


    　突っこみが追いつかないが、とにかく便利だ。


    　つるぎが懐中電灯のスイッチをＯＮにして、玉座を照らす。


    　ふつうなら『感じる』ロールなどが必要だったのだろうけど、アイテム懐中電灯の効果かそれが省略され、わだかまった闇が払われた。


    　触手も光を嫌いやがるように退ひいていき、視界が拓ひらけた。


    　玉座は、血管の浮きでたような、妙に生物的な代しろ物ものだった。


    　真紅で、それは逆向きに生えた巨大な誰かの舌のようにすら見えた。


    　装飾には人骨が用いられているようで、悪趣味。


    　今回はこんなんばっかりだなあ……。


    　そこに腰かけてるのは。


    「あれ？」


    　わたしは思わず声をあげて驚いた。


    「……情雨じようちゃん？」


    　それは蝦え怒ど川がわ情雨ちゃんだった。


    　傲ごう岸がん不ふ遜そんな彼女に玉座は似合っているようにも思えたけど、どうにも様子がおかしい。


    　服装は優美な黄色をした、見たことない、無数の幾き何か学がく文字で彩られた見てるだけでふらふらしそうな代しろ物ものだ。


    　頭に冠をかぶり、身体からだを投げだして、ぐうすかと眠りこけている。


    　熟睡してる……。


    　そんな彼女の周りではきゅるりらと耳みみ障ざわりな楽音を響かせて、ちいさな子鬼、としか表現できない怪物たちが踊っている。


    　人間を極端にちいさくしたようなもの、どろどろとした肉の塊、簡略化された獣けもの、その姿に統一感はなく奏でている楽器もばらばらだ。


    「どうやら、あの音楽が蝦怒川を眠らせてるみたいだな」


    　つるぎが冷静に観察し、一歩踏みだした。


    　だがそれを察し、まるで情雨ちゃんを護まもるように──あるいは、彼女を閉じこめる門塀みたいに、触手が群れを成して鎌首をもたげる。


    　近づけそうにないけど……。


    「た、助けられない？　情雨ちゃんもこの触手とかに捕まってるのかも！」


    「ん～、どっちかというと触手の仲間ってか、親玉みたいだけどな──むしろ、あいつを叩たたけば触手とかもおとなしくなるかも？」


    「そんな！」


    「冗談だよ、かがみはともあれ──あたしには、わだかまりはねーし。あいつも可愛かわいいあたしの生徒だ、サボって昼寝してねーできちんと行事に参加しろって叱しかりつける義務がある」


    　草くさ薙なぎの剣を構え、気合をいれて。


    「おまえはここで待ってろ、でやぁあああ！」


    　わたしをそのへんに放ると、真っ直すぐに突貫──同時にダイスを転がし、『武器攻撃』ロールに成功する。


    　さらに『回避』ロールも行い、迫る触手を蝶ちようが舞うようにかわした。


    　そのまま玉座に一直線──情雨ちゃんの周りでくるりらと踊り歌い楽音を響かせる子鬼どもに斬きりつけた。


    　さすが、つるぎ──ゲームに慣れてるし経験豊富だ、もうこの『異界』のルールを完かん璧ぺきに把は握あくしてる。


    　魔物たちが怯おびえるようにさがり、音楽が途絶えて──。


    　でも、そこで予想外なことに。


    「あ、う……」


    　音楽によって催さい眠みんされていたらしい、情雨じようちゃんがゆっくりと両目を見開いて。


    　顔をあげる。


    　その全身から、どす黒くも禍まが々まがしい、触れるだけで鉄は錆さび生物は腐敗しそうな瘴しよう気きがだだ漏もれてくる。


    　人間の気配ではなかった。


    　情雨ちゃん……？


    「こ、んな──あた、し……いやっ」


    　その両目は焦点を結ばず、虚こ空くうを、遥はるか上空──宇宙を見据えているようで。


    　突然、彼女は金切り声を響かせた。


    「いやああああああ！　いやあ！　いや、いやあああああああああああああ!!」


    　情雨ちゃんの悲鳴に連動するように、闇やみから数えあげられないほどの、人間の悪夢の数ほどの触手がまろびでてきた。
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    　数えあげるのも馬鹿馬鹿しいほどの、大量の触手だ。


    　種類もさまざまで、海かい藻そうが絡まりあったようなもの、髪の毛でつくられたロープのようなもの、男性器のようなものから、半透明なゼリー状のもの──完全に行動を終えて身体からだが泳いでいたつるぎは……。


    「げげっ!?」


    　咄とつ嗟さに『回避』などをしようと試みたようだが、間にあわない。


    　忌いまわしい触手たちが、一直線につるぎに向かう。


    「未成年者もいるんだぞ、『いけない☆つるぎ先生』のコーナーは始まりません！」


    　また『武器攻撃』ロール。


    　触手に襲おそわれるたびに対応ができるらしく、つるぎがダイスロールに成功して草くさ薙なぎの剣で切り払っていく。


    　だが、相手の数が多すぎる。


    　成功してもどうにもならないのか、手首に細い触手が絡みつく。


    　武器を持ってる方の手だ、「うにっ!?」と変な声をあげたつるぎの全身に──止めどなく触手が絡まっていく。


    「んひゃ～!?」


    　そのまま、軽々と宙に吊りあげられてしまった。


    「つるぎ!?」


    　わたしは思わず飛びこもうとしたが、それを制するように触手が壁をつくっている。


    　近づくこともできない──その間につるぎの足首に、服のしたに、触手が潜りこんでぬるぬると蠕ぜん動どうする。


    「あ、ああ……」


    　つるぎが雨に濡ぬれた子犬みたいに無力に、哀れっぽく顔色を失った。


    　もう抵抗の余地はない。


    　このまま彼女は──。


    「やだ……」


    　舌のような液体まみれの触手に、嬲なぶるように頰ほおを撫なでられて、つるぎが涙目になる。


    「やぁん、こんな──永遠の処女神アマテラスのずっと大事にしてきたはじめてを、醜みにくい触手に奪われちゃうぅうん……♪♪♪」


    　何でちょっと嬉うれしそうなの。


    「酷ひどいこと、しないで──優しくして、ぐすん、ぐすん」


    　口調とは裏腹に期待に満ちた表情のつるぎだが、触手は確かめるようにつるぎのすべすべしたほっぺを、太ふと股ももを、首筋を這はい回り、ぺったんこの胸元をまさぐって……。


    　はぁあ、と溜ため息いきをつくように、へなへなと萎なえた。


    　ぐにゃりとやる気をうしなった触手を見て、つるぎが憤ふん慨がいする。


    「ちょっ!?　何だそのガッカリした感じの態度は!?　巨乳好きかおまえら──うわぁああん、何か腹立つぅううう!?　おっぱいデカいんがそんなに偉いんかああ、ちくしょおお!?」


    　つるぎが裏切られたように草くさ薙なぎの剣を強引にふり、触手を切り裂さいては落下し、また捕獲される──という虚むなしいことを繰りかえし始めた。


    　どうも意外とだいじょうぶそうだが、つるぎは触手にかかりきりだろう。


    　いずれ体力が尽きて、彼女はやられてしまう──その間に、わたしが何とかしないと。


    　わたしは覚悟を決め、何もしないよりはいいと「えぇい！」と気合をこめて走りだした。


    　当然、触手が狙ねらってくるが、こっちは小動物──小回りがきく。


    「『回避』ロール！」


    　ころころ、と宙空に出現したダイスを転がし、成功。


    　おおざっぱな触手の動きを避け、どうにか情雨じようちゃんの元へと辿たどりつく。


    　玉座に腰かけた彼女のお腹なかにタックルするように、跳躍して。


    　いまだ頭を抱えて「いや、いや」と呻うめいている彼女に呼びかける。


    「情雨ちゃん！」


    　あきらかに正気ではない彼女に伝わるよう、熱をこめて。


    「情雨ちゃん、わたしがわかる!?　お願い、返事して！」


    　わたしの声に、情雨じようちゃんは震ふるえたまま──ゆっくりと、その両目に光が戻ってくる。


    　涙でいっぱいの双そう眸ぼうが、わたしの姿を捉えて、でも口調は呂ろ律れつがまわらない。


    「あた、あたしっ──」


    　譫うわ言ごとのように。


    「あたし人間を食べちゃった……っ」


    　どういうことだろう。


    「人間を食べちゃっ──食べちゃったよ、もう戻れないよ。人間は人間を食べたら……うあぁあああああ、あたしは怪物じゃないのに──食べたくない、うええええええ、パパ！　ママ！　鎖さ々さ美みさぁん！　助けてよ、やだよおおおお!?」


    「情雨ちゃん……？」


    　人間を食べた。


    　どういうことだろう。


    　わからないけど、いまの彼女は完全に外界を拒絶してる。


    　周りに残酷なものが多すぎて、心を閉ざしている。


    　無惨な事故にあった直後のちいさな子供みたいに。


    　彼女の感情のうねりにあわせて、触手が暴走したようにのたうつ。


    　つるぎが吹っ飛ばされ、床をごろんごろんと転がった。


    　このままじゃあ、だめだ──。


    　わたしは懸命に、ステータス画面を出現させて能力を調べる。


    『異界』のルールにあわせるなんて何だか腹が立つけど──人間同士の、絆きずな、友情で情雨ちゃんを正気に戻してあげたい。


    　でも、わたしは無力だ。


    　使えるものは何でも使う。


    　でないと生き残れない、この『異界』はそんな厳しい適者生存の世界だ。


    「これも使えない、これも──ううっ」


    　何でわたしの能力はこんなに低いんだ。


    　心を治療する『心理』は〇％──試すだけ無駄だ。


    『殴なぐる蹴ける』ロールとかで情雨ちゃんを倒し、触手を止めるのもちがうだろう──。


    「『人情』ロールをする」


    　ほんのわずかな、希望。


    　ひととひととの繫つながりを示した、その能力。


    　わたしと情雨ちゃんの、というより世間的なわたしの信頼度を表わしてるみたいだけど──だから、どうぶつでしかないわたしのそれは低いけど。


    　情雨ちゃんなら、わたしを信じてくれる。


    　積み重ねてきた思い出が、ステータス画面に刻まれた数値以上の奇跡を与えてくれる。


    　そんな気がした。


    　すべてが、冷たいルールどおりに進行するわけじゃない。


    　わたしは、そう信じたかった。


    「しっかりして、情雨じようちゃん！　あなたは強い子でしょ！」


    　ダイスに願いをこめて、わたしはロールする。


    　この『異界』の支配者は、『最高神』は──たま。


    　あの優しい子なら、わたしたちの祈りを無む碍げにはしないはずだ。


    「えいっ！」


    　ダイスを放った。


    　神の祝福あれ。
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    　緊張の一瞬。


    　わたしは、主人公なんかじゃない。


    　でも、いろんなひとたちの優しさに保護されて、今日まで命を繫つないできた。


    　勝手に神様になって、独りよがりなことをして、それでもみんなは見捨てなかった。


    　わたしに、生きてきた価値があったとしたなら──。


    　この瞬間に、可か哀わい想そうな彼女を助けるためだって、信じたかった。


    　ころころ、ころ。


    　ダイスはぬるぬるとした地面を転がって、すこし傾くと──。


    　00。


    　百分の一の確率でしかでない、最高の数値を示した。


    　この出目がでたとき、行使した能力はいちばんの成果を発揮するのだろう。


    　それは、奇跡だった。


    　わたしの引き当てた、一生の幸運を使い切るような、結果だった。


    　情雨ちゃんの表情に、ありありと意志の輝きが戻ってくる──その後押しをするために、彼女の膝の上で、必死に主張した。


    「情雨ちゃんのこと、お姉ねえちゃんみたいに思ってるの」


    　わたしが不安だったとき、そばで支えてくれた。


    　励ましてくれた、その言葉のひとつひとつを覚えてる。


    　──ここにいるわよ、あたしは。


    　──がんばってよ、お願いだから。


    　その気持ちに、真っ直すぐな感情に、ふわふわした気分しか抱いだけないわたしは、どれだけ後押ししてもらっただろう。


    「いつも強くて、立派で、わたし、憧あこがれて……」


    　でも、わたしはうまく言えなくて。


    　気持ちが届けばいいと、うさぎの姿で、その身体からだを歩いて──情雨じようちゃんのくちびるに、そっと顔を添えた。


    　彼女の瞳ひとみに、ゆっくりと理性が戻ってくる。


    　心のなかで、何かおおきな感情の揺らぎが産うぶ声ごえをあげる。


    　ぽろり──。


    　ぽろぽろ、と情雨ちゃんの頰ほおに、透明な涙が伝った。


    　まだ心を取り戻していない彼女に、わたしは間近から、必死に言葉を投げかけた。


    「情雨ちゃんに、何があったかはわからないよ──だから、それなのに、こんなこと言うのは的まと外はずれかもしれないよ。でも、しっかりしてよ」


    　誇り高い情雨ちゃんの、心に響くのは。


    　たぶん、飾り気のない、実用的な刀剣のようなことば。


    「あなたは、わたしの宿命のライバルなんでしょう」


    　彼女に、救われた。


    　手を引いて、導かれ、……いつか殺しあう運命にあるはずだったのに。


    　似ていて、でも真逆に育ってしまった彼女に。


    　割れた鏡に語りかけるように。


    「呆あきれたよ、こんな程度だったんだ。弱くて、泣き虫で、情けない──こんなのじゃあ、わたしのライバルだなんて認めてあげない」


    　今は、宿敵でもいい。


    　友達じゃなくてもいい。


    　でも、与えられた言葉ぐらいは、希望ぐらいは返したいよ。


    　恩ぐらいは。


    「せめて」


    　わたしまで泣きそうだった。


    「いつもの情雨ちゃんに戻ってよ、わたしの大好きな情雨ちゃんに──」


    　変化は劇的だった。


    　情雨ちゃんは「あ……」と何か大事なものを忘れてきたのに、今さら気づいたような、ぼうっとした表情で。


    　わたしを、じっと見据えた。


    　いまだ[image: ]あふれつづける涙を、震ふるえる指先で拭ぬぐって。


    　くしゃくしゃの笑みを浮かべる。


    「生意気、よ──」


    　彼女らしい、口ぶりを。


    　せいいっぱいに、かき集めるようにして。


    「さ、さみ……さん」


    「うん、ささみさんだよ」


    　わたしは実感させるように、わたしらしく、てきとうに笑った。


    「隙すきだらけだよ、情雨じようちゃん。今の情雨ちゃんなら、赤子の手をひねるより簡単に勝てちゃうなあ？」


    「鎖さ々さ美み、さん──鎖々美さん、鎖々美さん」


    　ぎゅううう……と、情雨ちゃんが不意にわたしを抱きしめる。


    　やん、窒ちつ息そくしちゃう。


    　でも、抵抗はしない。


    　悪夢に怯おびえるちいさな女の子みたいに、小刻みに、その肩が震ふるえている。


    　嗚お咽えつが、その体内でこだましている。


    　怖こわがりで、可愛かわいらしい情雨ちゃんは──一生懸命に勇気と自意識をかき集めている。


    　それを応援するように。


    　彼女が押しあげてくれた、今のわたしならできる余裕のある口調で。


    　今こそ返そう、彼女のあったかさ。


    「何があったの？　ちゃんと説明して、聞くから。できるかぎりで、助けてあげるから──ね？　安心して、情雨ちゃんがどんなことをしても、もう人間じゃなくなっていても、あなたがわたしにしてくれたことは消えない。言葉は、気持ちは噓うそにならない」


    　届いてくれたらいい。


    「いるよ、ここに。わたしは──わたしだけは、あなたのそばに。横に並んで、肩を寄せあって、永遠にここにいるよ。だからね、情雨ちゃん、もう泣かないで」


    「鎖々美、さん……」


    　わたしを抱きよせたまま、情雨ちゃんはか細い声音で。


    「あなたって──」


    　涙混じりに。


    「ずるい、ひと……」


    　癇かん癪しやくを起こしたみたいに。


    「酷ひどいわ、そんなふうに言われたら、格好悪いところ見せられない。情けないとこ──あなた、わかって言ってる。計算高くて、摑つかみどころがなくて、いつでもあたしを翻ほん弄ろうする。あんたなんて、大嫌いよ。最低よ、いつだって遅いのよ、ずるい……」


    　すこし、ちからをゆるめて。


    　わたしを、静かに見つめてくる。


    「何もできないくせに、肝心なときだけ奇跡を味方につけるのね。あなたって──ずるいわ、頭にくるわ。おとぎばなしの、王子さまみたいだわ……」


    　そして、また全力で抱ほう擁ようしてくれる。


    　きゅうう、と。


    　しばらくそのまま動かずにいて、彼女は──やがて、ぽつりぽつりと語り始めた。


    　この忌いまわしい『事件』における、彼女の立場を。
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    「あたし、『邪神』なの」


    　どうも情雨じようちゃんは気がついたらこの夢の国ドリームランドの最奥、ングラネク山（というらしい）の谷底でなかば封印されるように眠っていたようで、校内の状況は知らないみたい。


    　あ、ちなみに触手の動きは情雨ちゃんの感情に沿っているようで、襲おそわれていたつるぎは今は触手と仲良く（どっかから取りだした）携帯ゲーム機で遊んでいる。


    「『大たい抗こうの邪神ハスター』っていうんだって」


    　情雨ちゃんは詳しくないらしく、覚おぼ束つかない口調だけど。


    　クトゥルー神話について予あらかじめ調べていたつるぎの説明によると、それは『名状しがたきもの』『邪悪の皇太子』とか呼ばれる、旧支配者グレート・オールド・ワンらしい。


    　珍しくわりと温厚な『邪神』らしく、他の『邪神』に対抗するために召しよう喚かんされ、戦ったりしてくれるようだ。


    「『邪神』てことは、クトゥルー神話においてはけっこうお偉いさんなんじゃないの？」


    　触手や、わたしたちを誘ゆう拐かいした怪物（夜魔ナイトゴーントというらしい）は情雨ちゃんに従っていたみたいだし、いわゆる奉仕種族を使役できる立場──クトゥルー神話における神仏だろう。


    「うん、たぶん」


    　勉強家の情雨ちゃんもクトゥルー神話については門外漢なのか、自信なげに。


    「星せい辰しんの正しきときに、海底都市ルルイエで永えい劫ごうの眠りについている『魔海の邪神クトゥルー』は目覚める。『大抗の邪神ハスター』は、それに対抗できる神格らしいわ。じゃんけんよね、チョキはパーに勝てるでしょう？」


    　その説明はよくわかんないけど。


    「同格だけど、相性の問題で勝てるらしいのよね。『魔海の邪神クトゥルー』は、いまこの『異界』で目覚めようとしているみたいなんだけど。そのとき対抗するために──あたしは、ここで待ってたの。いわばこの夢の国ドリームランドは、あたしの控え室だったのよ」


    　わかるようなわからないような……。


    「ちなみに、『氾はん卵らんの邪神シュブ＝ニグラス』って『邪神』もこの『異界』で活動していて、その夫とされる『大たい抗こうの邪神ハスター』はその成長に共感し、同等のちからを得るの。相乗効果で、比例的に強くなるわけ。そういう能力よ」


    　これまた、つるぎの説明によると。


    『氾卵の邪神シュブ＝ニグラス』というのはクトゥルー神話では珍しい女性神格で、生いけ贄にえを求める兇悪な存在らしい。


    　北欧神話のフレイヤ、ギリシア神話のデメテル、イースター島の土着神話で語られるマケマケなんかと同じ豊穣神にカテゴリされる。


    　まぁ、『邪神』だし──豊穣といっても、人類の益になるものではないっぽいけど。


    　己おのれを崇すう拝はいさせ、集めた生け贄を得てちからを蓄え、世界を脅おびやかす──この『異界』のものたちから『霊力』を集めた、たまが、たぶんこの『邪神』である。


    　わたしの持っている【『氾卵の邪神シュブ＝ニグラス』の魔導書】によると、生け贄を求めている『邪神』＝たまだし、たぶんこの推測はあってる。


    　お母さんたち＝『月つく読よみ神社』も、邪神崇すう拝はいの教団って話だしね。


    『氾卵の邪神シュブ＝ニグラス』の設定に合致してる。


    「共感、つまり『氾卵の邪神シュブ＝ニグラス』が喰くらった生け贄のちからがこっちにも流入してくる感じで、うっぷ──気持ち悪い……」


    　他の『神々』を食べる合成神仏、『まつろわぬものアラハバキ』を宿す情雨じようちゃん。


    　彼女はおそらく生徒たちを襲おそい、捕食している『氾卵の邪神シュブ＝ニグラス』──あるいはその邪神に捧げるため、生け贄を集めている奉仕種族クリーチヤーたちのあらゆる残酷な行為を、自分がしたことのように感じてしまうようだった。


    「この行事に参加している生徒や教師で、探索に失敗したものは、『氾卵の邪神シュブ＝ニグラス』への生け贄にされるのよ。その生け贄たちの悲鳴が、恐怖が、あたしのほう『大抗の邪神ハスター』にも流れこんできて──何だか自分が人間を殺さつ戮りくしてるみたいで、頭が変になりそうだった」


    　まさに悪夢だ。


    　でも、探索に失敗したら生け贄にされる──たぶん、生命力を吸われるってのは。


    「ええ」


    　情雨ちゃんも気づいているようだ。


    「『現代のトロイア戦争』のときと同じね、あのとき戦争に敗れてゲームオーバーになったものは『最終兵器木馬』に取りこまれたわ。おおいなる神格への貢みつぎものとして、生け贄として捧げられた……」


    　あのときは、ギリシアの『神々』によって弄いじくられたたまが、大もとだった。


    　今回も、たまが中心になっている──同じだ、あのときと。


    「パパは言ったわ、すべての悪事を成功させてやるって──最終的に勝てば、それは勝ちだからって。でもまさか、『最終兵器木馬』だなんて……」


    　パパ。


    　つまり、先代の『アラハバキ』の首領。


    　この口ぶりから言って、黄よ泉みがえったのだろうか。


    「あたし、喜んだのよ、馬鹿ね。パパが、お手本を見せてくれるって。未熟なあたしの代わりにね、正しい悪を示してくれるんだって、でもね、……あたしは我慢できなかった」


    　また情雨ちゃんの表情が、歪ゆがむ。


    「流れこんでくるのよ、生徒たちの生命が。これまで、がんばって生きてきたひとたちの感情が──もうやだ、化け物みたいに食べたくない。生きるってどういうことだか知ったもの、ひとを好きになるってどういうことだか……」


    　愛を知り、情雨じようちゃんは人間らしい心を得た。


    　それを『弱くなった』とは言うまい。


    「もう嫌いやよ、こんなの──他人を踏みつぶしてまで、食べてまで、強くなんてなりたくない。独りぼっちになんて……」


    　顔を覆おおって、情雨ちゃんは啜すすり泣いてしまう。


    　その気持ちは、わたしがずっと情雨ちゃんに示しつづけてきたものだ。


    　彼女の、優しい、たぶん本音。


    　でも、それが彼女を傷つけている。


    　寂しがり屋の情雨ちゃん。


    　パパとママに甘えたくて友達と遊びたくて、うずうずしている、お年頃の女の子──彼女に背負わされたのは、あまりにも重い宿命だった。


    　彼女はきっと、その考えを、他人への好意を知らなければ幸せだった。


    　何も感じず、悪党のまま、喜んでみんなを捕食した。


    　そして、孤独な王者となっただろう。


    　だから、これはわたしの責任だ。


    　この涙をすくうのはわたしだった。


    　共感もあった。


    『月つく読よみの巫み女こ』としてすべてを受け継ぎ、人生を踏みにじられていたわたし──わたしには、守ってくれるお兄ちゃんがいた。支えてくれる邪や神がみ三姉妹がいた。


    　その優しさを、彼女にも──。


    　そう思うのは、傲ごう慢まんではないはずだった。


    　むしろ義務だ、わたしの人生だった。


    　失敗つづきで疲れ果て、世を儚はかなみ消えてしまいそうだったアマテラスつるぎが、わたしを励まし導いてくれたように。


    　あったかいものを受け継ごう。


    　伝えよう、この尊とうとい女の子に。


    「情雨じようちゃん」


    　せいいっぱいの、わたしの気持ち。


    　変わらない──わたしのこころ。


    「がんばらなくても、いいんだよ」


    　誰にも言われなかっただろうから、わたしが言おう。


    「情雨ちゃんは、無理しすぎだよ。そんなのじゃ、壊れちゃうよ。あなたの人生を潰つぶしてまで、娘の心を蔑ないがしろにしてまで、どうでもいいものを求める──そんなのはもう、親じゃない。わたしたちは、そんな親を捨てていい」


    　かつて、わたしがお母さんに反抗したように。


    　へその緒を引きちぎるのには痛みをともなうけど、それは、わたしたちが自分自身の人生を得るためには必要なことだった。


    「ううん、間違ってると思うなら、正してあげるのが子供の役目。ひとの言いなりなんて、情雨ちゃんらしくない」


    　わたしは、お母さんと仲直りできた。


    　ちぎれたはずの絆きずなは、取り戻せる。


    　誰かが我慢をしなくても、心を殺してしまわなくても、きっと……。


    「情雨ちゃんはもっと、我わが侭ままで、強引で、偉そうで、……素敵なひとでしょう」


    　じっと目を覗のぞきこみ、そう言うと──彼女は、ゆっくりと瞬まばたきをして。


    　赤ん坊の、最初の吐息みたいに。


    「……あたし、どうしたらいいの？」


    「わかんない」


    　素直に応えた。


    　微ほほ笑えみながら。


    「だから、ふたりで考えていこうよ。わたしもまだ、考えちゅう」


    　情けないことを言うと、情雨ちゃんも笑顔を浮かべて、それはとても痛ましい壊れかけのものだったけど……。


    「そうね。あなたと一緒なら、何とかなる気がするわ」


    　しっかりと、渦巻く闇やみを見据えて。


    「あたしらしく、生きていける気がするわ」


    　わたしに、可愛かわいく頰ほおずりすると。


    「あたしはやっぱり、あなたがいいわ……」


    　愛の告白みたいに、そう言った。
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    　直後だった。


    



    「『殴なぐる蹴ける』ロールをします」


    



    　鉄を打ったような声とともに、何かがこの場に飛びこんできた。


    「ひゃっ」と首をすくめた情雨じようちゃんの真横を獰どう猛もうに通過して、めごぉ──っと誰かの靴くつ先さきが玉座を蹴り抜いた。


    　ものすごい威力だった。


    「チッ」


    　舌打ちしたのは、見覚えのある女の子である。


    「次は外さないのです」


    　怖こわいことを言っている、それは邪や神がみ三姉妹の次女──かがみだ。


    　姿を見ないと思ってたけど、どうして夢の国ドリームランドに。


    「か、か、かがみ!?」


    　かがみは修しゆ羅らの形相をしていた。


    　いつもの、日本人形みたいな切り揃そろえられた髪の毛。


    　埃ほこりのひとつもない、桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服姿。


    　けど、なぜか光を反射しない漆しつ黒こくのサングラスなどをつけてる。


    　何、そのオシャレ。


    　その全身からたちのぼるのは、触れただけで切断されそうな怒りだった。


    　おおう……。そういえば、直接こういう浮気現場（？）を見られたのは初めてだったような──いちゃついてるように見えたかもだけど、これはちがうくてその……。


    　わたしは必死に。


    「か、かがみ。ちがうの、これは不倫じゃないの。マジでマジで。かがみん愛してる──」


    「『殴る蹴る』ロールをします」


    　問答無用だった。


    　ちらっと、表示されたかがみのキャラクターシートを見ると。


    【『殴る蹴る』99％】


    　成功率高ぁあああああ!?


    　ほぼ当たるじゃん！


    　さっき情雨じようちゃんが回避したのは、『回避』ロールをしたからか運がよかったのか──ともあれ、情雨ちゃんが咄とつ嗟さに手を伸ばし、わたしを庇かばうように、


    　その背に、かがみの蹴けりを受けた。


    　情雨ちゃんの立場は『邪神』だそうだから、あくまでただの人間だろうかがみの攻撃などあ


    まり効いてる様子はない。


    　でも、その逆げき鱗りんには触ふれたようで。


    　ゆらりと立ちあがると、かがみと正面から睨にらみあう。


    　火花が飛ぶ。


    　うわぁ、修しゆ羅ら場ばの予感が──。


    「いきなり何すんのよ」


    　殺意をこめて告げる情雨ちゃんに、かがみは怯ひるまずに。


    「ふむ、今の蹴りを防ぐとは……。常人なら即死だったはずなのですが」


    　怖こわいことを言ってるなあ。


    「成る程、『大たい抗こうの邪神ハスター』──さすがに、そこらの人間や奉仕種族クリーチヤーとは桁けたがちがいますね。核爆弾を撃ちこんでも倒せる気がしません」


    「か、かがみ！　喧けん嘩かはやめて！」


    　がんばって主張したが、かがみはサングラスをちゃっと直すと──そっぽを向く。


    「かがみ？　そんな名前の不器用でちょっと可愛かわいらしいところのある高校生の女の子は知らな


    いのです──わたしは、通りすがりの謎なぞの『邪神』狩人ハンター……かがみ」


    　かがみって言っちゃった!?


    「いや、正体ばればれだから！　サングラスかけた程度で！」


    「ふにゃあ。やはり鎖さ々さ美みさんにはわかってしまうのですね──」


    　怒りのあまり頭が変になってるのか、何か反応のおかしいかがみが、サングラスを外す。


    　現れたのは、いつもの彼女の真紅の瞳ひとみだ。


    「これ、クトゥルー神話における強いひとの代名詞みたいなものらしいです。『シュリュズベリィ博士のサングラス』とか」


    　たしかに、何か無意味に強い迫力を感じる。


    「何だか不愉快なことが行われてる気配を感じて、あちこち探して──苛いら々いらしてたので、手当たり次第に怪物を屠ほふってたら与えられた、称号というか、ご褒ほう美びアイテム的なものです。そうやって化け物退治をすると、ステータス画面における能力値が、まぁあくまで常識的な範囲内で成長していくようですね。いわばレベルアップなのです」


    　えぇっと、どんだけ虐ぎやく殺さつしてきたんだ。


    　しかし、かがみそういう勘が鋭すぎる──迂う闊かつに浮気ができないよ。


    　そういえばＧＰＳ機能とかついてたなぁ、怖い子……。


    「今のわたしは『邪神』とその眷けん属ぞくに、強い攻撃力を発揮するのです」


    　じり、と身構えて──完全に敵を見る目で情雨じようちゃんを睨にらむ。


    　やん、一いつ触しよく即そく発はつ。


    「ふ、ふんだ！」


    　気け圧おされながらも、情雨ちゃんがわたしを抱いたまま、後ずさる。


    「何よ、あたしが何したっていうのよ──こいつは勝手にあたしんとこにきただけだし、一方的に怨うらまれるのは腹が立つわ！」


    「ほほう、鎖さ々さ美みさんが……あなたに会いに──」


    　わぁ、かがみんの怨おん念ねんがどろどろだよ。


    　情雨ちゃんはそんなかがみからわたしを守るように、でもたぶん逆効果なことに、ぎゅうっと抱きよせてから。


    「余計なちょっかいよ、まったく呆あきれたお人形ちゃんだわ！」


    「『お人形ちゃん』？」


    「あんたの呼び名よ、『邪や神がみかがみ』も『かがみ』も嫌いやなんでしょ？　苗字じゃ他の姉妹と見分けつかないし、所しよ詮せんは『霊的ロボット』だもの──ちょうどいい渾あだ名なでしょ？」


    　何でそういう挑発するの……。


    「喧けん嘩かを売ってるのですね、悪者の分際で」


    「な、何よ、やろうっての？　嫌よ、あたしもう痛いことも怖こわいことも！　ぱ、パパの真意を聞きだすまでは何もしないって決めたんだもの！」


    　そう、それはいい──情雨ちゃんの父親が何を目もく論ろんでるのかはわからないけど、うまく話しあって、平和的な解決ができたらいい。


    　内輪で争ってる場合じゃないよ。


    「そ、そうだよ、かがみ！　まずは落ちつい──めぎょっ!?」


    　油断してたら蹴けられた。


    　吹っ飛び、地面をごろんごろん転がる。


    　ふふ、前回の顔面キックからこういったオイタを我々の業界ではご褒ほう美びですに変換することは可能になったけど、痛いものは痛い。


    　かがみは腕組みし、苛いら々いらと情雨ちゃんに喧嘩を売る。


    「ふん、卑ひ怯きような。どうせ泣き落としでもしたのでしょう、鎖々美さんは優しいから──同情しただけで、べつにあなたのことを好きでもなんでも……。そう、わたしにだって所詮は、ただの哀れみで……わたし……」


    　おお、自分で言ったことに自分で傷ついてる、器用な子。


    　けれど、めげずに顔をあげて、「ちょうだい！」というように手を差しだすと。


    「ていうか、何度も言いますが、そのうさちゃんの肉体はわたしのペットなわけです──所有権はわたしにあります、返してください。勝手に触らないでください」


    「え？　でも──」


    　情雨じようちゃんはわたしを見て、しばし悩んでから、ぎゅううう……とその同年代の誰よりも立派なお胸にわたしを押しつけて。


    「あ、あたしの！」


    「はぁ？」


    　かがみが「ぴくぴくっ」とこめかみを引きつらせた。


    　そして実力行使、こっちに手を伸ばしてわたしを引き離そうとする。


    「駄々こねてないで返しなさい、この泥棒猫！」


    「やだ！」


    　うふふ～、ふたりの女の子に奪いあわれるハーレム状態だよう──ふつうに身体からだが引きちぎられそうだけど、大岡越前！　お客さまのなかに大岡越前はいらっしゃいませんか！


    「あ～、どうでもいいけど」


    　触手にゲームで負けて「ぐすん」してたつるぎが、面倒くさそうに。


    「痴ち話わ喧げん嘩かもいいけど、いつこの夢の国ドリームランドの出入り口が閉じるかもわかんねーし──話は外でしねーか？」


    　それもそうだ。
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    　ちなみに『正気度』ロールは無意識的に行われていたらしく、夢の国ドリームランドでいろんな怪奇現象に遭遇したわたしたちはわりと酷ひどいことになってる。


    　触手に襲おそわれたつるぎがいちばんヤバい感じだが、わたしもあまり余裕がない。


    　情雨ちゃんの正気度を含む能力値は『邪神』だからか伏せられていて、人間の尺度では測れないってことかな。


    「すっかり時間の流れは逆行してるし、その速度もあがってるみたいだな」


    　つるぎが窓の外を眺める。


    　ちなみに、わたし、つるぎ、かがみ、情雨ちゃんの四人は夢の国ドリームランドを内包した例の扉から抜けて、すっかり静まりかえっている校舎を歩いている。


    　何か、知らないうちに人ひと気けがなくなってるというか──他の生徒たちの姿がない。


    　校舎には変化はないが、遠くに見える町並みもおかしなことになってる。


    　小汚い、日本ではありえない耐震構造がなさそうな脆もろそうな建物が並び、その合間を蒸気機関車が通過している──町を歩くひとたちの服装もどこか昔っぽい、というか外国っぽい？


    「ふにゃあ。朝昼晩の変化どころか、時代単位で昔になってる気がするのです」


    　それこそ竜宮城じゃないけど、夢の国ドリームランドでは時間の流れが異なってたのか、あるいは時間が逆行する謎なぞの現象がどんどん加速してるのか──ずいぶん、世界は過去に戻ってるようだ。


    　やっぱり、危険を冒おかしてまで夢の国ドリームランドに踏みこむべきじゃなかったのかな。


    　怖こわい目にも遭あったし──いや、あそこに入らなければ情雨じようちゃんと合流できなかったし、結果オーライってことでいいだろう。


    　不安になるけれど。


    　どんどん、おぞましい方向に『異界』のすべてが転がり落ちているような……。


    「わたしの体内時計によると」


    　霊的ロボットのかがみが手を挙げて、すこし瞑めい目もくすると。


    「えっと、西暦一九二六年とでました」


    「マジで」


    　ふつうに、一世紀ぐらい昔に戻ってることになる。


    　かがみがバグってる可能性もあるけど、彼女の正気度は高いし、遠くに見える町並みも現代日本とは思えないし──たぶん、あってる。


    「その年代は……」


    　つるぎが不可解そうに。


    「クトゥルー神話の時代だな、作家のラヴクラフトがその時代のアメリカ作家だからか──特別な年代とされていて、『邪神』もやたら活発とされてる。『邪神』が活動すると感受性の強い芸術家や、それこそ作家なんかが影響される──ラヴクラフトがクトゥルー神話の物語を書いたのは、そのせいだってことで、『現実』と『神話』がリンクされる仕組みだ」


    「『邪神』の権勢が強い時代──ね」


    　情雨ちゃんが、いまだにわたしを抱っこしてかがみに睨にらまれながら。


    「その時代にあわせて、『邪神』をつかって誰かが何かを目もく論ろんでる？　パパとか──あるいは、『月つく読よみ神社』も活動してるって話よね？」


    「この時代に留とどまらず、どんどん過去へ戻ってるみたいだけどな」


    　ちなみに。


    　服装までも時代にあわせて変化するみたいで、全裸のわたしは変わらないけど──情雨ちゃんは何やら世界名作劇場風のドレスだし、かがみは……。


    「どうですか、禁酒法時代のギャングって感じですか？」


    　何やらすこし楽しそうに、古めかしいスーツ姿で「えへ♪」みたいなポーズ。


    　この娘こ、いつも制服姿だけど、わりといろんな格好するのも好きだよね。知ってる。


    　でも顔立ちが和風だから、似合ってるようないないような──。


    「で、あたしは何でメイド服なんだよ」


    　つるぎが不満そうに、ひらひらしたスカートをつまんで渋い顔をしている。


    「さっきの触手といい、誰かの悪意を感じる──あたし、女の子っぽいこと見るのは好きだけど、自分がするのはあんまりなあ……」


    「似合ってるよ、可愛かわいいよつるぎ」


    　などと、女子会みたいな（？）お喋しやべりしてる場合じゃなかった。


    「しかし──」


    　ギャングっぽい見た目のまま、サングラスをくいっと動かして、かがみ。


    「あからさまに『邪神』の影響が強いようですね、目に見えておかしいのです」


    　校舎のなかは荒れ果てていた。


    　あちこちに、壁に蹲うずくまってぶつぶつ唸うなっている正気を失ったような人々。


    　血けつ痕こんが飛び散り、壁には穴があいている。


    　遠くから、ずる……ずる……と何かを引きずるような音もするし、お化け屋敷みたい。


    　屍し体たいも転がっている。


    　食い荒らされたようなもの。首がねじ切られたもの。感電したもの。水死体──いちおう調べたがみんな生きてはいるみたいで、たぶん『邪神オリエンテーリング』が終わるまでは動けないが、あとで元通りになるだろう、ってこと。


    　ゲームで死んでも、現実でまで死ぬわけじゃない。


    　それは安心だけど──あまり死ぬのは気分がよくない、避けたいところではある。


    「ま、つまりだ。おまえはあんまり、悩むことはねーよ」


    　つるぎが、情雨じようちゃんに語りかける。


    　どうも、邪や神がみ三姉妹にはまだ距離をおいてるようで、情雨ちゃんは怯おびえるように「びくっ」と背を震わせた。


    『氾はん卵らんの邪神シュブ＝ニグラス』の夫＝『大たい抗こうの邪神ハスター』として共感し、そこに捧げられた生いけ贄にえを自ら喰くらったような錯覚に陥り、正気を失いかけていた情雨ちゃん。


    　でも、そんな彼女の憂ゆう鬱うつを、つるぎは吹き飛ばすみたいに。


    「おまえは怪物じゃない、生け贄を捧げられたとしても──自らそれを望んだわけじゃない。誰も死んでないしな、だからあんまり気にすんなよ」


    「…………」


    　つるぎに微ほほ笑えみかけられ、情雨ちゃんは「あう、あう」というようにモジモジしていたが──何も言えずに、わたしを抱きしめて俯うつむいてしまう。


    　ひとに慣れない、人見知りの子供みたいなその態度が、可愛らしい。


    「けれど、蝦え怒ど川がわさんの与えてくれた情報はすこし気になるのです」


    　かがみが不満そうにしながらも、やることはきっちりやるタイプだ──真ま面じ目めに、『邪神オリエンテーリング』攻略について思案している。


    「『氾卵の邪神シュブ＝ニグラス』と『大抗の邪神ハスター』、少なくとも二種類の旧支配者『邪神』がこの校舎で活動している。何のために？　クトゥルーは生いけ贄にえを求め、生徒たちはそのために怪物に襲おそわれているようですが──時間の逆行との関係は？　謎なぞだらけなのです」


    　今回は、謎解きがメインだ。


    　情報を集め、推理を重ねることで『真相』に辿たどりつくのが、わたしたちの使命。


    「ちなみに、わたしはこれまでおもにこの『教室棟』エリアを探索していたのですが」


    　お互い情報交換するため、廊下を当て所どなく歩きながら。


    「あちこちに魔法陣があって、怪物だらけでしたよ。先刻まではまだ『邪神』が活発ではなかったので、それほどではなかったのですが──今は、近づかないほうが無難でしょう」


    　たしかに、このあたりには名状しがたい異形のものたちが這はいずり回っている。


    　巨大な蜘く蛛ものようなもの。[image: ]たる状の身体からだに無数の触手を生やしたもの。獣のような人間のようなもの。もはや形容できないどろどろとした泥のようなもの……。


    「ちなみに、『教室棟』エリアにある魔導書はコンプリートしたのです」


    　えっへん、とかがみは胸を張る。


    　やっぱり真ま面じ目めだなあ──まぁ、せっかく得たわたしの魔導書も同じ種類のものっぽいから、かぶっちゃったんだけど……。


    　最初から手分けして情報収集しようって決めてたわけじゃない、仕方ない。


    　彼女が『ネクロノミコン』を開くと、そこにはたしかに三枚の魔導書が綴とじられていた。


    　その内容を要約しつつ、わたしたちの知識をあわせて考えると、以下のようになる。


    【この『異界』では今、三柱の『邪神』が活動している。


    『邪神』一柱につき、一種類の魔導書があてがわれ、その『邪神』の正体や能力、目的について記述されている。


    『氾はん卵らんの邪神シュブ＝ニグラス』は『邪や神がみたま』である。


    　これはゲームマスターとしての彼女の立場とはべつのもので、彼女はゲームマスターでありながら同時に『氾卵の邪神シュブ＝ニグラス』というキャラクターでもある、ということ。


    　彼女は『異界』内部に入りこんだすべてのものから、『次世代神』の能力で『霊力』を集める。同様に探索に失敗したものも生け贄として彼女に捧げられ、吸収される（『最終兵器木馬』のときと同じ）。


    　たまは集めたちからを用いてこの『異界』を構築し、維持する。


    　集めたちからのなかに、行方不明の『最高神のちから』があればそれを引き渡す、という条件で『月つく読よみ神社』が邪神崇すう拝はいの教団として協力している。


    　たまの目的は、いつか自分が『次世代神』としての本領を発揮し『最高神』の座を受け継いだとき、同様のルールを全世界に広げ、誰もが平等に暮らせる厳しくも優しい世界をつくること──だと推測される】


    「ふむ」


    　つるぎが納得したように。


    「集合と再分配か、理に適かなってるな」


    　政治体系に近い。


    　住民たちは税金を納め、政治家がそれに基づき予算を組んでみんなのために政治を行う。


    　それを大規模に、徹底して行ったものだ。


    　生命を、『霊力』を、存在のすべてをいちどこの『異界』の『唯一神』であるたまに預け、彼女がそれをみんなに配る（ダイスのかたちで、機会を公平にして）。


    「でも、そんな優等生的なことをしているわりには──恐ろしい事態になってるけどな」


    　あちこちに、手足がてんでばらばらな方向にひねくれた屍し体たいや、矢で全身を串刺しにされた屍体が転がってる。


    　こういうのは、たまっぽくないけどなぁ──。


    　死んでないとわかってはいるが、見ていて気分のいいものじゃない。


    　怪物も大量に徘はい徊かいしてるし、たまの理想はわかるけど──クトゥルー神話ってそんな優しい代物だっけ？　何でこれを題材にしたんだろう？


    「何だか、たまには他に目的があるっぽいけどな」


    　つるぎが、姉としての意見を述べる。


    「あいつ、難しいこと考えられないし。こんな『異界』の構築や維持はとてもできない。たぶん、『月つく読よみ神社』の連中が協力してるんだろうけど──」


    　そんなところだろうけど、肝心な詳細がぼやけたままだ。


    　他の魔導書を集めれば、総括的に今回の『事件』について把握できるんだろうけど。


    「集合と再分配。それがすべてなら、応援したいぐらいだよ。外国の『神々』に引っかき回されて、この国は秩序を失ってる──強権発動してでも、まとめあげるのは必要なことだ」


    　つるぎが可愛かわいらしい眉まゆをひそめて、難しげな顔をする。


    「でも、他人の意志が介在してるなら、ちょっと心配だ。たとえ成功して、目的を叶かなえても、誰かにやってもらったんじゃ意味がない──たまはいつか、この国でいちばん偉くなる。そのとき、誰かに頼りっぱなしじゃ傀かい儡らい政権だ、統治者に相応ふさわしくない」


    　ともあれ。


    　現状をまとめると。


    　集まった『魔導書』は二種類、合計で四枚（わたしのぶんはダブりなので考慮しない）。


    　ぜんぶで三種類九枚あるはずだから、まだ半分も揃そろってないことになる。


    　これじゃあ、すべてが曖あい昧まいなままだ。


    　夢の国ドリームランドでちょっと、時間をとられすぎた感がある。


    「せめて、一枚もない『特別棟とプールと体育館』エリアの『魔導書』が欲しいな」


    　ジグソーパズルの外枠から埋めるように、輪郭さえ浮かべば、あとは埋めていくだけ（発言から推測するに、つるぎの魔導書は『部室棟と校庭』のものだったみたい）。


    「じゃ、プールに向かいましょうか──すこし、心配ではあるけど」


    　情雨じようちゃんが、何か気になることでもあるのか、険しい顔をしている。


    「パパの目的のひとつが、これまで失敗してきた悪事を成功に導くことなら、もしかしたらプールは──」


    　瞬間だった。


    　異音が響いた。


    　ぼごお。ぼごお。ぼごお──まるで蒸気が噴ふきだすような、空気を震ふるわす巨大な音だ。


    　驚いて、四人同時に振り向いた。


    　そこには何もない。


    　昼前の、明るい廊下があるだけだ。


    　否いな、ゆっくりと朝に、夜になって──目まぐるしく時間が巻き戻されていく。


    　そんな不可解な景色のなか、廊下が、壁が、天井が怪音を響かせながら、抉えぐれる。


    　何か巨大なものに激突されたみたいに、ハンマーでぶっ叩たたいたみたいに──だ。


    　それは徐々に、こちらへと近づいてくる。


    　まるで、透明な目に見えない『何か』が、こっちに迫っているようだった。


    　何だこれ……。


    「え!?　何なの!?　抉れてる……!?」


    　慌てる情雨ちゃんに、かがみが冷静に。


    「ふにゃあ。見たことがあるのです──校庭にもいました。たしか、ティンダロスの猟犬といったでしょうか」


    　やたら怪物に詳しいかがみである。


    　つるぎがそれを聞いて、文献知識を披露する。


    「知ってるぞ、けっこうヤバい怪物クリーチヤーだ。時間軸がおかしくなっている、いまのような状況のときにのみ現れるやつで──執念深く、いちど見つけた獲物を追ってくるみたいだ。やべぇぞ、あたしたちを狙ねらってる！」


    　つるぎが慌てて、あたしたちの手を引いて走りだす。獲物が逃げるのに気づいたか、ティンダロスの猟犬の動きが速くなった。


    　ぼこおぼこおぼこお──廊下が抉れまくり、窓硝子ガラスが炸さく裂れつし、蛍光灯が落ちてくる。


    　意外と身体能力の高いかがみは、平然と猛スピードで駆けながら。


    「ティンダロスの猟犬は異なる時間軸を、角度を利用して移動します。触れた部分は異なる時空に呑のみこまれ、その部分だけ囓かじりとられるのです。べつの時空間に吹っ飛ばされる──つまり抉れます、人間だったら即死でしょうね」


    「えっと、角度って何？」


    「さぁ。クトゥルー神話特有の謎なぞ用語で、よくわかりません」


    　え～。


    「ど、どうすればいいの!?」


    　パニックになりかけるわたしに、かがみが「う～ん」と唸うなって。


    「たしか、ティンダロスの猟犬は角度がない場所には出現できません──つまり、角のない丸い部屋のなかとか……」


    「そ、そんな丸い部屋がどこに──」


    　わたしは錯さく乱らんして、思わず。


    「こ、ここかぁ！」


    「ひゃわん!?」


    　情雨じようちゃんの制服、その胸の谷間のなかという桃源郷に飛びこんだ。


    　いや、わたし小動物キャラだしやらなくちゃいけないかなって──わお、周囲のすべてが優しさに包まれてるよ！　ぷにぷにやわやわ幸せいっぱい！


    「こ、これでわたしは安全ブホォ!?　なぜ殴なぐるの情雨ちゃん!?　緊急避難しただけなのに!?」


    「ばか！　ばか！」


    「遊んでる場合か──せかせか逃げろ！」


    　つるぎに怒鳴られて、情雨ちゃんが涙目になると。


    「こ、こんなんじゃあ、調べものどころじゃないわよ！」


    　その間にも猛烈に、太陽と月が空を駆けめぐり──時間は巻き戻されつづけていた……。
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     第八話／日常系④神の祝福あれ


    



    　古来、人間と『神々』には差異がなく、同じように笑い泣き、争い傷つけあい、ともに日常をすごしていた──けれど、『神々』とともにすごして何も感じないでいられるほど、人間は鈍感ではなくなり、自意識を持ち始め、やがて分かたれることとなった。


    『神々』と人間はちがいすぎる、けして同居できない。


    　やがて人々は神を忘れ、神は人々から遠ざかった。


    　お互いに対する違和を埋めるため、西洋の『神々』は己おのれを概念的なものにまで高め、君臨することで人々と自分たちを区別した。東洋の『神々』はおおいなる歴史と人々の心に広く深く膾かい炙しやすることで、同化した。


    　日本は唯一、それ以外の道を選んだ……。


    　海に隔離され独自の宗教観、信仰を生んだこの国で。


    　人々と『神々』の分岐点として、わたしは生まれた。


    　古来、日本は卑ひ弥み呼この時代からずっと──『神々』と交歓できる巫み女こが治めた。


    『神々』にお伺いを立て土地の、国々の統治権を譲られ、神から人間へと移行したものたちが、神と人間のあわいに位置するものたちが、その橋渡しとなっていた。


    　彼らはせっせと歴史書と神話を編へん纂さんし、ゆるやかに時間の流れに、時代の変化に名前をつけ文脈を与え──『神々』から人々へとバトンパスをしていくような、平和的な流れをつくり、みんなにそれを信じこませた。


    　卑弥呼＝日の巫女の子、太陽の──天あま照てらす大おお神みかみのつらなり、オオヒルメムチは──わたしは、そのために生まれた。


    　バトンパスのバトンだった。


    　おおいなる節目だった。


    　この国の統治者として、『神々』として、同時に人間として──その境目に立つものとして、生まれ、修行し、治め、占い、傷ついた。


    　摩ま耗もうし、やがて人間としての肉体を使い切られたわたしは、神と人間に分化した。


    　肉体であるオオヒルメムチは死に、そのころ世界中の『太陽神』を集合していた印度インドの偉大なる全知全能の神、ヴィシュヌのいちぶとして取りこまれた。


    　心、魂──『神霊』であるアマテラスは、長くこの世界を見守ったが、やがて疲れ果て薄れて消えて、その大部分を『月つく読よみの巫女』の体内に幽閉されたまま、残りかすのみに。


    　そして、自分たちが何者なのかも忘れてしまうほどの、長い長い時間がたった。


    　新たな時代の到来に、アマテラスの残りかすは邪や神がみつるぎとなり、この国の未来のために活動をしている。


    　わたしは、それに協力もできないまま──ヴィシュヌの厚意によってこの世に蘇よみがえりながらも、ただの当たり前の人間としての幸福を求めてしまった。


    　そのことを罪悪だとは思わない。


    　それはこの世に生を受けた人間として当然、あるべき欲求だった。


    　消化不良だったわたしの人生を、過不足なく終わらせるための、ほんの短い幸福な日常──その未練さえなくなれば、満足すれば、わたしは喜んでヴィシュヌのなかに再びとろけて今度こそ消えてなくなっただろう。


    　でも、わたしはこうして蘇りながらも、いまだ不満で──ずるずると居座り、そして邪悪な何かに利用されようとしている。


    　周りに悪用されるのは、もう懲こり懲ごりのはずなのにね。


    　…………。


    　遠い昔、肉体が滅び──ヴィシュヌに取りこまれる直前に。


    　この世でいちばん寂しい『神々』と、出会った。


    　黒い海だった。


    　潮風が身体からだを蝕むしばむからと、周囲から止められながらも、わたしは砂浜を歩いていた。


    　何かに呼ばれている気がした、懐かしい何かに……。


    　咳せきこみながらも歩き、やがて、ごみのように転がる何かに気づいた。


    　傷つき疲れ果て、全身を切り刻むような苦痛のなかを漂流し、打ち捨てられた──それは、ちいさく弱々しく、誰も顧みない醜くも儚はかない『神々』だった。


    　わたしは、しゃがみこんで──それに語りかけた。


    　遺影に手をあわせるような、己おのれ自身を見るような、切ない気持ちで。


    「あなたも捨てられたのね」


    　それは、神と人間の橋渡しのために使いつぶされたわたしが、生まれて初めて口にした己自身の言葉だったかもしれない。


    「わたしも、これから捨てられるの。使い切られて、蝉せみの抜ぬけ殻がらみたいに」


    　苦笑いして。


    「あなたよりも幸福かもね、あなたは使われることすらなかった──足りなかったがために、不良品として捨てられた。わたしは、すべてを奪われて、空っぽ。でもあなたは生まれたときから足りぬものに充ち満ちていたのね」


    　微ほほ笑えみ、わたしに残された最後のちからで、彼を『改変』した。


    「あなたは、兆きざしになりなさい。己の足りぬものを見るものに自覚させる、割れた鏡、蝕まれた陽光、えびす吉兆のしるしに──そして、みじめにでも這はいつくばってでも、無数の人生に触れ、あなた自身の生涯を、満足を、己おのれが何者であるかの実感を、そうね……あなたがこの世に生まれてきた意味を探しなさい」


    　傷だらけの指先で、そっと触れる。


    　胎児の感触がした。


    「そして、できれば──わたしの子供たちを守ってね……」


    　×××お兄ちゃん、とその名前を呼んで、わたしは再び彼を無限に打ち寄せては返す母なる海に帰したのだ。


    



    
      ×　×　×

    


    



    　炎。


    　じっとりと炙あぶるような不快感に、わたしは目を見開く。


    　走そう馬ま灯とうのように、わたしは過去を思いだしていた。


    　それはこの肉体に刻まれた『月つく読よみ鎖さ々さ美み』の記憶もそうだし、それ以前の──わたしが、誰に慮おもんぱかることなく『わたし』でいられた時代のこと……。


    　わたしがオオヒルメムチと呼ばれていた、儚はかない時代のこともだ。


    　すべてを、わたしは実感し、理解していた。


    　おそらくヴィシュヌによって封じられていたわたしの記憶だが、『這はいよる混こん沌とんアバオ・アクー』の能力で『神格』を高めたわたしは、彼女の『改変』を突破し、自らを見いだせるぐらいに成長してしまったのだ。


    　だが何もかもを思いだすと同時に、わたしの身体からだには何かどろどろとした泥のような、憎悪に充ち満ちた何かが浸しん蝕しよくしてくる。


    　日につ蝕しよくのように。


    　おそらく、わたしが『神々』に近づき、神仏に成ってゆき、己の『神格』を高めると同時に──不自然なその成長の対価として、わたしは『神霊』を貪むさぼられている。


    　そういう仕組みなのだ。


    　わたしは望みどおり封じられていた記憶を得て、けれど、魂に絡みついた『アバオ・アクー』によって何かおぞましいものに変質しつつある……。


    　記憶と『神格』を取り戻したわたしには、それが把握できる。


    　でも今は、それ以上に──。


    「はっ」


    　と目を見開いて、周りを見ると──周囲は陰いん鬱うつな光景だった。


    　薄暗く、生臭い、胸が悪くなるような空気だ……。


    「ひとつくべては『アラハバキ』のため」


    　漂うのは、お経のような、低く重たい男の声音だった。


    「ふたつくべては我われらの首領のため」


    　歌うように言いながら、スコップをふり♪ふり♪動かしているのは、骸がい骨こつだった。


    　腐ったような祭さい祀し衣装をまとい、盗掘したような王冠をいだく──腐くされた屍し体たい。


    　首元には、無数の頭ず蓋がい骨こつでつくられた悪趣味な飾り。


    『月つく読よみ鎖さ々さ美み』の記憶を得たわたしは知っている。


    　こいつは悪徳オカルト結社『アラハバキ』に所属する『悪神』──この世の道理に背そむいた『神々』のひとり、『怠たい惰だな墓はか守もりサムディー男だん爵しやく』だ。


    　ブードゥー教で崇すう拝はいされる『神々』で、屍体をゾンビーにして使役する能力をもつ。


    　お母さんに敗れ、退治されたはずだけど……。


    　推測する。


    　いちど死に、地獄に堕おちた『アラハバキ』首領が、復活するついでにかつての部下も引きつれてきたのだ──そして今、何かの陰謀に部下として協力させている……？


    　記憶を取り戻したわたしには、そんな想像ができるけど。


    　現状はよくわからない。


    　さっきまで、わたしは教室でつるぎ先生に『邪神オリエンテーリング』についての説明を受けていたはずなのに。


    　意識を失い、気がつくとこんな悪夢めいた状況に放りこまれていた。


    　彼は轟ごう々ごうと燃え盛る焼却炉に、何かをスコップで拾いあげては押しこんでいる。


    　夜天だ。


    　屋外である──風が、頰ほおに触れている。


    　ひりひりとした虫の音。


    　わたしは知識として知っている、ダイオキシンがでるとかで今は使われていない──桜こノの花はな咲さく夜や学園、校舎裏にある焼却炉だった。


    　柵さくで囲われ、生徒は近づけないようになってるはずだけど。


    　不法投棄されたらしい大量のゴミ袋や、意味不明のがらくたの山のなか、わたしは枯れた花が敷きつめられた棺かん桶おけに収まっていた。


    　胸に手を置き、死者のように身動きできず──両目だけを見開いて怖おぞ気けに震ふるえている。


    　意味が、わからない。


    　でも、やばい事態だというのは何となく察した。


    「わかるか？」


    　骸骨の首がもげた。その頭蓋骨が片手に載せられ、その暗い眼孔がこちらを向く。


    　片手では変わらず作業がつづけられている。


    「ここな焼却炉はこの『異界』における、簡易に設定された地獄。探索に失敗しこの『異界』において死亡したものたちは、ここで焼くことでその生命を、『神霊』を『氾はん卵らんの邪神シュブ＝ニグラス』に送られる。生いけ贄にえの祭壇なのだよ、ぐひひ」


    　ユーモラスともいえる動きで、骸がい骨こつが音をたてて笑った。


    「これから、貴様もこの場に放りこまれ、オオヒルメムチとしての能力や役割ごと『邪神』に捧げられる。貴様は月つく読よみ神かみ臣おみのような、見捨てられ忘れ去られた、忌いまわしい『神々』を復活


    させられる。貴様のちからが、今回の『陰謀』には必要なのだよ──我われらが闇の聖母ブラツク・マリア」


    　今すぐこの場から逃げたい、焼かれるなんていやだ──でも、わたしの肉体はすでに死んでいるみたいに、ぴくりとも動かない。


    　緊張感だけが、お腹なかのなかをぐるぐる渦巻く。


    　助けて。


    　誰か、助けて。


    「おひょっ!?」


    　サムディー男だん爵しやくは不意に妙な声をあげて、あらぬ方向を見据える。


    　眼球もないのにどうやって周囲を把握してるのか謎なぞだが、その視線の先──生徒の立ち入りを禁止するための柵さくが、思いっきり破られた。


    　どっと、腐臭がする。


    　大量の、死した生徒たちが、愛らしい桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服姿のまま──ふらりと倒れ、お互いに積み重なり、緩かん慢まんに動いている。


    　ゾンビーだ。


    　あるいは手足がねじれ、あるいは首がもげ、あるいは血まみれで、悲惨すぎる。


    　そのゾンビーたちはあきらかに柵の向こうからの侵入者を防ぐために、武装し、戦っていたようだった──だが蹴け散ちらされ、噓うそみたいに吹っ飛んでいく。


    「邪魔である！」


    　威い風ふう堂どう々どうとした声とともに、巫み女こ装しよう束ぞくの人物が突っこんでくる。


    　まとわりつくゾンビーを鬱うつ陶とうしそうに玉串でぶん殴なぐり、こちらを見据えている。


    　その顔を覆おおっていた、両生類じみた覆面が剝はがれて──素顔が覗のぞいた。


    　月読呪じゆ々じゆだ。


    　戸籍上は、『月読日ひ留る女め』の母。


    　でも、わたしの正体──オオヒルメムチにとっては、遠い遠い子孫。


    「ほう、さすがにゾンビーでは足止めにもならんか」


    　サムディー男爵が忌いま々いましそうに、火葬をする手をとめて身構えた。


    「久しぶりだな、月読呪々──この我が輩に屈くつ辱じよくを味わわせ、『根の国』へと叩たたき落としてくれた、その屈辱は忘れんぞ！」


    「…………」


    　お母さんは身構え、無言である。


    　わたしには理解できる、あれは「え～っと、誰だっけ……？」と考えてる顔だ。ひでえ。


    「何を目もく論ろんでいるかは知らぬが──どうせ、ろくなことではないのであろう。このイベントの管理を神から任された『月つく読よみ神社』の名代として、おまえは土くれに返してやる」


    　お母さんの言葉に、サムディー男だん爵しやくは余裕げに笑った。


    「今さら出てきても遅いわい、貴様らはもう『アラハバキ』という毒を呑のんでしまった──足あ搔がけば足搔くほど苦痛が長引くだけ、馬鹿め！　貴様らは死んだも同然だわ！」


    「首領はどこだ、いるのだろう？　あやつを地獄に叩たたき戻してやる」


    　何かを敏感に察して、お母さんが吼ほえた。


    「これは情雨じようとかいう小娘のやりくちではない──馬鹿は死なねば治らぬと思ったが、情けをかけたわしが愚かであった。今度こそ、あやつは『神霊』の欠片かけらも残さず滅ぼしてくれる」


    　玉串が仕込み刀のように、中途で分離し、内部から神剣が姿を見せる。


    　あれは、十と拳つかの剣つるぎ──『月読神社』のものが主に用いる霊的な兵器だ。


    「オオヒルメムチさまに何をした」


    　わたしに視線を向け、その名で呼ぶ。


    「平和に生きたい、ふつうの女の子として暮らしたいと願っただけの哀しい子供を、きさまらはどんな悪事に利用しようとしている!?」


    「答える義務はない、……何か勘違いしてはおらんかな？」


    　サムディー男爵が焼却炉の扉を開いた。


    　同時に、その内部から何かが飛びだしてくる。


    「すでに事態は詰みなのだよ、いちど敗北したことで首領さまは用心ぶかくなっておられる──必ず勝てる、と見越したからこそ行動したのだ。ぐひひ、絶対に邪魔しにくる貴様月読呪々への対抗策を、まさか用意していないとでも？」


    　全身に炎をまかれた、それは女の子だった。


    　たぶん、屍し体たいなのだろう──サムディー男爵の能力で、ゾンビーになっている。


    　それは、可愛かわいらしいといっていい女の子だ。


    　可哀かわい想そうに制服は焼け焦こげ、ヘッドフォンは火花を散らしている、頰ほおも手足も煤すすだらけ。


    　けれど、顔は判別できた。


    　だからこそ、その瞬間──お母さんは、呆ぼう然ぜんとした。


    「え……？」


    　隙だらけのその胸元に、飛びだした少女が両手で触れた。


    　たった、それだけでお終しまいだった。


    　絶対不動の姿勢をとっていたお母さんが、斜めに傾かしぎ──その全身に雷光が弾け、呆あつ気けなく昏こん倒とうする。


    　不覚、と唸うなり、お母さんは地面を爪で引ひっ搔かいて、立ちあがった。


    　だが今の一撃で、何がどうなったのか──全身の骨を残らず抜かれたように、お母さんはまともに立っているのも難しいようだった。


    　十と拳つかの剣つるぎを杖にして、ふらつきながら。


    「なぜ──おまえが、そんな……」


    　その名前を、ちいさく呼ばわった。


    「ミッちゃん──」


    　ミッちゃんと呼ばれた少女、わたしも何度か遭遇したことのある──不思議な、『謎なぞの後輩キャラ』布ふ津つ野の弥み火かは、目をぱちくりとさせて。


    　焼け焦こげた歯を覗のぞかせて、微ほほ笑えむ。


    「フフフ、呪々さまにはやっぱりわかっちゃいますね──長い付きあいですもの」


    　口だけをぱくぱくと動かして、けれど身体からだは自動的に、お母さんに向かう。


    　その手のひらに稲妻がまとい、食らいつきたそうにお母さんの周囲を飛び回る。


    　ミッちゃんは──弥火ちゃんは、全身を痙けい攣れんさせて。


    「わたしはいちど消滅しかけて、『アラハバキ』に『霊的ロボット』を無理やり受肉させられました──そこには『アラハバキ』に従うように命令プログラムが刻みこまれてる。ゾンビーになった今はサムディー男爵の能力もあわさって、絶対に逆らえません」


    　サムディー男爵に生ける屍しかばねとして操られながらも、必死に。


    「逃げ……て」


    　懸命に唸ったが、その肉体は迅じん雷らいを放ってお母さんを撃ち抜いていた。


    「ぐひひ、一丁あがり──『太陽神アマテラス』の血統は、『月つく読よみの巫み女こ』は、その検察官である布津野弥火ミツちやん＝『裁きのいかづちタケミカヅチ』には絶対に勝てない。これが、月読呪じゆ々じゆのために用意された切り札。まぁ、そこの小娘には他に利用価値もあるのですが……」


    　サムディー男爵はそれを見届け、不気味な笑い声を響かせると。


    　雷撃に蹂じゆう躙りんされ、もはや動かぬお母さんに手を伸ばし、その足首を摑つかんでずるずると焼却炉に引きずっていく──正義は敗れ、いま火葬され、悪事に利用されようとしている。


    「臥が薪しん嘗しよう胆たん、今こそ──我われらの本ほん懐かいを果たすとき！」

  



  
     第九話／コズミック・ホラー


    



    　時代の逆行はすさまじい速度で進行しているようだった。


    　クトゥルー神話の時代──一九二〇年代はあくまでその準備。


    『邪神』とその眷けん属ぞくが活発になるその時代に『真相』を求める生徒たちを襲撃し、生いけ贄にえとして捧げる……そのことで発生する『怪異』を、過去への逆行を急速に推し進めたのだろう。


    　すでに、校内で動いているものはわたしたちと、怪物だけに思えた。


    「到着！」


    　つるぎが一声あげて、重い扉を押し開いた。


    　どれだけ走っただろう。


    　廊下を駆け抜け、階段をのぼって──。


    　わたしたちは、当面の目的地にしていたプールへと辿たどりついた。


    「あれ、ティンダロスの猟犬が追ってこない……？」


    　背後を振り向いたが、さっきまで元気に廊下を破砕していた姿の見えない怪物は──何かに怯おびえるように、一定の距離から近づいてこない。


    　好都合ともいえるが、それだけこのプールがやばい場所ということだ。


    　わたしも、全身にびりびりするような嫌いやな気配を覚えていた。


    　正気度に余裕のあるかがみが先行し、プールへとつづく短い通路をゆく。


    　遅れて、わたしを抱えた情雨じようちゃん、最後尾しんがりがつるぎだ。


    「向こうの『教室棟』の屋上は立ち入り禁止だったけど、こっちはＯＫなんだね」


    　わたしが言うと、つるぎが頷うなずく。


    「何か、潮の匂いがする──って、ありゃ？　何だこりゃ？」


    　呆ぼう然ぜんと、みんなで並んでそれを見た。


    　プールがあるはずの位置には──やけに黒々とした、大海が広がっていた。


    　先ほどの夢の国ドリームランドみたいに、空間そのものが広がっている。


    　あんまり広くないプールだったのに、打ち寄せては返す巨大な海があった。


    　遠くに視点をあわせようとすると、目め眩まいがする──遠近感がおかしい。


    　足下も砂浜に変わっていて、けれど落下防止用の柵さくとかプールの温度を調整するボイラー室とか、あるべきものはある。


    　空を見あげると、そこには何もない──ひたすら漆しつ黒こくのみが渦巻いている。


    「年代を計測しようとしてるのですが」


    　かがみが不安そうに。


    「おかしいです、なぜか時代がわかりません。星の位置なんかをもとにして計算しようにも、星がないのです」


    「曇ってるの？」


    「いいえ、物理的にありません。これは──月も星も消滅している？」


    　瞬間だった。


    　海が、とぐろを巻いた。


    　ゆっくりと──こちらを嘲ちよう弄ろうするように、ぐるぐる、ぐるぐる……。


    　その勢いは徐々に強まり、底の見えぬ巨大な穴が海面に生じる。


    　その奥から吐き気を催すような、断末魔の声を無限に重ねたような耳みみ障ざわりな音とともに、血の匂いと腐敗臭がこみあげてくる。


    「いかにもラスボス登場って感じだぞ」


    　つるぎが草くさ薙なぎの剣を取りだして構えたが、かがみは納得できないというように。


    「そんな、魔導書はまだすべて集めてないのに」


    「時間切れってことでしょ、文字どおりにね」


    　情雨じようちゃんが何かを必死に思案しているように。


    「このプールで、かつてわたしは『根の国』との通路を開いた。死後の世界で忘れられていた『旧神』──『九く頭ず竜りゆう』を復活させるためにね。もちろん、その通路は塞ふさいだけど、治りかけの疵きず痕あとみたいに、再び開きやすい状態になってたわ」


    　その穴を利用して、何かを企くわだてているものがいる。


    　渦巻きはやがて制止し、海にぽっかりとできた空虚に、わずかに残った海水──そこに浮かんだ、ひとりの女の子が見えた。


    　彼女は母胎で漂う赤ん坊みたいに、ぷかりと仰向けに浮かび、瞑めい目もくしている。


    　その顔に覚えがあった。


    「弥み火かちゃん！」


    　わたしが叫ぶと、情雨ちゃんとかがみが同時にこちらを見た。


    「え？　誰なの？」「また知らない女の子と──」


    「いや、その。わたしもよくわからないんだけど、なぜかわたしを助けてくれたの」


    　わたしは弥火ちゃんとの出会いから『異界』へつれてこられるまで、そしてショゴスに襲おそわれ別れるまでの経緯を手短に語った。


    　でも、おかしい。


    　最初は弥火ちゃんがショゴスにやられて、『邪神』への生いけ贄にえに捧げられたのだと思った。


    　事実、桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服はぼろぼろで、身体からだも傷だらけだ。


    　でも、おかしい。


    　本来なら出血し、覗のぞいているはずの身体からだの中身は肉だろう──あるいは、骨や内臓だ、でも弥火ちゃんの体内に収まっているのは……。


    　銀色の、何かだ。


    　大量の、刃らしいものが服の下、切り裂さかれて露ろ出しゆつした体内で重なりあっている。


    　かがみが目を見開いた。


    「あれは、何……？　機械？　わたしと同じような──」


    「ちがう、刃物だ。草くさ薙なぎの剣をよりしろにしてる、あたしに近い」


    　つるぎが断定した。


    「あいつ、弥み火かちゃんだっけ──あいつは人間に見えるが、たぶん刃物をよりしろにして発生した九つ十く九も神かみだ。『改変』してかなり人間の肉体を再現したあたしとちがって、薄皮一枚下はすべて刃物でできてる」


    　九十九神。


    　九十九年使用した古道具は『神々』と成る、とする日本独自の論理。


    　修行すれば神と成れる仏教の仕組みと、自然や無機物を崇すう拝はいする日本古来のアニミズムなんかが合流したもの──。


    　そっか。


    　抱きしめられても、体温がしなかった。


    　あの子は刃物の化身、人間じゃあなかった。


    　でも、すこししか会話してない、ともに行動してないけど──悪い娘こじゃなかった。


    「布ふ津つ野の弥火──ふつのみか、もしかしてフツノミタマか？」


    　その名前なら、わたしも聞いたことがある。


    　むしろ、もっと早く思いつかなかったのが我われながら悔やまれる。


    　そのまんまの名前じゃないか。


    　フツノミタマ（『フツ』は『斬きる』という意味）は日本神話における最強クラスの軍神、『裁きのいかづちタケミカヅチ』が武器として用いていた神剣だ。


    　後にタケミカヅチと同一視され（分身、親子、とされる場合もある）習合し、同じ神とみなされるようになる──。


    　そして、『裁きのいかづちタケミカヅチ』は、わたしの知人だ。


    　ミッちゃん、と呼ばれていたあのひと──わたしたちの保護者のひとり、彼女だ。


    　そっか、布津野弥火が本名だったんだ、弥火＝ミカ＝ミッちゃん、だったのだ。


    　見覚えがあるわけである。


    　何で少女の姿になってるのかは不明だが、ひとつ疑問が解消した気分だった。


    「どうやら、他の『神格』の高い霊剣を、よりしろ＝核として──同じく神剣の『神々』であるフツノミタマとしたようですね」


    　かがみが事象を解析する機械のような目つきで、弥み火かちゃんを見据える。


    　似たものは関連づけやすい。


    　鏡は輝くから、太陽の似姿とされる。


    　海からの漂流物を、海を思わせるものとして祀まつる。


    　呪のろいのわら人形は、相手によく似たものに憎悪をぶつけることで、呪う。


    　神像や仏像もそうだ、似たものであってそのものではないけど──人々は、その似姿に己おのれのなかの信仰を見て、祈る。


    「見覚えがある剣なのです、『九く頭ず竜りゆう島』であの妖よう狐こが用いていた、かつて『炎帝カグツチ』を屠ほふった剣──いわさくの剣と、ねさくの剣でしょうか」


    「そうね」


    　情雨じようちゃんが同意した。


    「パパが用意させてたのを見たわ。まさか、こんなことに使うなんて──パパの『這はいよる混こん沌とんアバオ・アクー』は『神々』の『神格』を高める。最大限まで鍛え、強化したあの二本の神剣をフツノミタマとして歪んだ成長をさせ、かたちづくった九つ十く九も神かみを『霊的ロボット』に封入して、意のままに操っていたのよ」


    　それが、弥火ちゃんの正体か。


    　彼女には何かの『役目プログラム』があると言っていた、それに逆らえないと……。


    　それは、『アラハバキ』首領である情雨ちゃんの父の命じた、悪事だったのだろう。


    　でも、彼女はわたしを助けてくれた。いくつものヒントもくれた。


    　たぶん、己おのれに与えられた役目に逆らって、あるいは抵抗してまで。


    　あの笑顔、優しい仕草、そのすべてがプログラムされた偽にせ物ものじゃなくて。


    　彼女の善意は押しつぶされながら、必死に邪悪な命令に耳をふさぎ、藻も搔がいていた。


    　彼女がわたしをこの『異界』につれてきたのは、『神格』の高いものを呼んで、生いけ贄にえに捧げるためだろう──その命令に従いながらも、わたしに助言を与え、たぶんこの『事件』を阻止するように期待した。


    「あの弥火ちゃんって子に、とんでもないちからが集まってるぞ」


    　つるぎが冷や汗をかいて、呻うめいた。


    「見覚えのある『霊力』だ──たぶん、『月つく読よみ神社』の連中だな」


    「あいつらを喰くらったってこと？　あの弥火ってのもあたしと同じで『アラハバキ』みたいに、他の『神々』を食べるの？」


    「ひっ!?」


    　いちばんプールのそばにいたかがみが、いつも動じないのに、全身を緊張させて硬直。


    　その視線の先。


    　プールで──おぞましい事態が進行中だった。


    　弥み火かちゃんを中心に、どくん、と生物的な胎動が響く。


    　それは、狂気をともなう地響きだった。


    　わたしたちの心を揺り動かし、不安にさせる、奇妙な地響き。


    　同時に無数の生命がとろけたような黒々とした海が、弥火ちゃんに流れこんでいく。


    　たぶん、時間はかぎりなく逆行している。


    　この宇宙に発生した、原始の生命──それらが[image: ]あふれた、混こん沌とんとした海が、弥火ちゃんの身体からだにいちど吸収され、膨大な量となって再び吐きだされていく。


    　世界が、闇やみに染まっていく。


    　わたしは直観する。


    　弥火ちゃんも『氾はん卵らんの邪神シュブ＝ニグラス』と同じように、『邪神』だ。


    　この『異界』において、そんな『役割』を与えられているのだ。


    「『魔海の邪神クトゥルー』は、古代に地球を支配し、けれど現代は眠っている──星せい辰しんが正しくないから、だから目覚めさせるために時間を戻したんだ」


    　つるぎが、忌いまわしそうに。


    「成る程な、遠い昔にしか活動していなかった『邪神』を再び蘇よみがえらせるに、時間を逆行させたんだ。月も地球も太陽すら誕生してなかった原始の宇宙まで、時計の針を戻して──『魔海の邪神クトゥルー』が活動できる、正しい星辰にしたんだ」


    　叫んだ。


    「『邪神』が目覚めるぞ……！」


    　わたしたちの正面、弥火ちゃんが周りの闇を吸引し、濃厚で巨大な海と化していく。


    　わたしたち、ちっぽけな存在では認識すらできない、ブラックホールのような深く暗い海。


    『魔海の邪神クトゥルー』──。


    　クトゥルー神話においても、最も恐れられている『邪神』といっていい。


    　それを直視してしまった瞬間、無慈悲な表示が発生した。


    【『邪神』を目撃してしまった君たちは、『正気度』ロールをせよ】


    　わたしたちは絶句し、互いに顔を見あわせる。


    「眷けん属ぞくの怪物ならともかく、ほんまもんの『邪神』だぞ。しかも蝦え怒ど川がわみたいにこっちに善意を抱いだいたものじゃない、悪意びんびんだ──そんなもん直視して、もし『正気度』ロールに失敗したら──」


    「ど、どうなるの？」


    　つるぎの悲鳴に、情雨じようちゃんが不安そうになる。


    　彼女は『邪神』だからか、正気度チェックの表示はなかった。


    「あたしらのちっぽけな理性なんて、かんたんに吹き飛ばされるだろうな。正気度ゼロになって、狂気に陥おちいる。宇宙的恐怖コズミツク・ホラーってやつだ、誰にも耐えられない」


    「でも、ダイスをふらなければ自動的に失敗──でしたよね」


    　かがみが一〇〇面ダイスを取りだし、ごくりと生なま唾つばを呑のむ。


    　みんなで顔を見あわせたが、どうにもならない。


    　この『異界』のルールに従うと決めたときから、わたしたちに選択の余地はない。


    　この『邪神オリエンテーリング』をたまが企画した、という一点のみで安易にそれを受けいれていたが、後悔している。


    　わたしたちは、もっと考えて行動するべきだった。


    　ううん、わたしたちのこれまでの失敗を観察し、傾向と対策を見いだし、わたしたちが落とし穴に嵌はまるように『陰謀』を組みあげた誰かがいる。


    「諦あきらめてはいけません、まだすべてが終わったわけではないのです」


    　かがみが必死に主張し、運命のダイスロール。


    　わたしたちは、同時にダイスを転がして──。


    「ほっ、成功」


    　基本的な能力値が高く、正気度の高いかがみは何とか成功。


    　成功しても、恐怖の塊である『邪神』を目撃したせいか、正気度がぐぐっと減ったが。


    　でも、これまで翻ほん弄ろうされるばかりで、正気度が低かったわたしたちは──。


    「あ、あれ？　あのう、鎖さ々さ美み……さん？」


    　恐る恐る声をかけてくる、かがみに。


    　わたしは、だらしなく笑った。


    「えへ～☆」


    　わたしは、正気度ゼロになっていた。
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    「うへえへへえへへへへへへ☆」


    　わたしはあとから思いだすと死にたくなるような笑い声をあげて、本能の命じるままに、情雨じようちゃんのおっぱいにむしゃぶりついた。


    　制服のボタンがぷちぷちと弾け、その刺激的な谷間のなかで宇宙遊泳♪


    「えへへへへ情雨ちゃんあったかぁいい☆お姉ねえちゃんお姉ちゃぁああん──情雨ちゃん可愛かわいい食べたいいじめたいよぉおお……うえへへへへへ♪♪」


    　やぁああん、やぁん♪　情雨ちゃんさまのお乳さまったらムニムニもちもちプニプニやわやわ──ぁぁああん♪♪♪


    「何よ急に!?　あひゃっ、やめっ──くすぐった、あはは！　あはははは♪」


    　身を捩よじり、情雨ちゃんは耳まで真っ赤になっちゃう。


    　無視し、わたしはその白くて甘いお胸に全力で吸いつく──お姉ねえちゃん～☆


    「だめ！　だめぇ！　それは食べ物じゃないからぁあああ!?」


    　情雨じようちゃんは涙目になって「べしばし」とわたしを殴打したけど、今のわたしは理性を失ったケダモノ、やめられない止まらない。


    「ちょっ、鎖さ々さ美みさん、さすがにそれは──」


    　ドン引きしたかがみが声をかけてきたけど、それに反応し、わたしは「ギラリ☆」と野獣の眼光を煌きらめかせる。


    　ほほう、邪魔するんだね。


    　じゃあ、かがみんが情雨ちゃんの代わりにわたしを満足させてくれるんだね。


    　狂気の論理で、わたしは跳躍──かがみのくちびるに顔をあわせ「ふにゃ!?」と彼女が驚いたのも束の間、その喉のどの奥に侵入しようとする。


    「かがみ～うえへへへ～食べて～♪食べて～☆わたしを丸ごと食～べ～て～♪♪」


    「ぅぎゃああああああああああ!?」


    　かがみが絶叫し、わたしをなんとか引き離そうと全力で摑つかみ、引っぱる。


    「変態！　変態！　変態！」と情雨ちゃんが絶叫し、もう何もかもわかんないよ──という顔で髪の毛を振り乱して動揺してる。


    　わたしを振り払い、床に叩たたきつけ、靴くつ底ぞこで押しつぶしてハァハァと息を荒らげると──かがみは血の気を失って。


    「正気度を失ったものは狂気に陥り、ふだんはしないようなおぞましい行動をとるようです──その症状はランダムで決定されるようですが、鎖々美さんの場合は……」


    　わたしのそばに、狂気の内容が表示されている。


    【狂気／恐怖によって理性が麻ま痺ひし、隠していた欲望が露あらわになる】


    「「ろくでもないもの隠してた!?」」


    　かがみと情雨ちゃんが同時にびくうっと後ずさる。


    　情雨ちゃんのおっぱいを食べたがり、かがみに飲みこまれたがる、わたし──何なんだろうそのやばげな欲望は──自分でも呆あきれるが、今はとにかくふたりを！　可愛かわいいふたりをうえへへへへへへ♪♪♪


    「あぁ……」


    　かがみの靴に踏みにじられ、それはそれで気持ちよくなりながらも──わたしは、ぐったりと屍し体たいのように砂浜に横たわって、全身を脱力させる。


    「もう、何か──どうでもいいや……がんばりたくねえ──世界とか神様とかもうどうにでもなっちゃえ……情雨ちゃんのおっぱいとかがみのお仕置きがあればそれでいいよ──これがわたしのハッピーエンドだったんだようふふうふふふふふ」


    「正気に戻ってください鎖々美さん！　いろんな意味で！」


    　うわぁん、といつも冷静なかがみが錯さく乱らんしながら、恐る恐る──。


    「そういえば、姉ねえさんは──」


    　見ると、視線の先ではつるぎが「きょとん」とした表情で立っている。


    　服装は一九二〇年代で固定されているのか、急激に逆行した時代に追いつけないようにメイド服姿のまま。


    　髪の毛はおろされていて、いつもより子供っぽい。


    　というか、これは──。


    「にっこり」


    　と音がしそうな満面の笑顔で、つるぎは妹を慈いつくしむように見た。


    「どうしたの、かがみちゃん？　何を慌てているの？」


    「よかった、姉さんはまとも──って、『かがみちゃん』？」


    　何かを思いだしたように、気味悪そうに顔をしかめたかがみに、つるぎは正気を失ったものにしか浮かべられない一〇〇％の天使の笑顔アルカイツク・スマイルで。


    「何か困ったことでもあったの？　お姉ちゃんに相談して？　でもね、悩むことなんてなんにもないの──だって、世界はこんなに美しいし、かがみちゃんはとっても可愛かわいい、あたしの自慢の妹ちゃんなんだから……うふふうふふふふふ」


    　きらきらと輝かんばかりの雰囲気で、つるぎは陶酔するように演劇のヒロインみたいに──くるりらと踊りながら、甘ったるい声で。


    「さぁ、みんなで平和について、愛と幸福について語りあいましょう♪」


    「久しぶりに姉さんがバグったぁあああああああ!?」


    【狂気／恐怖のあまり、幼児退行してしまう】


    　つるぎのそばに、そんな表示があった。


    　あまりにも恐ろしい事態に直面したとき、急性ストレスから子供のようになってしまうのは、現実にもよくある症状だった。


    　でも、つるぎの場合は幼くなってしまうと──なぜか善意だらけのややウザい良い子ちゃんに成りはててしまうのである。


    「ど、どうすんの!?　どうすんのよこれ──収拾つかないわよ!?」


    　情雨じようちゃんが自分のスカートのなかに潜りこんでくるわたしをシバきつつ、お花畑のなかで遊ぶ童女のようにうふふ☆うふふふふ☆と笑いつづけているつるぎを見て、顔がん面めん蒼そう白はくになってしまう。


    　かがみも涙目のまま。


    「お、落ちつきなさい。あなたまで動揺してどうするのですかぁっ──」


    　きっと顔をあげて、黒い海の真ん中で今もどくんどくんと胎動をつづける、生命と邪悪な自我をもつ闇やみ──『魔海の邪神クトゥルー』と化した弥み火かちゃんを睨にらみつける。


    「こんな状況です、一時休戦といきましょう。わたしたちまで仲なか違たがいしては、どうしようもありません」


    「う、うん」


    　かがみの提案に、犬猿の仲のはずの情雨じようちゃんは、正気を失ったわたしたちよりはましだと思ったのか──こくこく頷うなずいた。


    「普通に考えれば、狂気の大もとである『魔海の邪神クトゥルー』を倒せば──とりあえず、異常なことは終わるわよね。あ、あたしも『邪神』だから、戦えるかも」


    「クトゥルー神話において、『邪神』は永遠不滅、けして倒せません。我われ々われにできるのは、穏便に去っていただくことだけですよ」


    　かがみが忌いま々いましそうに、懐ふところから巨大な機関銃を取りだして。


    「刺激を与えたくない感じではありますが──どうやら、まだ『魔海の邪神クトゥルー』は完全ではありません。ありったけ攻撃を叩たたきこんで、ここは痛くて苦しい世界だと思わせれば、退散してくれるかも……」


    　その言葉が終わるか終わらないかの、まさに刹せつ那なだった。


    　銃弾を放とうと『邪神』に狙ねらいをつけ、そこに集中していたかがみに──無数の碧あおい火の玉が叩たたきつけられる。


    　完全な不意打ちだったので「!?」と防御しながらもかがみは吹き飛ばされ、ごろんごろんと床を転がって動かなくなる。


    「なっ──」


    　目を丸くし、情雨ちゃんが振り向いた。


    　わたしたちも入ってきた、校舎に繫つながる狭い通路──。


    「やァれやれ」


    　そこに、いつの間にかひとりの男が立っていた。


    　毛皮のマフラーのように、九尾の狐きつねを首元に巻いている。


    「どうにも進行が遅いと思ったら、あんたたちが原因だったのね──とくに情雨、アタシの可愛かわいい『アラハバキ』のお姫さま、あんたはいったい何をしてるのかしらァ？」
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    　どろりと、闇やみが這はいよってくる。


    　それは次々と、正気を失ったわたしやつるぎを頭から呑のみこみ──深刻なダメージを負ったのだろう、立ちあがれずに痛みに呻うめいていたかがみをも覆おおい隠してしまった。


    　夜闇のように包み隠して、どろどろと渦巻く黒い海のいちぶにしてしまう。


    　かがみは、まだ正気を保っているからだろう──懸命に手を、足を闇からつきだし、溺おぼれかけのように藻も搔がいている。


    　だが、時間の問題だろう。


    　いつか疲れ果てたそのとき、彼女の虚むなしい抵抗は終わる。


    　しんと静まりかえった、黒一色の世界で。


    　情雨じようちゃんは立ち尽くしていた。


    　こんな状態でも揺るがず存在する校舎の足場は、粘着質な闇やみ色いろの液体にひたされて、もはや名状しがたいぐちゃぐちゃだ。


    　それらは海のように満ち引きを繰りかえし、ざざぁん……と波音を響かせている。


    　それ以外には、しわぶきひとつ聞こえない。


    　闇のような海のような常人には理解できない外宇宙の『神々』──『魔海の邪神クトゥルー』となった弥み火かちゃんを核にし、生徒たちの『神霊』や生命力を摂取して膨ふくれあがった禍まが々まがしい粘液と、『アラハバキ』の親子のみが残された。


    　情雨ちゃんは、視線を父に固定し、息を呑のんで動けない。


    　彼女にとって父は、ずっと目標にし、支配されつづけてきた絶対的な存在。


    　口答えすらできない、反抗するなんてもってのほか──でも、他の全員が闇に呑まれた今、彼女こそが唯一の希望だった。


    「さァ、どうすんのォ──」


    　その男──おそらく『アラハバキ』の首領は欠伸あくびを嚙かみ殺すような、休日に、渋々とわがままな娘の遊びに付きあう父親のような態度で。


    「あんただけになっちゃったけど？」


    　情雨ちゃんの全身が、ぶるぶると、氷原に立たされたみたいに震ふるえている。


    　親に逆らう恐怖は、他に比べるものがないぐらい、特殊な過酷さがある。


    　崖から飛びおりるよりも、怪物に向きあうよりも、強い痛みをともなうこともある──それは、アイデンティティに致命的な崩壊を招く危険があるからだ。


    　こんなふうに、正気を失い、無力になったわたしが言えた義理ではないけど。


    　でも、負けないで──情雨ちゃん。


    　親の言いなりにならず、逆らってはじめて、子供はおとなになれる。


    　少なくとも、わたしはそうだった。


    　ちょっとでも、自分の人生を取り戻せた。


    　操り人形だった情雨ちゃんのいのちを、自分自身のものにしてほしい。


    　そして、情雨ちゃんらしく誇り高く、一生懸命に生きてほしい。


    　それが、わたしの憧れた──情雨ちゃんだ。


    　何のために、永久のまどろみの底だった夢の国ドリームランドから這はいだして、ここまできたのか。


    　前へ進むためではないのか。


    　情雨じようちゃんもそれを自覚したのか、強く下唇を嚙かんでから、父を睨にらみつけた。


    「パパ」


    　息をするのも苦しいというように、情雨ちゃんが喘あえぐように問うた。


    「結局、パパは──いったい何をしようとしてるの？　どうして、こんな……？」


    　周囲を見回し、気味が悪そうに、情雨ちゃんは己おのれ自身を抱きしめる。


    「あら、その様子だと、あんたを夢の国ドリームランドからつれだしたその子たちは──魔導書をぜんぶ集められなかったみたいね」


    　首領は闇やみに溺おぼれているわたしたちを眺めて、つまらなそうに。


    「なぁんだ、誰ひとり『真相』に辿たどりつけなかったのね。呆あきれた、悪党は自ら陰謀を語り、随所にヒントをばらまく。だからアタシも魔導書なんてわかりやすいかたちでそうしたのに、……誰にも気づいてもらえない悪事なんて虚むなしいだけでしょォ？」


    　くちびるを尖とがらせ、奇妙な女性口調で、彼は語る。


    　娘とは、一定の距離をあけたまま。


    　判断がつきかねるのだろう、目の前で肩を怒らせ仁王立ちしている娘が、自分の忠実な操り人形のままなのか、それとも敵になってしまったのか──。


    　探るように、言葉を紡つむぐ。


    「簡単よ」


    　首領は三種類×三枚の魔導書をどこからともなく取りだし、無造作に捨てた。


    　ひらひらと舞った魔導書は、ぼとりと黒い海に落ちて、湿って濡ぬれて落下していく。


    「すべてが、アタシの手のひらのうえだったわけよ」


    　簡単に、己の悪事を要約して。


    　特撮映画の悪党が、己を退治しにきた正義の味方に必ずそうするように。


    　この『異界』における『事件』における、すべての陰謀を開かい陳ちんする。


    「今回はね、邪や神がみたまにアドバイスして、彼女が企画した行事イベントにのっかるかたちで悪事を働いたの。もちろん、行事はアタシに都合がいい、利用しやすい内容にさせたけどね？」


    　たぶん、無関係な他人を、あるいは善意の第三者を装ってたまと接触したのだ。


    　彼女は、ひとを疑わない──騙だますのは、とても簡単だっただろう。


    「『異界』を、クトゥルー神話に基づいた世界観に構築させたのは、便利だったから。人工の、新しい神話──余計な歴史がないぶん、アタシの思惑どおりに歪ゆがめやすい」


    　もともとがホラー小説だ、すこし恐ろしげな事態が起きても「クトゥルー神話だし、こういうこともあるのかも」とか、こちらも思ってしまう、というのもあったろう。


    「クトゥルー神話に似せるために、苦労したわよォ。悪徳オカルト結社『アラハバキ』の総力戦だったわ──」


    　溜ため息いき混じりに。


    「構図は単純明快よォ」


    　でも、首領は愉たのしそうに。


    「邪や神がみたま＝『氾はん卵らんの邪神シュブ＝ニグラス』が構築した『異界』において、そこに存在するすべての人々と『神々』は『霊力』を徴収される。税金みたいにね。そのために、わざわざ『霊力』の強い人間を、アタシの部下を使って集めさせたりもした」


    　弥み火かちゃんが、わたしをこの『異界』につれてきた理由。


    　役目プログラムだと、言っていた──『アラハバキ』首領が、彼女に命令したのだ。


    　他にも情雨じようちゃん含めて、『アラハバキ』のものたちは『邪神』やその眷けん属ぞくの役割を当てはめられて、みんな一般人並みになってたのに──ずるして、異能を用いていたのだ。


    　たぶん、『異界』に入る前に、予あらかじめ己おのれをそのように『改変』しておいたのだろう。


    「たっぷり集めた『霊力』は、いちど『氾卵の邪神シュブ＝ニグラス』＝邪や神がみたまに集められる。それを、そっくり強奪するのが、この陰謀の第一段階」


    　他人の儲もうけをそっくりかすめとる、こそ泥だ。


    「そのために、アマテラスとその血統に対して無敵のちからをもつ『裁きのいかづちタケミカヅチ』を復活させた──二本の神剣を核にした『霊的ロボット』を用意し、たっぷりの『霊力』を注ぎこんでね」


    　それが、弥火ちゃん。


    　弥火ちゃん＝ミッちゃんはヴィシュヌによると『霊力が枯こ渇かつし、存在が希薄になっている。霊力を注げば復活する』ということだった、前回の出来事のときにそんなことを言っていた。


    　そんなミッちゃんを発見し、彼らは悪事に利用したのだ。


    「彼女といっしょに希薄になっていた──淡あわ島しまさま、と呼ばれる『神々』も、同時に復活させたわァ」


    　その名前も、聞き覚えがある。


    　前回の出来事のなかで、情雨ちゃんが助けたいと言っていた保護者のひとり。


    　同時に失われた彼ら──ミッちゃんと淡島さまは、そばにいたのだろう。


    　まとめて回収され、いっしょに悪事に活用されたのだ。


    「彼はちょっとした事情によって月つく読よみ日ひ留る女め──オオヒルメムチの命令に従う。彼女が望めば復活する」


    　日留女ちゃんが望めば復活、それは誰かの立場に似ていないか。


    　気になったが、首領は話を先に進める。


    「日留女ちゃんの意識を薬で曖あい昧まいにしてるうちに、淡島さまを復活させる命令をさせて──布ふ津つ野の弥火と合成。そうして完成したのが、この『魔海の邪神クトゥルー』よ」


    　黒い海を見つめ、うっとりとする。


    　つまり、『魔海の邪神クトゥルー』は布津野弥火と淡島さまが合体し、希薄になっていたふたりに邪や神がみたま＝『氾はん卵らんの邪神シュブ＝ニグラス』から強ごう奪だつした『霊力』を注ぎこんで完成させた存在、なのだろう。


    「彼らは『アラハバキ』の一員だから、こちらの命令に従う。とはいえ、『霊力』を集めることで『神格』が高くなれば、こちらの『改変』を受けつけず、逆らうかもしれない。だからこそ、最後に情雨じようがこの『魔海の邪神クトゥルー』を喰らうことで、陰謀は完成する」


    　化学実験のように、ひとつずつ工程を消化し、最終的に利益を得る。


    　冷たく、不気味な悪意のかたちだった。


    「情雨＝『大たい抗こうの邪神ハスター』は能力的に、あらゆる『邪神』に対抗できる。あなたは何の苦労もなく、寝ね惚ぼけている『魔海の邪神クトゥルー』を捕食し吸収し、おおいなるちからを得るはずだった……シンプルで、容易たやすい陰謀だった。それなのに──」


    　たしかに、こうして見ると単純明快だ。


    　邪や神がみたま＝『氾卵の邪神シュブ＝ニグラス』が膨大な『霊力』を集め↓


    　弥み火かちゃん＆淡あわ島しまさま＝『魔海の邪神クトゥルー』がそれを強奪し↓


    　情雨ちゃん＝『大抗の邪神ハスター』が最終的に、そのすべてを捕食し、得る。


    　膨ぼう大だいな『霊力』を集めて、そして首領が何を目もく論ろんでるのかわからないが──情雨ちゃんの『まつろわぬものアラハバキ』はあらゆる神仏を吸収し、強くなる。


    　大量に『霊力』を集めることができたら、『最高神』レベルどころか、誰にも手がつけられない化け物に成長するはず──だったのに。


    　情雨ちゃんを見据え、首領は慨がい嘆たんする。


    「な～にやってんのよォ、あんたは──パパの言うこと聞けないの？　黙ってパパに従ってれば、あんたはすべてを手にいれられるのよ！　あんたが世界を支配できたのよ！」


    　ほんとうに哀しそうに、首領は慟どう哭こくした。


    「パパはこんなに尽くしてるのに、あんたのことを考えてあげてるのに、愛してるのに──どうしてよォ、情雨！　どうしてパパを裏切るようなことばっかりするのッ!?」


    　愛とは。


    　どの口で言うのだろうか。


    「長い間、あんたを放っておいたのは謝る──でも仕方ないでしょ、死んでたんだから。こんなときに反抗期なんてやめてよ、情雨はパパの自慢の可愛かわいい娘でしょ？　良い子でしょう？　アタシの、世界でいちばんの大好きちゃんでしょお？」


    　でも情雨ちゃんにはその言葉は電撃的に作用した。


    　彼女は青ざめ、ふるふる震ふるえている。


    「あ、ああ……パパ、あたし……」


    　だめ、情雨ちゃん。


    　愛してるとか、あんたのためとか──そんな甘くて優しい言葉を真まに受けちゃあ。


    　その奥に、きっとこいつは悪意を隠している。


    　誰もが目を背そむけるような、腐くされた真意を。


    「パパはね、あんたのためを思っていろいろ考えたのよ？」


    　萎い縮しゆくする情雨じようちゃんに、あくまで穏やかに、首領は歩み寄る。


    　もはや害なしと判断したのか、大胆に。


    「あんたが、失敗してきた──これまでの『陰謀』を、忠実になぞったのよ。正しいやりかたを教えてあげるために。あんたのためによ、情雨？」


    　ひとつひとつ、己おのれの愛情の証あかしをたてるように。


    「あんたって、なまっちょろいのよ──せっかくここのプールに、『根の国』へ、異次元へ繫つながる穴をあけたのに、ろくに活用もしないし。だいたい、自分の右腕を失ってまで『九く頭ず竜りゆう』を召しよう喚かんするなんて、馬鹿げてる。何かを呼びだすならそのへんにいくらでも餌えさが、生いけ贄にえが、人間がいるでしょォ──どうして、そいつらを捧げないの？」


    　ちなみに、『クトゥルー』と『九頭竜』は同一視されることがあるのよ、とどうでもいいことを語りながら。


    「『現代のトロイア戦争』のときもそう、あのとき悪巧みをしてたのは『紅天アポロン』だけど、あいつも悪党としては三流よ。ギリシア神話はまだ迷ってた、ふたつの未来を想定し、どっちつかずにふわふわしてた。そして自分たちの行く末を決めるために、公平にゲームなんてしちゃった」


    　現在のこの状況──『霊力』をみんなから吸いあげ、邪悪なる存在を稼働させるのは、『最終兵器木馬』そのものだ。


    　それを再現している、醜悪なパロディを演じている。


    「馬鹿じゃないの？　ゲームの支配者という圧倒的に有利な立場を、ちっとも活用できてない──賭と場ばは、店側が勝利するようにできてる。ゲームだってそう、最終的にどうなっても勝てるようにシナリオを組むべきでしょう？」


    　実際、今回──彼が敷いた『事件』には、これ見よがしのヒントはちりばめてあったが、結局こうなった。


    　誰も解決はできず、破滅に陥った。


    「印度インド神話のときもそうよ、奇跡を起こすため、願いを叶かなえるために『徳』を溜ためるゥ？　はァ？　何を悠長なことをしてんのよォ？」


    　扱こきおろし、叱しかりつける。


    　ほんとうに、理解できないのだろう──何でもっと巧うまくやれないのか、わからないのだ。


    　情雨ちゃんが危機に直面するたび、ぶつかっていたものが、欠けているのだ。


    　良心、というものが。


    「『徳』ってのは『神々』の通貨でしょ、善行をつんで、ちょっとずつそれを集める？　ちがうでしょ、悪党だったら──たくさん持ってるやつから奪えばいい、ぶん盗ればいいんでしょうが！」


    　そう、彼は強ごう奪だつした。


    　たまが、平和な未来のために集めていたものを、横からかっさらった。


    　こうして見比べると、情雨じようちゃんは、確かに──悪党と名乗るには、なまっちょろい。


    　彼女には慈じ悲ひがあり、遠慮があり、罪悪感があった。


    　更生する余地があった。


    「赤子の手をひねるより簡単だったわ、拍子抜けしたぐらい。情雨、どうしてあんたこんなに手こずってたの？　あんたは優秀につくってあげたはずなんだけどなァ？」


    　娘にかける言葉とは思えない、残酷な──。


    「邪や神がみたまに企画させることで、邪神三姉妹の干渉を防いだ。『あの子のやることなら放っておこう』って──彼女らは思うから。諸外国の勢力も、いまは互いに争っているし、内政干渉を嫌って手をだしてこない。ヴィシュヌも、願われなければ何もできない」


    　妨害されることを警戒し、彼は外堀を埋めていた。


    　あとは、侵略するだけだ。


    　思うがままに、強奪するだけだ。


    「ちょっと困ったのは伊弉冉尊『死の神』ね、あいつがまだこっちにいるとは思ってなかったから──いくつか『死』を投げられちゃったわ」


    　見なさいよ、と言わんばかりに彼はコートを広げる。


    　不可思議なことに、その肌の上に闇やみがわだかまり──そこに吸いつくようにして、小こ判ばん鮫ざめのように何本かのナイフが浮遊している。


    「まぁ、この『死』は『這はいよる混こん沌とんアバオ・アクー』の能力で無限に進化の階かい梯ていを駆けあがりながら、アタシに辿たどりつかない。永遠の時間を進みつづけて、アタシが逃げつづけるかぎり、決して追いつけない。アキレスと亀ね」


    　よくわからないが、『死』のナイフによる攻撃を永遠に先延ばしにしているのか。


    　逃のがれられない宿命でも、延長しつづければずっと避けつづけられる。


    「ま、所しよ詮せんは時間稼ぎだし、いつかは──アタシにこの『死』が到達するでしょう。でも、だからこそ、その前にすべてを終わらせる」


    　困ったように、情雨ちゃんの目の前に立って。


    　懇こん願がんするみたいに。


    「だから、ね──お願いよ、情雨。パパの言うことを聞いて、ちゃんと良い子にしていなさい。やるべきことをやるのよ、それですべてが巧うまくいくの。あなたは考えなくてもいいわ、馬鹿なんだから。愚かなんだから。未熟なんだから。子供なんだから」


    　催さい眠みんするように、その目を覗のぞきこんで、言葉を重ねる。


    　情雨じようちゃんが無力感から屈服するように。


    　親が子供を、無茶な論理で説得するみたいに、強引に。


    「あとは、あんたがちゃんとやればすべてが終わるの。あんたが、たっぷりちからを溜ためこんだ『魔海の邪神クトゥルー』を食べることでね。簡単でしょ、何でそんなこともできないの？　あんまりパパを失望させないで？」


    　その頰ほおに手を添えて、哀しそうに。


    　情雨ちゃんは、ひたすら震ふるえていた。


    　ぼろぼろと、その頰を涙が伝っていく。


    「ひっ、ひぐっ──パパ、あたし、あたし……」


    「あぁもう、泣かないでよ。鬱うつ陶とうしいわねェ」


    　苛いら立だちを隠しもせずに、頭から丸かじりするように、情雨ちゃんに顔を近づけて。


    　怒鳴った。


    「泣きたいのはこっちのほうよ！　呪じゆ々じゆちゃんに邪魔されて、先延ばしにされてたアタシの野望──あんたが、少しでも先に進めてくれてると期待したら、あんた今まで何やってたの？　褒ほめられるところがあるとしたら、こいつを復活させたことぐらい」


    　ぐったりと首領に巻きついた玉たま藻もの前まえさんを指さして。


    　情雨ちゃんが、必死に努力して手にいれた奇跡すら、穢けがしぬくように。


    「今回の『事件』は、こいつの歴史『改変』能力がなければ達成できなかったわ。邪や神がみたまの行事内容にあわせなきゃだったから、クトゥルー神話をなぞるかたちでないと目的を果たせなかったのよねェ、そこは他人の褌ふんどしで相撲をとってる立場だし、文句言えないけどォ」


    　得意げに。


    「能力の行使ができるよう、『アラハバキ』のものたちを搔かき集め、『霊力』を供給してまで活動させたし──『根の国』からつれかえった、サムディー男だん爵しやくまで動員してね」


    「ママ、あぁ──」


    　情雨ちゃんが、愛しい母親の無む惨ざんな、まるで屍し体たいのような姿を見て。


    「酷ひどい、ママは復活したばかりで、まだ体調が戻ってなくて──おかしいと思ってたのよ、ずっと獣の姿で、人間のかたちに化けることすらできなくて……。このためだったのね、この『事件』を成功させるために、ママに無理をさせて──」


    「え？　そのために蘇よみがえらせたんじゃないの？」


    　首領は、むしろ戸惑っていた。


    「それ以外に何の意味があったの？　こいつの歴史『改変』能力はけっこう貴重なのよ、こいつが勝手に死んじゃったからさァ、どうしたもんかと思ってたけど──あんたのおかげで再利用ができたわけよ、だから褒めてあげてるのよォ？」


    　あくまで、便利な道具を手にいれてくれた娘を賞賛するような、その言葉に。


    　情雨じようちゃんが、瞳ひとみに怒りを燃やした。


    　それは、わたしと情雨ちゃんが世界に飛びだし、涙を流し──苦痛を堪こらえながら得たすべての思い出を馬鹿にされて、噴出した真っ直すぐな感情だった。


    　でも、情雨ちゃんは父に頭を固定されたまま、喘あえぐように。


    「パパ、ねぇパパ──」


    　届かない言葉を並べるしかなかった。


    「ママはね、楽しそうだったわ。とっても……大好きなパパと、また暮らせて、すごく幸せそうだった。みんなでレジ袋を持って歩いたスーパーからの帰り道、お風呂あがりのＴＶ、それが、生まれて初めてみたいで──あんなに嬉うれしそうだったママは初めて見たのよ」


    「そうね、でもそれが何？」


    　首領はやっぱり不思議そうだった。


    「アタシに奉仕するのがこいつの喜びでしょう、役に立ったって言ってやってんのよ──これ以上の褒ほめ言葉が何かあるの？　ねぇ、さっきから何を言ってるの？　ちっともわかんない、あんたほんとにアタシの子供？」


    　その、無感情な言葉に。


    　まったく交わらない、心に。


    　情雨ちゃんの表情が、すうっと冷えたのがわかった。


    　雪解け水みたいな涙を、絶えず零こぼしながら、彼女は真正面から父親を睨にらみつける。


    「鎖さ々さ美みさんに感謝するわ」


    　わたしがそばにいたなら、決して口にしない言葉だっただろう。


    　でも、今は──互いに理解しあえず、対立している親子しかいない。


    「昔のあたしなら、パパの言うことに納得した。あぁ、そういうもんなのね──って。でも、今ならわかる。ちゃんと、言えるわ」


    　漆しつ黒こくの闇やみに閉ざされた世界を、貫くような、清純な声音だった。


    「パパは間違ってる」


    　それは、彼女がようやく辿たどりついた本音。


    「大事なひとを傷つけてまで、愛してくれたひとを蔑ないがしろにしてまで──世界中のひとたちを犠ぎ牲せいにしてまで、叶かなえるべき夢なんてないわ。大義名分なんて、ないわ」


    「はァ」


    　首領の反応は、短い溜ため息いきだった。


    　困ったなぁ、という表情で──遠くを眺めると。


    「すこし見ない間に、変な知識を誰かに吹きこまれちゃったのね。そもそも、心なんてもんをあんたに与えたのが間違いだったかなァ。でもいいわ、この程度は想定内だし、最初から──アタシは、誰も信じない。頼らない、期待しない」


    　愛しあっていたはずの妻も、血を分けた娘も、彼にとっては赤の他人と同じなのか。


    　すこしも情にほだされたふうではなく、むしろ面倒くさそうに。


    「悪の行きつく果ては、独りぼっちの頂点──わかってたわ、まったく。そんな悪の宿命に、あんたは耐えられなかったのね。叱しからないわ、情雨じよう。どうしようもないのよね……」


    　優しく、微ほほ笑えんで。


    



    　その指先が、呆あつ気けなく──情雨ちゃんの胸の中心を貫通した。


    



    「…………」


    　情雨ちゃんが、目を見開いた。


    　しばし、信じられないというようにぼうっとして──すぐに、激痛と、身体からだを抉えぐりぬかれた衝撃に、金切り声をあげた。


    　けれど、彼女の頭部は固定されている。


    　もう片方の手で、娘の内部をかき混ぜながら、首領は返り血で染まった顔で。


    「じゃ、いいわ。あとはパパがやるから、あんたはもういいわ──あんたに預けた期待ごと、『アラハバキ』を返しなさい」


    　その手のひらに、『まつろわぬものアラハバキ』が収穫される。


    　そして、情雨ちゃんのすべてだった、彼女の悩みも痛みもすべて引き受けてきた、忘れ去られていた『旧神』が、父親のもとへと奪いかえされる。


    「ほんと、やんなっちゃう」


    　抜ぬけ殻がらそのものの、娘の身体を見もせずに、首領は嘆たん息そくする。


    「あんたを生んで育てたこと、あんたのためにしてきたことぜんぶ──無駄だったわ。ばいばい、情雨。せめて、『アラハバキ』の保存庫としての役目は果たしたわね、それだけは褒ほめてあげる。天国でもどこでも、好きなところに逝いきなさい」


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　自分の父親に貫かれて。


    　己おのれの吐血に平凡な村娘のような、クトルゥフ神話の時代の素朴なドレスを真紅に染めながらも──情雨ちゃんは、まだ生きていた。


    　胸の真ん中に、父親の腕が侵は入いっている。


    　心臓が、生きていくために必要なものが、すべて握り潰つぶされていた。


    　その白い髪の毛は返り血に染まり、全身は脱力し、痙けい攣れんをするだけ。


    　でも、血のあぶく混じりの声で、情雨ちゃんは何かを言おうとした。


    「パパ……あたし、パパの──」


    　でも、届かなかった。


    　首領は片かた眉まゆを吊りあげて、億おつ劫くうそうに。


    「あら、まだ生きてるの。変に『神々』の血をいれちゃったせいか、あんたは不死身に近いのよね。長く苦しむだけなのに」


    　瞬間だった。


    　首領の手首のあたりに、九きゆう尾びの狐きつねが嚙かみついた。


    「ふううう！」と威い嚇かく音おんを放ちながら、とげとげの牙で必死に嚙みついている。


    　筋肉のすじが切れたのだろう、首領の腕からちからが抜けて、布が垂れるようにどさりと情雨じようちゃんが床に崩れた。


    「うううう！　があああああ！」


    　獣けものの叫びをあげて、玉たま藻もの前まえさんが愛する夫に懸命に喰くらいついている──けれど、分厚いその腕を嚙みちぎることもできず、宙ぶらりんになるだけ。


    　首領は、意外そうに目を丸くして。


    「あらまァ、歴史の『改変』にちからを使いきって──自分で立って歩くこともできないくせに、どこにそんなちからが隠れてたの？　ていうか、何してんの？　意味がわからないんだけど、あんたも逆らうのォ？」


    　強引に腕を振るうと、玉藻前さんは呆あつ気けなく落ちて、床に叩たたきつけられる。


    　でも、めげずに跳びかかっていく。


    　一瞬だけ情雨ちゃんを見てから、両目を炯けい々けいと輝かせて。


    　その全身に青白い狐きつね火びが浮かび、首領の全身に絡みつく。


    「やん」


    　さほど動じずに、また身体からだ中に黒い闇やみをまとわせて──その炎が到達するのを『永遠に先延ばし』にする。


    　彼には、あらゆる攻撃が通じないように見えた。


    　先ほどの嚙みつきは、不意打ちだったからこそだ。


    　あまりにも予想外だったのだろう。


    　理解できないのだ、根っからの悪党である彼には。


    　娘を助けたいという、母の気持ちなど──。


    「やめてよ、あんたを殺すわけにはいかないのに。歴史『改変』はまだ継続中、時間軸が元に戻ったら『邪じや神しん』がまた眠っちゃうじゃない」


    　片手で、かんたんに玉藻前さんの身体をぶつ。


    　九尾の狐は「ぎゃん!?」と悲鳴をあげ、また床を跳ね、それでも懸命に立ちあがる。


    　払っても払っても向かってくる玉藻前さんに、首領は物もの憂うげな表情で。


    「面倒ねェ、『アラハバキ』が戻ってきたことだし、まぁ食べてアタシのいちぶにしちゃえば解決かしらァ？」


    　悠然と、愛しあっていたはずの妻のもとへ、捕食目的で歩み寄っていく。


    　玉たま藻もの前まえさんが全身から発火し、それを迎えうつ。


    　夫婦が相争う、ある意味では最悪の光景を見て。


    　寂しがり屋の情雨じようちゃんは、胸に穴をあけ、仰向けになったまま。


    　すぐそばで、今も闇やみの海に堕おちまいと藻も搔がいている、かがみの手のひらを見つけた。


    　そちらを一いち瞥べつし、苦笑いし──そっと、指先を添える。


    「あは、は……」


    　何度も咳せきこみ、血で口元を、衣服を汚していく。


    　飛び散った鮮血が触れたのだろう、顔もでていない、ほとんど指先だけのかがみが「ぎくっ」と強こわばった。


    　そんな彼女にというわけでなく、独り言のように。


    「最さい期ごがあんたのそばなんて、さいあくだわ」


    　掠かすれきった、涙声で。


    「ねぇ、お人形ちゃん。あんたを見てると──なんでだか、不安になった。苛いら々いらしたの、その理由がわかったわ」


    　可お笑かしそうに。


    「あたしたち、似てたのよ。似てるのに、あんたは幸せそうだった。あの娘こに愛されてた、あんたにやきもち焼いてたの……」


    　指先を絡めて、情雨ちゃんは、呻うめく。


    「そうよ、あたしは『アラハバキ』の保管庫──パパが不在の間、それを預かるための貸金庫。あんたを馬鹿にする権利なんてない、あはは……」


    　馬鹿馬鹿しそうに。


    「あたしも、お人形ちゃんだったのね──」


    　その言葉をおしまいに、瞳ひとみから意志が消えて、彼女は動かなくなった。
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    　それで、すべてが終わるはずだった。


    　悪党が勝利し、誰もが破滅し、悲劇的に幕をおろして──。


    



    　わたしは、気がついたら奇妙な小部屋に立っていた。


    



    　思いだす。


    『魔海の邪神クトゥルー』を目撃し、正気を失いかけた瞬間。


    　声が聞こえた気がした。


    　わたしと、まったく同じ声。


    「これで貸し借りなしだからね」


    　それはたぶん、わたしの肉体の声だった。


    　つまり、うさぎの──『肉にく腫しゆ』ちゃんの。


    　彼女の本来の目的は、わたしを守ること。


    　いちど裏切った負い目から、彼女はその役目を果たすことで、貸し借りを精算チヤラにしたのだ。


    　狂気に蝕むしばまれそうだった刹せつ那な、彼女はわたしを切り離し──自分が正気を失いながらも、わたしを逃がした。


    『神霊』状態にまで戻ったわたしは、黒い海のなかを沈みつづけ──。


    　やがて、そこに辿たどりついたのだ。


    　明るい部屋だった。


    　見覚えがある、たくさん並んだ自作ＰＣ。


    　ベッドに転がるぬいぐるみたち。


    　本棚に収まった漫画本──懐かしい、わたしの部屋だ。


    　その寝床に、パジャマ姿の『わたし』が寝ころんでいる。


    　否いな、ちがう。


    「日ひ留る女めちゃん」


    　呼びかけると、彼女はこちらを見あげた。


    　わたしを認識している。


    「鎖さ々さ美みさん」


    　名前を呼び、ゆっくりと──彼女は身を起こす。


    　わたしの名前を呼んだ、記憶を取り戻している……否、それどころじゃない。


    　彼女のそばに、いつの間にか、誰かが立っている。


    　見間違えるわけがない、それは月つく読よみ神かみ臣おみ──わたしのお兄ちゃんだ。


    「お、にい……ちゃん」


    　咄とつ嗟さに駆け寄ったりできなかったのは、彼がどこまで知ってるかわからないから。


    　わたしが日留女ちゃんに立場と全存在を譲り渡したことを、ヴィシュヌさまはお兄ちゃんには教えていない。


    　だから、今のお兄ちゃんにとって──妹は、日留女ちゃんのほうだ。


    　わたしが、気安く近づいちゃいけないんだ。


    「ううん」


    　お兄ちゃんは微動だにせずに、その横にいる日ひ留る女めちゃんが首をふった。


    「遠慮なんてしなくていい、彼は、すべて理解してる」


    　他人のように、お兄ちゃんを見据えている。


    　わたしは迷ったが、我慢できずに──駆けた。


    「お兄ちゃん……！」


    　叫んで、跳びついた。


    　お兄ちゃんが、優しく抱きとめてくれる。


    　もちろん、わたしは『神霊』だから──実態はないけど、それでも受けいれられた、という感覚があった。


    「お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃん！　馬鹿！　何が『頼まれたことは、果たせたと思います』だ！　『ささみさんはもう、自分で立って歩けますよ』だ！」


    『現代のトロイア戦争』の終幕で、お兄ちゃんが言ったことを、反はん芻すうして。


    「ふざけんな！　勝手にいなくならないでよ、ひとりで結論ださないでよ！　わたしは、まだぜんぜん自立できない、だめで、未熟で──甘えたいよ！　頼りたいよ、独りじゃ何もできないよ！　だから、置いてかないでよ……寂しいよ！　もっとお兄ちゃんと一緒にいたいよ！」


    　ずっと溜ためこんでいた弱音を、ぜんぶ吐きだした。


    　がんばってがんばってがんばって、何もできなくて、失敗ばかりで、泣いてばかりで──でも、それじゃいけないって、努力して死にものぐるいで、でも苦しかったよ。


    　限界だよ。


    　もう、無理なんてしたくないよ。


    「ごめんなさい、鎖さ々さ美みさん」


    　お兄ちゃんは困ったように、素顔を晒さらしたまま、つぶやいた。


    　ずうっと、離ればなれだった。


    　お兄ちゃんが勝手に消えて、奇跡を起こして復活させて、でも日留女ちゃんに『わたし』を譲ったから──こうして、触れあうこともできなかった。


    　でも、ようやく辿たどりつけた。


    　もう、離さない。


    「やっぱり、その子のお兄ちゃんなんだなぁ」


    　日留女ちゃんが微ほほ笑えみ、天井を見あげて。


    「妬やけちゃうな、けっきょく──わたしに対しては、無理してお兄ちゃんぶってたんだね。ぜんぶ理解しながら、わたしへの恩返しだって。わたしが求める幸せな生活ってのを、家族ってのを、演じようとしてくれてただけ……」


    　やっぱり──日留女ちゃん、雰囲気がちがう？


    　記憶を取り戻してる？


    　わたしの疑問を察したのか、日ひ留る女めちゃんは──『ふつうの女の子』ではありえない、深く重たい歴史を重ねた笑みで。


    「わたしはね、『アラハバキ』首領のもつ『這はいよる混こん沌とんアバオ・アクー』によって進化の階かい梯ていを駆けあがって、『神格』を高めたの」


    　首領は、日留女ちゃんにも接触していたのか。


    　ずっと見守っていたはずなのに、それを知らなかった──すっかり平和になったと思いこんで、気を抜いていたわたしの落ち度だ。


    「ううん、自分の過去を知りたいと思ったのはわたし。あなたが気に病む必要はない、わたしは、そのことを後悔してはいない」


    　日留女ちゃんは真っ直すぐに、こちらを見据えて。


    「でも、不自然な進化の弊へい害がいとして──わたしは『アバオ・アクー』の能力の副産物として、悪に染まっていく。蝕むしばまれていく、正気を保っていられる時間は少ないでしょう」


    　その全身に、不気味な──忌いまわしいちからが充満しているのがわかる。


    　彼女の『神霊』には陰りがあって、まさに日につ蝕しよくみたいだ。


    　黒く染まる堕天使の翼みたいに、その髪が、存在感が、闇やみ色いろに染まろうとしている。


    「だから、今のうちに──わたしが『わたし』でいられるうちに、わたしに全存在を譲り渡してまで願いを叶かなえようとしてくれた、あなたに恩返しをしたい」


    　けれど、かすかな希望をたぐりよせるように。


    「いまこの『異界』で発生している陰謀は、単純だからこそ揺るぎない。崩すには、強引で──おおきなちからが必要。それを、あなたに託す」


    　ううん返すの、と日留女ちゃんは微ほほ笑えむ。


    「陰謀の核のひとつになっている、『魔海の邪神クトゥルー』──その中心になっている、淡あわ島しまさまと同格の存在が、ここにいる」


    　ちらりと、横目でお兄ちゃんを見て。


    「あなたも、もう気づいてると思う。彼は、ふつうの人間じゃない──遠い遠い昔に歴史から忘れられ、神話から見放された、彼の真名は、……『禁きん忌きの落とし仔ごヒルコ』」


    　どきん、と胸が高鳴った。


    　どういう種類の感情だか、自分でもわからない──。


    『ヒルコ』は、日本神話の冒頭で『始祖神』イザナギ＆イザナミの夫婦によって、『最高神アマテラス』の前に生みだされた、彼女の兄だ。


    　けれど失敗作とされ、海に流され、以降──神話と関わることはなかった。


    「『ヒルコ』と淡島さまは同一視される、だからわたしは『ヒルコ』──月つく読よみ神かみ臣おみと同様に、彼に命令を与えられる。『改変』されすぎて摩ま耗もうした彼らにも、わたしだけが」


    　淡島さまは、その存在が無視される場合が多い『神々』だ。


    『ヒルコ』の次に生みだされ、けれどやはり失敗作で──同様に海に流されたとされる。


    　そのエピソードが省略され、『ヒルコ』の別名として解釈される場合もあって、日ひ留る女めちゃんの言うとおりに同一視されることが多い。


    　同じ属性エピソードをもつからこそ、同じものとして扱える。


    「『ヒルコ』なら、同一存在ともいえる淡あわ島しまさまに対抗できる。抑えることができる──淡島さまをどうにかできれば、『魔海の邪神クトゥルー』は崩れ、首領の陰謀は破は綻たんする」


    　事務的にそれだけ語ると、ふうう──と溜ため息いきをついて、日留女ちゃんは苦笑い。


    「そんなふうに、道具みたいに利用することしかできなくてごめん」


    「いいえ」


    　お兄ちゃんが、わたしに向けるものとはまたちがう──たぶん、心から尊敬する恩人に向ける、優しい表情で。


    「あなたに見いだされなければ、僕は永遠に無限の海のなか、漂っているだけでした。あなたを、やはり妹とは思えなかったけれど──あなたは、僕の大事なひとです」


    「そう言ってもらえると、報われる」


    　日留女ちゃんは頷うなずくと、目を閉じて、つらそうに呻うめいてから。


    「あぁ、もう正気を保っていられない──お願い『ヒルコ』、あらためてまた、命令する。ううん、願うよ。どうか、わたしの遠い遠い子供を、鎖さ々さ美みさんを、守って……。わたしがけっきょく手にいれられなかった、『幸せな日常』を、とびっきりの平穏を──」
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    　理解できないことは、数多い。


    　先ほどの会話は何だったのか？


    　夢だった、と考えると気楽だが──そんなわけがない。


    　思案すべき事項は多く、けれど現状は、それどころじゃない。


    「かがみ！」


    　いろんな疑問を置き去りにして、わたしは闇やみのなかを泳ぐ。


    　お兄ちゃんに、抱きしめられている、その感覚を保ったまま。


    　厳密にいえば、『神霊』状態のわたしが、お兄ちゃん──『禁きん忌きの落とし仔ごヒルコ』と概念として混じりあった状態である。


    　──ささみさんは、お兄ちゃんが守ります。


    　そんな気持ちが、わたしを包んでくれている。


    『ヒルコ』は神話の記述がとても少ない、何のちからを持っているのかわからない謎なぞの『神々』だけど──とりあえず、同一存在である淡あわ島しまさま＝『魔海の邪神クトゥルー』を中和してくれているようだ。


    　とはいえ、この黒い海は弥み火かちゃんと淡あわ島しまさまが融合したものだ、お兄ちゃんのちからも決定的な切り札には成り得ない。


    　まだ、足りない。


    　できることは少ない。


    『魔海の邪神クトゥルー』の体内に等しい黒い海のなかでは、わたしの『霊力』がどんどん奪われていく。


    　溜ためこんだ『徳』が消費され、ゆっくりと消え失うせようとしている。


    　弥火ちゃんやみんなに支えられ、肉ちゃんが時間稼ぎして、日ひ留る女めちゃんが期待をかけ、お兄ちゃんまでもがちからを貸してくれて。


    　情雨じようちゃんだけに背負わせて──。


    　正面に──闇やみのなか懸命に藻も搔がくかがみの姿があった。


    　彼女はまだ正気を失っておらず、何かものすごい勢いで暴れている。


    　彼女に、届けよう。


    　日留女ちゃんから託された、お兄ちゃん＝『禁きん忌きの落とし仔ごヒルコ』のちから。


    　ありったけの善意を。


    　世界のすべてを汚染している悪意を吹き飛ばすような、奇跡を。


    「受けとって！」


    　大声で叫びながら、わたしは親友へと──お兄ちゃんのちからとともに、闇のなかを泳ぎながら回収した、ふたつのものを放り投げる。


    　それは、神々しい諸もろ刃はの剣と、光り輝く勾まが玉たまだ。


    　正気を失い、取りこまれたつるぎ。


    　そして、おそらく『氾はん卵らんの邪神シュブ＝ニグラス』として、『魔海の邪神クトゥルー』に吸収されていたらしい、たま。


    　ふたりが、それでも諦あきらめず、固持していたすべてを──その力強い結晶を、いまだ戦場にいる邪や神がみ三姉妹で、唯一まだ行動できる彼女へ。


    　かがみへと、届けた。


    　わたしにできたのは、それだけ。


    　でも──かがみは、その気持ちに応えてくれた。


    　口からあぶくを放ちながら、懸命にすべてを受け取り、おおきく頷うなずいた。


    　そして祈るように、姉と妹を胸元に押しつける。


    　刹せつ那な、世界が輝きで[image: ]あふれた。


    　闇の底のようだった『異界』のぜんぶを照らす、煌きらめき──黒い海が切り裂さかれ、わたしは宙空に放りだされる。


    　そのまま、床に叩たたきつけられ、顔をあげる。


    　地上にでたのだ。


    　見ると『魔海の邪神クトゥルー』そのものである黒い海は中央からおおきく抉えぐれ、痛みに悶もだえるように蠕ぜん動どうしている。


    　それを睨にらみつけ、凜り々りしく仁王立ちしたかがみは──。


    　以前、印度インド神話との対決のなか見せた、邪や神がみ三姉妹全員集合──三位一体した姿、『最高神』としての輝きをもつおとなの女性かがみＡとなっていた。


    　長い長い、麗うるわしい長髪。


    　神の衣と、太陽を模した天てん冠かん。


    　右手にしっかりと姉の化身である草くさ薙なぎの剣を握りしめ、首元には妹の結晶である八尺瓊やさかにの勾まが玉たまが揺れている。


    　だが、全員が消耗している。


    　対して、相手は『異界』のすべてを吸収した『邪神』だ。


    　敵地であるここでは、日本の『最高神』といえども本来のちからを発揮できない。


    　それでも。


    　かがみは怯ひるむことなく、身構えて。


    「あなたのこと、嫌いでした」


    　すぐそばに倒れた、血まみれの情雨じようちゃんを優しく見て──気き魄はくをこめて。


    「でも、……だからこそ」


    　吼ほえた。


    「『アラハバキ』ぃいいいいいいい!!」


    　彼女にとっても宿敵である、悪徳オカルト結社『アラハバキ』首領へ──草くさ薙なぎの剣を大上段から振りおろし、輝きの本流を解きはなった。


    　それは、彼女の怒りの具現、清浄で激しい浄化の炎。


    　だが、その一撃はやはり──届かない。


    　世界は一瞬だけ煌こう々こうと照らされたが──それだけだ。


    　首領は全身に闇やみをまとわせ、かがみの攻撃を『アバオ・アクー』で『永遠に先延ばし』することで、防いでしまった。


    　今のは、かがみの渾こん身しんの一撃だ。


    　わたしたちのすべてをかけた、決死の、一発逆転の秘打だった。


    　それが通じなかったとなると──。


    



    「いいや、充分じゃ」


    



    　不意に、声がした。


    　呑のん気きで朗ほがらかで、けれど安心する──お日さまみたいな、あったかい声音だった。


    　驚いて見あげると、先ほどのかがみの攻撃の結果か、『異界』には亀き裂れつが走り、その奥にごく平凡な町並みと、ビルの屋上に悠然と立つチョコレート色の肌をした女が見えた。


    　印度インドの民族衣装をまとい、仏像のように印を組んだ彼女は──全知全能にして印度の『最高神』、ヴィシュヌさまだ。


    「『異界』は不安定な代しろ物ものじゃ、おおいなる世界に晒さらされればおのずと押しつぶされて消える──罅ひびをいれただけで、吾われらの思うがままじゃ」


    　肩に乗った小鳥に、ちらりと視線を向け、何かを決意するように。


    「ちと、お遊びが過ぎたようじゃの──神をなめるなよ、こわっぱ」


    　指先を動かす、と同時に首領の周囲を取り巻く闇やみ色いろが震ふるえた。


    　そして、霧消する。


    「『這はいよる混こん沌とんアバオ・アクー』はもともと印度神話ジヤイナ教の『神々』じゃ──地獄に堕おちて変質はしておるが、吾は上位存在として命令できる。『最高神』ヴィシュヌが命じる、その悪党から離れよ。守る価値もない……」


    　彼女の命令とともに、首領が先延ばしにしてきた負債が──『死』が、玉たま藻もの前まえさんの娘を守るために放った狐きつね火びが、かがみの怒りが、彼を殴打する。


    　足に四本のナイフが刺さり、皮膚が焼け焦こげ、その全身が炙あぶられる。


    　それでも、さすがは大悪党──それらすべてを、首領は身み悶もだえしながらも、耐えた。


    　そして分が悪いと思ったのか、身を翻ひるがえし逃亡しようとして……。


    「おっと」


    　ヴィシュヌが、意地悪そうに笑った。


    「まだ、おぬしの願いを叶かなえておらんかったの──あそこに運ぶだけでよいのか？」


    「ええ」


    　彼女のそばに、新たな人影が立った。


    「ほんとは『異界』に亀裂をいれてもらおうと思ったんだけど。あの子たちが、自分でちゃんとやったみたい。そうね、それが宿命──それが定め、当然の帰結なのだわ」


    　それは炎のような髪をもつ美青年と、手を繫つないだ、血染めのウエディングドレスをまとった少女──『始祖神』イザナミだ。


    「『死』からは、誰も逃のがれられない」


    　歌うように告げる彼女の腕のなかには、王冠をかぶった骸がい骨こつの生首があった。


    　覚えがある、あれは『アラハバキ』の一員──『怠たい惰だな墓はか守もりサムディー男だん爵しやく』。


    　理ことわりを無視し、死者を蘇よみがえらせる悪党を、彼女は裁いたのだ。


    　そして、その矛ほこ先さきは当然、首領にも向く。


    「全世界に牙を剝むき、地獄の秘宝を盗みまくり、多くのものたちを不幸にした──罪人、悪徳オカルト結社『アラハバキ』首領。この世界に、あなたの居場所はない」


    　ヴィシュヌの『世界を三歩で渡る』能力が行使されたのか、イザナミが瞬時に首領のそばに移動する。


    「──死ね」


    　言葉と同時に、『死の神』イザナミの全身から血まみれのナイフが飛びだす。


    　柄に『壱』『弐』『参』～『千』までの数字が施ほどこされた、おぞましい刃だ。


    　それは『死』の具現。


    　誰もそれを避けられない、わたしたちがいつか必ず出会う、絶対逆らえない宿命。


    「死んで死んで死んで死んで死んで──死に絶えろ」


    　イザナミが、楽しそうに呪じゆ詛そを吐はく。


    「わたしは、一日に千の『死』を与える。今日は、あなたひとりに大盤振る舞いなのだわ♪」


    　宣言どおりに、結末が訪れる。


    『アバオ・アクー』の守りを失った首領は、刹せつ那なだけ──情雨じようちゃんと、玉たま藻もの前まえを見て、らしくないと思ったのか、己おのれ自身の手のひらを眺めると。


    　──笑った。


    　その全身に、千の『死』が叩たたきつけられる。


    「……また失敗かァ、詰めが甘かったわね、アタシも情雨に偉そうなこと言えないわ──でも、こんなのは無駄よ、何の意味もないわ。馬鹿馬鹿しい、笑えるわ。悪は絶対に滅びない、アタシが死んでもいつかきっと……」


    　滅びの雨が降り注ぐなか、呆あつ気けなく──この世界の敵たらんとした背徳者は、全身串刺しになって『死』んだ。


    「いつか、後悔させてやるわァ……」


    　悪党らしく、捨て台詞ぜりふを口にして。


    　やけに演劇がかったその末路は、余よ裕ゆうげで、まるで勝利したかのようだった。
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     第十話／世界系、あなたとわたし


    



    「ささみさ～ん♪」


    　お兄ちゃんが呼んでい──。


    「ささみさんささみさん！　晩ご飯ですよ～！　僕が！　僕が……晩ご飯だ！」


    「急に何なの!?　何そのテンション、うざっ!?　ちょっと待っていま神様やってたころ更新が停止してたブログがアカウント消えちゃうかどうかの瀬戸際で──わたしにはアクセス数を元に戻すという急務が！　きゃああああ!?」


    「お兄ちゃんダイブ！　さ～さみさ～ん♪♪」


    「パンツ一丁で飛びこんでくるな！　お兄ちゃん何でそんなに元気なの無意味に!?　体調崩してたみたいだからって心配なんかして損し──えぇい、うざぁあああい！」


    　ぱりぃん、と窓硝子ガラスを割って、わたしに殴なぐり飛ばされたお兄ちゃんが落ちていく「ありがとうございまぁあああす！」と歓喜の声を響かせながら。


    　あぁもう……。


    



    『邪神オリエンテーリング』から、一週間が経過している。


    



    　あれから、日ひ留る女めちゃんは行方不明だ。


    　あの暗黒の海と化した桜こノの花はな咲さく夜や学園のプールで──最後に対面したときの彼女の言い分を信じるなら、悪に染まり、『アラハバキ』の首領が企くわだてた何かの陰謀に利用されているらしい彼女は、恐ろしい宿命の只ただ中なかにいるのかもしれないけど……。


    『わたし』の存在を空白にしておくのも勿もつ体たいないし、彼女の居場所を捜しながらも、わたしは『わたし』に戻った。


    　日留女ちゃんのことは心配だし、知ってしまったお兄ちゃんの正体についてはまだ折りあいがつけられてないけど、ともあれ──。


    　何だかんだでこういう日常が、いちばん落ちつくなぁ。


    　そんな、平穏が戻ってきたわたしの自宅、その庭である。


    「るっさいわね」


    　そこに、ひとつのテントが張られている。


    　キャンプ用品で、真新しくぴかぴか。


    　固定の仕方がまだ不慣れなのか、風が吹くたびに揺れている。


    　そんなに広い庭でもないので、えらく窮きゆう屈くつそうだ。


    　そのなかでは、悪徳オカルト結社『アラハバキ』の残党──『邪神オリエンテーリング』での陰謀を阻止され、首領その他が行方不明になり、取り残された蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんとその保護者の玉たま藻もの前まえさんが暮らしている。


    　彼女らが拠点にしていた『モノノベホテル』とやらは引き払われていたらしく、立ち往生して途方に暮れていたところを、わたしが「うちにくる？」と誘ったのだ。


    　変なところでプライドの高い情雨ちゃんは「ふん！　敵の情けに縋すがるわけないじゃない！」とか言いながらも他に行く場所がなく、とりあえず庭に住みつき「これは潜入任務よ！　ちょっ、こっち見んな！」とか言いだして妥協したらしく、今はおとなしくしている。


    「眠れないじゃない」


    　テントから「むぎゅっ」と顔をだして、アイマスクを上に引きあげる。


    　まだ眠る時間じゃないのだけど（夕ゆう餉げの時刻だ）、『邪神オリエンテーリング』で死にかけた彼女は、だいぶ疲ひ弊へいしているらしい。


    　パジャマ姿に夜風はつらかったのか、「へくちっ」とくしゃみをして。


    「……少し冷えるわね」


    「無理をしたらいけませんわよ」


    　テントの内部。


    　うちの洗濯機を（勝手に）使って庭に干した服などを取りこんでいた、こちらはいつもどおりのメイド服姿の玉藻前さんが、溜ため息いきをついた。


    　九つの尻しつ尾ぽが、ふわふわ。


    「あなたは体内から『アラハバキ』を摘出された──あれは恐るべき『神々』でしたが、実際、あなたは赤ん坊のころからあの『神霊』に守護されていたともいえます。今のあなたは、巨大な霊的空白地帯……。悪意ある雑霊に狙ねらわれやすい環境ですの」


    『最高神のちから』をお母さんに譲り渡したあとの、わたしの状態に近い。


    　そういうとこ、やっぱり似たものどうしなのかもね──わたしたちは。


    　経験者としてアドバイスしてあげたいのだけど、情雨ちゃんも頑固だからなぁ。


    　父を失った彼女はとても不安定そうで、見てらんない。


    　玉藻前さんも心配心配、と全身で主張しながら。


    「あたくしの血を継いでいるので、あなたはなかば『神々』といっていい。今後はそこを踏まえて陰おん陽みよう道どうなどの修行をして、霊的な防御を固め、『神隠し』などをされないよう──」


    「わかってるわよ」


    　情雨ちゃんは、むくれて。


    「パパ──首領は死に、『アラハバキ』は瓦が解かい、あたしたちは寄よる辺べをなくしちゃった落ち武者だもんね。誰も頼れない、自分の身は自分で守らなくちゃいけないわ」


    「鎖さ々さ美みさんは、おうちに招いてくれてますのよ」


    　そっと玉たま藻もの前まえさんが言うと、情雨じようちゃんは「ふるふる」首をふった。


    　それは、いつもの意地っぱりではなかった。


    　顔をあげ、家のなかでドタバタと騒ぐわたしたちを見あげて──。


    「邪魔しちゃ、悪いわよ」


    　どこか羨うらやましそうに、くしゃりと笑みを浮かべると。


    「せっかく取り戻した幸せだもの、あたしみたいにほんの一瞬で踏みにじられることになろうとも──希け有うなその時間は、満喫してほしいわ。あたしも、短い間だったけど、ねぇママ……パパとまた暮らせて、すごく嬉うれしかったのよ」


    「情雨」


    　玉藻前さんが手招きし、情雨ちゃんはそれに導かれ、テントの入り口を「じゃっ」と閉めると──その膝の上に身を横たえた。


    　頭を撫なでられ、このちいさなお母さんに、甘えながら。


    　その語る言葉を、心に染みこませていく。


    「あたくしはね、思いますの」


    　子守歌のように、玉藻前さんは。


    「旦だん那なさまはね、徹てつ頭とう徹てつ尾び──悪党でしたわ。でもね、それは世間の倫理観から背そむいたということ。堕落し、失敗しただけで、その求めるものがもし成じよう就じゆしていたら……」


    　むしろ、そう望むように。


    「ううん、仮定の話をしてはいけませんわね。でも、あのひとはあなたや、あたくしに怨うらまれることで──あたくしたちにすら敵対することで、悪意を一身に集めてた。自らが倒されることで、あたくしたちがこうして、自由になれるように」


    　優しく、娘の頰ほおに手を添えて。


    「そう思ってしまうのは、あたくしの傲ごう慢まんなのかしら──でもね、あのひとは不器用で、愛情を示すのが下手くそだった。だけど、あたくしの好きなひとだったから」


    「パパとママが愛しあっていたなら、いいわ。そうね、そうだったらいいな……」


    　情雨ちゃんは、なかば眠っているように。


    「パパの真意はわからない、決してゆるせないこともした──でもそれすらも、パパの思惑どおりなら。あたし、脱帽よ。怨むけど、やっぱり尊敬する。一生、理解できないし、もうパパみたいになりたいとは思わないけど。いつか、今回のことを思いだしてあのひとに感謝することがあるのかも」


    　まだ年若く、母のように達観できない情雨ちゃんは、もぐもぐ。


    「むかしね、一日だけ遊んでもらったことがあるの」


    　独り言みたいに。


    「遊園地でね、何を思ったのか──本人は『陰謀は進行中よォ、でも時間がすこし余っちゃったから』とか言ってたけど。並んで乗ったジェットコースター、着ぐるみといっしょに記念撮影、口元を汚したソフトクリーム……迷子になったあたしを、抱きしめてくれた手のひら」


    　大切な記憶なのだろう、ひとつひとつを嚙かみしめるように。


    「その帰り道にね、聞かれたの。世間話みたいに。バイクに乗ったパパの背中にしがみついたあたしは──『今日みたいな、ふつうの子供みたいな生活に憧あこがれる？』って」


    　母の体温を探るように、身じろぎして。


    「憧れるわよ、当然でしょう。嬉うれしかった、幸せだった──でも、あたしは、パパに褒ほめられたかった。大好きなパパに。だから、首を横にふって『ふつうの子供なんていや、あたしはパパの子供よ』ってね……」


    　その日に、彼女の運命は決した。


    「パパに見捨てられるのが怖こわかっただけなのにね。それに、あたしは結局──パパの期待を裏切った。その信用を、たぶん、ゆがんだ愛情を」


    「あのひとも持て余していたのでしょう、純粋な悪党だったから。あなたのなかに生まれた、ちいさな心に」


    　そこから、普通の親子みたいに生きていく道はなかった。


    　どうしようもなく、首領という男は悪に染まるしかなかった。


    　情雨じようちゃんも、そんな彼を独りきりにしたくなくて、追いかけて追いすがって──けっきょく、その背中に手は届かなかった。


    「あたしは、噓うそをつきつづけることに耐えられなかった。そして失敗した。無理がきて、破は綻たんして、ぜんぶ壊れちゃったわ」


    「ぜんぶではありません」


    　玉たま藻もの前まえさんが、微ほほ笑えんで。


    「あたくしが、いますわ」


    　言い直す。


    「あなたが見つけてくれた、あたくしがいますわ」


    「うん」


    　情雨ちゃんはすこし楽になったというように、ほうっと溜ため息いきをつくと。


    「そうね、同じスタートラインに立っただけだわ──きっと、あの娘とね。あの娘はずっと、おおいなる宿命を呑のみこんだまま、この日常という戦場で傷ついてきたのよね」


    　わたしがまだ騒いでいる、月つく読よみ家の二階を、テント越しに見あげて。


    「あたしも、その戦いに身を投じる。何ができるかわからないけど、これが正解だったとも──でもね、明日からは、がんばる。あの娘みたいに。パパの思惑がどうであれ、あたしたちはそんな戦場に置き去りにされちゃったんだから」


    　目を閉じて、その声がなかば寝息になる。


    「ようやく、あたし──生まれたての、赤ん坊ね」


    「ならば、自分で立って歩けるようになるまでは、あたくしが支えましょう」


    「ずっとよ、ママ……」


    　毛布をかけられて、安心した情雨じようちゃんは、つぶやく。


    「ずっと、ずうっとよ──」


    　傷つき、大事なひとたちを失った彼女らは。


    　満天の星空のした、寄り添い、互いの体温を感じあっていた。
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    　邪や神がみ三姉妹の自宅。


    　コープス阿あ波は岐き原はら。


    「はぁ」


    　次女かがみがいつもの制服＋エプロン姿で、やる気なくラーメンなどを茹ゆでていた。


    　晩ご飯をつくっているのである。


    「どっと疲れたのです」


    　言葉どおり彼女はぐったりしていて、えらく眠そうにうつらうつらと船をこぎ、身体からだ全体がだいぶ傾いている。


    「ん～、ギリシア、印度インド、クトゥルーと──正直、この国じゃあかつてなかった規模の事件がつづいてるし、そろそろ一休みせんとマジでぶっ倒れちまいそうだよな」


    　リビングでこれも眠そうなつるぎが、漫画本を読みながら。


    「困難な時代だよ、あたしとしちゃあ正直──早々に次の世代に丸投げして、じいちゃんみたいに隠居したいとこだけど。今回の様子を見るかぎり、たまにはまだ荷が重いかなぁ」


    「がんばっていたとは、思うのですよ」


    　よだれが垂れそうになっていた口元を拭ぬぐって、かがみが「ぱちぱち」と顔を叩たたいて気合をいれると、野菜を切り始める。


    「ふにゃあ。こんな時代だからこそ、姉妹がちからをあわせなくては──たまも、今回はポシャってしまったのも仕方がなかったと思いますから、あまり気落ちしてはいけませんよ」


    「ほえ？」


    　ソファに横になり、ぼうっと『星の王子さま』を読んでいた三女たま。


    「べつに気にしてないよ～？　ちっと失敗しちゃったけど、楽しかったし♪　もういいの、次は成功させるもん──たま、今度はちゃんとやるもん」


    　きゅ、と身を折って、痛みを堪こらえるようにすると。


    　それを恥じるように顔をあげ、満面の笑み。


    「それより、かがみ姉ねえ──たま、お腹なかぺっこぺこだお♪」


    　気にしていないわけがない。


    　優しいこの子が、おおくのひとを不幸に巻きこみ、傷つけた今回の一件を──気に病んでいないわけがないのだ。


    　実際、お風ふ呂ろのなかで、あるいは部屋の机に突っ伏して──何度もひとりで泣いていたのだろう、目元が腫はれぼったい。


    「ええ」


    　かがみは珍しく、優しく微ほほ笑えむと──。


    「元気がつくように、ラーメンにたまの大好きなハンバーグとオムレツとチョコパフェとイチゴ大福をトッピングしてあげるのです」


    「うわ～ん！　かがみ姉が怒ってる！　優しくするふりをしてお仕置きしてる！　たま、反省してるのに！」


    　クッションを頭からかぶって、「いやんいやん」みたいな動きをするたまだった。


    　かがみには悪気はなかったらしく、「？」と小首を傾かしげてから。


    　真しん摯しに、妹の優美な寝姿を見据える。


    　この子は将来有望で、才能もあって、元気で前向きだ。


    　でも、世界の悪意はそんな彼女の煌きらめきを呆あつ気けなく踏みつぶす。


    　ゆえにこそ、誰かがそばで支えてあげなくては。


    　たまの、挑戦。


    　神様としての、初仕事は──無惨な失敗に終わった。


    　でも、それで打ち止めになってしまわないように。


    　痛みも苦労も何もかも血肉に代えて、この子がおおきく成長していけるように。


    　そして、いずれ誰もが自ら仕える、この国の太陽になれるように。


    「守ります、命にかえても」


    　小声でつぶやくと、かがみは居住まいを正し──お鍋に切ったものを流しこみながら。


    「でも、そういえば──たま、気になっていたのですけど。何だって急にあんな『邪神オリエンテーリング』なんてイベントを開催しようと思ったのですか？」


    　それは不思議なところである。


    　たまは基本的に良い子で、すこし臆おく病びようなところもある──とくに神様のちからを行使することについては、いつも姉たちの伺いをたててからだ。


    　世界に、自分のちからがどのような影響を及ぼすのか、よくわかっていないし──友達の希のぞ美みちゃんとの関係などで何度も失敗してきたから、慎重になっている。


    　だから、急ぎすぎだったのだ。


    　つるぎが全権を移譲し、『最高神のちから』（いま行方不明みたいだけど）を預かるお母さんからそれを託され、この国の『最高神』として君臨するのは、たまがおとなになってから。


    　まだ小学五年生の彼女には、いろんな意味で早すぎた。


    　焦あせりすぎだった。


    　あまりにも迂う闊かつで、未熟な彼女の行動は『アラハバキ』に利用されてしまうことになったし──どうしてそんな危険を冒おかしてまで、たまがあのイベントを開催したのかわからない。


    「うん」


    　たまには狭いソファがちいさいのか、寝転がっていたら「ぼてん」と床に落下して。


    　もじもじと、恥ずかしそうに。


    「たまは、まだ子供──わかってるよ。でもね、会いたいひとがいたの。友達がいなくなって、怖こわくて、不安で……寂しかったの、たまはまたあの子と遊びたかっただけなの」


    　口にされたのは、あまりにも素朴な願い。


    　でも、納得ができない──友達に会いたい？　それでどうしてあんなイベントに？


    「お友達は、すごく遠くにいるから。だから、たまは成長して、いっぱいおおきくなって、おおきな声をださないと、届かないと思ったんだ」


    「そのお友達って……」


    　かがみが何かに気づいたように「はっ」と妹を振り向いた瞬間だった。


    　たまが不意に「！」と顔をあげ、嬉うれしいような泣きだしそうな表情になると──弾けるように立ちあがってリビングの窓辺まで駆ける。


    　だらしなく床に寝ころんでいたつるぎが「ぶぎゅる」と踏みつぶされ「こら！　たま！」と怒鳴ったけれど。


    　聞いていない、たまは目をきらきらさせて──。


    「見て！　窓の向こう！　窓に──窓に！」


    　振り向いて、姉たちに満面の笑顔で。


    「届いてたんだよ、たまの声！　押しつぶされて、消えたと思ってた──悪いひとたちに奪われて、どっか行っちゃったって……。でも、響いてた、たまの気持ち！　宇宙まで！」


    　窓を開き、ベランダに飛びだす。


    　夜風が吹くなか、黄金を流したような長髪を揺らめかせて。


    　せいっぱい背伸びして、両手を高々とのばす。


    　天へ。


    「クトゥルー神話は宇宙の神話だから、きっと関係があると思ったの──宇宙まで声を届かせる方法があるって……。みんなのちからを集めて、たまが宇宙まで『改変』できるぐらい偉い神様になればって──たまの願い、ちゃんと届いてた！　宇宙まで届いてたよ！」


    　両手をぶんぶん振って、遅れてついてきた姉たちに喜びを何とか伝えようと。


    「見て見て！　かがみ姉ねえ！　つるぎ姉も！　すっごいよ──綺き麗れいだお！　元気だったんだ、心配してたけど……会いにきてくれたんだ！　たまの声が聞こえてたんだ！」


    　あらゆる『怪異』を体験した邪や神がみ三姉妹ですら──否いな、おそらくこの惑星のあらゆる人々や『神々』にとって未知な、それは、あきらかな異常事態だった。


    　空が輝いている。


    　真昼のように。


    「ンンンン……」


    　ちからを溜ためるように、思いっきり息を吸いこんで。


    　たまは吼ほえた。


    「やっほぉおおおおおおおおお♪♪♪」


    　無む垢くな、いずれこの国の『最高神』となる少女が見つめる先──。


    　煌こう々こうと照らされる、大宇宙。


    　明るく輝く天空には。


    　空を埋め尽くすほど大量の、未確認飛行物体ＵＦＯが乱舞していた。


    



    
      ×　×　×

    


    



    　これは、世界の誰も知らない、悪意の産うぶ声ごえだ。


    　気づいたときには、すべてが遅すぎた。


    



    　わたしは──オオヒルメムチ、あるいは月つく読よみ日ひ留る女めと呼ばれていたわたしは。


    　わたし、わたしを構成する記憶、『神霊』、魂と呼ばれるもの……身体感覚も、心もすべて、どこかを漂流していた。闇やみのなかを。あらゆる概念が消失した時空とあったかさを失ったどこかを。永えい劫ごうに過去へとくだりつづけ、無数の世界を見たような──その間にも、わたしに移植された『まつろわぬものアラハバキ』と同化した『這はいよる混こん沌とんアバオ・アクー』によって進化の階かい梯ていを駆けあがり、徐々に色を濃くしていった……。


    　首領が何を求め、何のためにわたしにそれらの邪悪な、死の世界へ封じられていたはずの地獄の秘宝を宿したのかはわからない。


    　首領の身体からだから移動して──わたしに取り憑つき、あのイザナミやヴィシュヌすら回収できなかった悪意が、わたしのなかで育っていく。


    　でも、そのときのわたしはそれに無自覚で──。


    『アバオ・アクー』に無理やり成長させられ、その能力の副作用として悪に染まり──わたしの魂は日につ蝕しよくのように蝕むしばまれ、上書きされ消しつぶされて、わたしは自分が何者かもわからぬ純粋な本能の塊となっていた。


    　ひたすらに、喘あえぐように、周りのすべてを取りこんでいく──。


    　気がつけば、どこかの浜辺に打ち上げられていた。


    「う……」


    　頰ほおに触れる、とげとげした砂つぶ。


    　打ち寄せては返す、生なま臭ぐさい海水。


    　潮の匂い──。


    　のろのろと顔をあげると、広がっているのは漆しつ黒こくの海だ。


    　わたしはそんな砂浜に屍し体たいのように転がって、波に押されてごろごろごろ……。


    　潮の満ち引きに従って、何度も何度も、ごろごろごろごろ……。


    「すみません、起きたなら手伝ってくれませんかね」


    　不意に、声がした。


    　無視できぬ、威圧感だ。


    　わたしは億おつ劫くうに思って、がんばりたくない、というように身を縮める。


    　胎児のように。


    「まったく、仕方ありませんね──立って歩くこともできぬのですか。首領は何を思ってこんなもんに、私たちの未来を……」


    　呆あきれたように、罵ば倒とうがふりそそいでくる。


    「お姫さまを守る騎士ってわけじゃない、早く起きないと食いますよ」


    　脅し文句にびくっとして見あげると。


    　いつの間にか、少し離れた位置に見覚えがあるような男が立っていた。


    　野獣のような存在感だ。


    　それは古代の、人間の姿だったかも知れない。


    　見た目は、獰どう猛もうそうな──でも、ただの男だ。


    　高価そうなスーツをやや着崩して、髪は獣の背中のように荒々しく飛び跳ねている。


    　眼光は鋭く、油断すると嚙かみついてきそうだ。


    　手を添えた口元には、煙草の煙が漂っている。


    　妙に輪郭のおかしな男で、スーツのしたの肉体が想像できない。


    　凸でこ凹ぼことしている。


    　片腕だけが太かったり、身体からだのあちこちが隆起していたり──両手の指のすべてには、種類の異なる宝石の光る指輪が嵌はまっていた。


    　その男のまとう兇悪な殺意に、本能的恐怖から、わたしは顔をあげる。


    　そして、不確かな柔らかさの流動的な砂つぶの地面に手をついて、身を起こした。


    　周囲は、寂しげだった。


    　何もない砂浜だ。


    　遠くに黒々とした、夜の山脈。


    　それを覆おおうような、これも陰気な森。


    　周囲にはごみとサンゴや魚やくらげの屍し体たいが無造作に転がっていて、不気味。


    「ふん、生まれてすぐに永久の海に流された、禁きん忌きの子ですか──ろくでもないものに転生しましたね、探して見つけるのに苦労したじゃないですか」


    　男は、台詞せりふとは裏腹に楽しそうに、紫煙をくゆらせながら。


    「これは黄よ泉みがえりじゃない、だからあの『死の神』に目をつけられることもない。ヴィシュヌにも手をだせない、これは正当なルールに則った輪りん廻ね転てん生しようの結果。そのための仕込みにしちゃあ、盛大な仕掛けでしたが。まったく、首領はいつもお遊びが過ぎる」


    　まぁ、あのひとらしいですが──と、男はむしろ嬉うれしそうに。


    「私のことは覚えてますか？」


    　問われることで、わたしの魂に記憶された情報が蘇よみがえる。


    　あのモノノベホテルの──受付にいた、マサカドと呼ばれていた男だ。


    　首領さんと、親しげに会話していた……。


    　まぁ、興味がなかった。


    　ぼうっとしていると、マサカドさんは「ちっ」と舌打ちして。


    「あぁあ、いちから説明しなくちゃだめですか──子育てなんかしたくありませんけどね。そんな人間らしい人生は捨てたし、首領と同じ失敗を繰りかえしかねません」


    　こちらを見据えて、彼は呼びかけてくる。


    　忘れ去られた、わたしの名前を。


    「月つく読よみ日ひ留る女め、と呼ぶべきですか──それともオオヒルメムチ？　人間らしくない名前がお望み？　闇の聖母ブラツク・マリア？　堕天使ルシフエル？　可愛らしいお嬢さんラ・ピユセルとでも？」


    「余よ所そ見みをするとは余裕だな！」


    　不意に、そんなマサカドさんに襲おそいかかるものがあった。


    　否いな、先ほどからいたのだけど、わたしは気づかなかった。


    　あまりにも、マサカドさんの存在感が強烈だったのだ。


    「後こう顧この憂うれいなど抱く必要はない、ここで貴様は死ぬのだからな！」


    　甲高い、声変わりもしてないような少年の──。


    　同時に棒立ちのマサカドさんに渾こん身しんの一撃が振るわれる。


    　西洋剣だ、諸もろ刃はの──光り輝く、不気味な砂浜の闇やみを払うような、聖なる……。


    「やんちゃですね、……火が消えたじゃないですか」


    　その剣けん戟げきをかるく避けて、マサカドさんはぼやく。


    　無視し、そんな彼に取りだした弓矢を突きつけて──。


    「貴様ら、ここがギリシア神話の領域、黒海と知っての狼ろう藉ぜきか！　邪教崇すう拝はい者しやどもめ、あらゆる神話と敵対している我らだが──貴様らを看過できぬのは我われらも同じ！　悪徳で構成された蛆うじ虫むしども、正義の裁きを受けるがいい！」


    　朗々と吼ほえているのは、美しい少年だった。


    　人間離れしている。


    　つまり神話じみている。


    　弓矢をきれいに構えている、まだ十代らしい少年だ。


    　王子さまめいた金色のふわふわした髪と、白い肌。


    「この国への無断侵入、言語道断！　とくと去れい、永遠の漂流者となれ！　あるいはここで


    屍し体たいを晒さらせ、この『明けの双星カストル』の手にかかってな！」


    　カストル。


    　ギリシア神話の『神々』、その一柱。


    　双子座ジエミニとして有名な、ギリシア神話の──オリュンポス十二宮のひとつを、双子の弟であるポルックスとともに請けおっている。


    　トロイア戦争にも積極的に参加した、好戦的な『神々』だ。


    　などと、わたしの知らない知識が身体からだのなかにある。


    　それはわたしの『神々』としてのちからを加速させている『這はいよる混こん沌とんアバオ・アクー』に刻まれた、それを丹念に育てていた首領さんの記憶だったのかもしれない。


    　わたしは、彼のすべてを受け継いだ。


    　そんな実感がある。


    「まったく、喋しやべってんのに邪魔しないでください──あなたたち、生まれつきの神様どもは自分勝手で好きじゃありません」


    　マサカドさんが右手の中指を突きだし、そこに嵌はまった指輪を輝かせた。


    　同時にその右腕が変形し、巨大なかぎ爪をもつ鳥類のものとなる。


    　どれぐらい巨大かというと、一瞬その全容が把握できないような──ほとんど山だ。


    　これが『神々』の戦い。


    　規模がでかすぎる。


    「猪ちよ口こ才ざいな！」


    　カストルと名乗った美少年はそのかぎ爪による一撃を華麗に避よけた。


    　だがあまりにも巨大な腕だ、避けたせいでだいぶ距離が遠ざかる。


    　そこまでマサカドさんは見越して、この攻撃をしたのだろうが──カストルは不敵な笑みを浮かべると「ポルックス！」と叫んだ。


    「その娘さんを保護しろ、彼女はギリシア生まれの赤ん坊だ──そのなかにどんな悪意を隠されていようと、我らが保護する義務がある！」


    　不意に、わたしのそばに気配が生まれた。


    「うん、兄貴。たとえ全世界から唾つばを吐きかけられようとも、『神々』としての本ほん懐かいを果たそう。──人類の守護者として」


    　わたしの肩に手を置いて、いつの間にか、そこに新たな人物が出現していた。


    　驚いたことに、見た目はまったくカストルと同一だ。


    　ふわふわの髪。碧あおい瞳ひとみ──武器のみが異なり、固そうなグローブだ。


    「僕らは『守護神』の性質をもつギリシア神話の『神々』──その役目は、守ること。誰にも、その立場は譲らない。たとえ全世界から神としての名を忘れられ、信仰を失っても」


    　微ほほ笑えんで、その美少年はわたしに語りかけてくる。


    「初めまして、ちいさな生命ちゃん。もう安心だよ──僕は『[image: ]よいの双星ポルックス』、ふたりでひとつの双子座。この地で生まれたものは誰でも、僕らの守るべき宝物だ」


    　マサカドさんを挟んで、正面にカストル、背後にわたしを守るポルックス。


    　挟み撃ちになったかたちになる。


    　否いな、そうではない──。


    　この双子は、深刻な勘違いをしている。


    　挟撃されたのはどちらなのか。


    　リバーシオセロのように、カストル、マサカドさん、ポルックス──その後ろに、わたし。


    　攻守は逆転し、すべてが引っくりかえる。


    　わたしは動いた。


    　脳裏に、刻まれた言葉がある。


    　それは、千の『死』に突き刺された首領さんの、今いま際わの言葉。


    　辞じ世せいの句──遺言だった。


    　──今回は負け。でも、二度と失敗しない。


    　──悪はけして消えはしない。


    　──情雨じようは心をもってしまった。悪が左右できない、唯一のものを。


    　──だから、あんたにはそれが芽め生ばえないようにする。


    　──心があると弱くなる。かんたんに正義に堕落する。天国へ堕落する。


    　──あんたの魂は無む垢く、赤ん坊のように。


    　──誰にも手を触れられない、至高の『唯一神』のように。


    　──自動的に周りに反応するだけの、夜の闇やみのように、受動的な悪よ……。


    「あぁ……」


    　わたしは、己おのれのやるべきことを弁わきまえていた。


    　プログラムされていた。


    　こちらに無防備な背中を向け、油断ならぬ相手──マサカドさんと相対していたポルックスに、勢いよく跳びかかる。


    　目を見開き「な!?」と驚いていたポルックスの首筋に、わたしは遠慮なく嚙かみついた。


    　獣けもののように、吸血鬼のように。


    　わたしは、彼らの天敵。


    「ぐあ!?　いったい何を──おっ、おおおおおお!?」


    　ポルックスが絶叫し、その全身が爆縮されていく。


    　その全存在がわたしの口内に吸いこまれ、引きこまれ、消えていく。


    　否いな、わたしに食べられていく。


    　つるりと、液体がちいさな穴に吸引されるように。


    　伝説と歴史に彩られた、双子のかたわれはわたしの体内に取りこまれた。


    「なっ──ポルックス!?」


    　カストルが目を見開き、狙ねらいをこちらに向けた。


    　わたしは生まれかわって初めての食事に恍こう惚こつとしていて、反応できない。


    「貴様！　体内に危険な気配を感じるぞ！」


    「そう──彼女こそ、本来の意味での『アラハバキ』。完成したんですよ」


    　いつの間にか腕を元通りに戻していたマサカドさんが、優雅ともいえる手つきで新しい煙草たばこをくわえると、火をつけて。


    　愉たのしそうに、左手の薬指のみを立てた。


    　同時にカストルの周囲に小爆発が発生する。


    　それに巻きこまれた部分が、腐敗していく。


    『神霊』ごと、すべてを殺す邪悪な毒ガスだった。


    　カストルが怯ひるみ──けれど一直線に、弟の仇かたきであるわたしへと向かってくる。


    　マサカドさんは、それを満足げに傍観したまま。


    「首領からの遺言があります、彼の最期に描いた邪悪な未来が──彼は『邪神オリエンテーリング』で敗北することも想定し、けれど、たとえ負けても勝利となるよう陰謀を構築していた……恐ろしいおかたですよ、我われらが首領は」


    　そこまで語ってから、わたしを眺め、吐息を漏らすと。


    「とりあえずは、腹ごしらえといきましょうや」


    　待ちきれない、というように。


    「もっと強くなりなさい。『アバオ・アクー』に追われながら、進化の階かい梯ていを駆けあがるのです。頂点まで達したそとのき、あなたに敵はいない。すべてが、あなたのために捧げられる餌えさとなる。私は、そんなあなたが見たい」


    　己おのれの首筋をなぞって、マサカドさんは微笑する。


    「首だけになっても私は私、うふふ、仕えるべきものに仕える──あなたがその器か、見定めさせてもらいましょう、我らが闇の聖母ブラツク・マリア……」


    　楽しみにしていた演劇の、幕が開くのを期待して見守るように。


    「長年をかけて築きあげられてきたこの噓うそっぱちを、神様なんてくだらない連中がのさばったこの世界を──飲み干し、喰くらいつくしなさい。幸い、餌えさはそこらじゅうにあります」


    　浮き浮きした様子で。


    「これから、ふたりで世界を巡りましょう、食べ歩きです。ギリシアも印度インドもエジプトも日本も何もかも、食い散らかして──あなたは新世界の『唯一神』となる」


    「くそっ……くそーっ!?」


    　やたら剣を振りまわし、わたしに迫っていたカストルが、ぎくりと強こわばる。


    　その足が、変質していた。


    　石になっている。


    　ゆっくりと、まさにギリシア彫刻さながらに──カストルの全身が石化する。


    　いつの間にか、マサカドさんが右手の小指を立てている。


    「焦あせりすぎですよ坊や──あなたたち『神々』は真っ直すぐすぎる。手玉にとるのも容易たやすい、人間のいやらしさを見せてあげましょう」


    「き、貴様！　体内に大量の『悪神』を飼ってるな！　食ったんだ、神を……!!」


    「私はね、霊的兵器としての『アラハバキ』の試作品なんですよ。闇の聖母ブラツク・マリアに捧げるための餌──世界各国の『神々』の、保存庫でもありますけど」


    　愛しそうに、わたしを見据えると。


    「すみません。この『石の魔女メドゥーサ』は長く保ちません。同じギリシア神話に属するものでは『神格』が高いほうが優先されるみたいで、あまり効果がないようです」


    「あ、う……」


    　呼びかけられるまでもなく、わたしは歩みだしている。


    　砂浜を、裸足はだしが踏みしめる。


    　目の前には、石化から元に戻ろうとするカストルが、怯おびえて震ふるえている。


    　わたしはその姿を見て、不意に、何かの記憶が頭をよぎるのがわかった。


    　お馬鹿なお兄ちゃんとの対話。モノノベホテルでの、それなりに充実した毎日。学校での、なんでもない授業。読んだ漫画も。食べたジャンクフードも。すべてが血肉になっている。


    　でも、今は──。


    　怯え青ざめるカストルの首筋に、囓かじりつきたくて堪たまらなかった。


    



    「お、なか……すい、た……──」


    



    　この日、ギリシア神話と世界各国の神話が戦争を行っていたはずのヨーロッパは正体不明の何者かに蹂じゆう躙りんされ、『神々』のすべてがきれいさっぱり消失する異常事態となった。


    　争いの火種が消え、誰もが当惑しながらも、静せい寂じやくを取り戻した。


    　世界は、平和になったのだ。


    



    　あくまで──表面上は。


    



    
      了

    


    


  



  
     あとがき


    



    　こんにちは。日あ日き日らです。


    『非』日常系世界の神話オールスター戦（？）『ささみさん＠がんばらない』の第七巻をお送りいたします。今回で『二年生編』から引きずっていたＶＳ悪徳オカルト結社『アラハバキ』の構図が一段落し、本格的に『三年生編（あるいは『月つく読よみ日ひ留る女め編』）』が始まっていく感じになります。


    　今回の話の結末をご覧になったかたにはおわかりかもですが、第六巻の最終章の章題『ラスボス登場』の『ラスボス』は首領のことではなく──彼女のことだったわけなのです。


    　さてさて。


    　次回はついに満を持して宇宙人が本格的に登場！　とか言っても誰も驚かない気がするシリーズなのが我ながらどうかと思いますが、えぇっと捕捉しておきますと──宇宙人というのは個人的にいちばん新しい神話だと思っております。名づけるなら科学神話、あるいは宇宙神話ですね～。


    　たとえば宇宙人による誘拐アブダクシヨンはまんま神隠しと同じ構図ですし、宇宙人が過去の人類の歴史に干渉した、あるいは人類を生みだした超存在であるという（トンデモ）説はそのものずばり創世神話です。彼らは上から、天からくるわけですし。この名状しがたいあやふやな世界を解析するのに神話という物語を用いるか、科学という記号を用いるかの差異かなと。そのあたりのことをもにゃもにゃとやりつつ、平穏を取り戻したささみさんの学園生活と、その裏側でひっそりと悪意をたくわえてゆく彼女の日常と非日常の交差を主軸にしていけたら。


    　ちなみに今回の視点はわかりやすく、『ダブル主人公視点』としましょう。わりと群像劇とかでよくある構図ですが、ふたつの物語をつくるようなもので、けっこう大変でした。


    



    　以下、謝辞です。


    　情緒不安定な日日日をのんびりしっかり引っぱってくれる担当の星野さん、髪型やら衣装やら年齢やらがころころ変わる登場人物たちを美麗に描いてくれる絵師の左ひだりさん、『クトゥルー神話ＴＲＰＧ』の世界に触れさせてくれた内うち山やま靖やす二じ郎ろうさん、およびともにセッションに参加していっしょに正気度を失ってくれた作家のみなさま、関係者のみなさまに感謝を。


    　そして当然、この変な話をともに駆け抜けてくれている読者のみなさま──。


    　アニメ化決定です！　ありがとう！


    



    
      日日日

    

  



  
    日日日


    Akira


    



    「弥み火かちゃんの口癖は何で『フフフ』なんですか？」


    「じゃあ『クットゥルー♪』にします」


    「いろいろヤバいのでやめてください」


    公式ＨＰ「あたしら憂鬱中学生」


    http://id37.fm-p.jp/213/atashira/

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ささみさん＠がんばらない７
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